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＊
凡
例

1
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, Verlag von 

Georg W
igand. 1853. ; Reprint. N

abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

2
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

3
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler Verlag. 1981. Vollständige 
A

usgabe, nach dem
 Text der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an L

egends of the Brothers G
rim

m
. Vol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
）

鈴
　
木
　
　
滿
　
訳
・
注
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4
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

5
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

6
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

7
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

8
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　
　
　

一
─
─　
　

六
〇	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号 

�

一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　
　

六
一
─
─　
　

九
〇	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号 

�

四
六
三
〜
五
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　
　

九
一
─
─　

一
三
四	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号 

�

七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五
─
─　

一
八
四	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号 

�

一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五
─
─　

二
二
五	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号 

�

九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六
─
─　

二
八
八	�


所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号 

�

二
〇
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九
─
─　

三
三
九	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号 
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�

一
五
一
〜
二
四
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇
─
─　

三
九
四	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号 

�

一
〜
九
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）　

三
九
五
─
─　

四
四
四	�



所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号 

�

九
九
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
十
）
の
伝
説

四
四
五	

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
泉 M

ühlhäuser Brunnen.

四
四
六	

ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
と
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ミ W

infried und Sturm
i. 　

　
　

*D
S181 D

er heilige W
infried.

四
四
七	

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
山

ベ
ル
ク D

er Stuffenberg. 　
　
　

*D
S182 D

er H
ülfenberg.

四
四
八	

ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
レ
フ
フ
ル
ト H

erm
ann von T

reffurt. 　
　
　

*D
S580 H

erm
ann von T

reffurt.

四
四
九	

乙
女
の
帯 D

er Gürtel der Jungfrau.

四
五
〇	

エ
ル
ベ
ル D

er Elbel.

四
五
一	�



ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
築
城
の
し
だ
い W

ie die W
artburg erbauet w

ard.　
　
　

*D
S553 W

ie Ludw
ig W

artburg 

überkom
m

en. / *D
S582 H

ungersnot in Grabfeld.

四
五
二	

ル
ー
ラ
の
鍛か

じ

や

冶
屋 D

er Schm
ied in Ruhla. 　

　
　

*D
S556. D

er hartgeschm
iedete Landgraf. 

四
五
三	

貴エ
ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー

族
の
畑 Edelacker. 　
　
　

*D
S557 Ludw

ig ackert m
it seinen A

dligen. 

四
五
四	

生
け
る
城
壁 D

ie lebendige M
auer. 　

　
　

*D
S558 Ludw

ig baut eine M
auer.

四
五
五	�



鉄
デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
の
葬
儀 D

es eisernen Landgrafen Begängniß. 　
　
　

*D
S559 Ludw

igs Leichnam
 w

ird 

getragen.
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四
五
六	

ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
が
保
護
さ
れ
た
し
だ
い W

ie Reinhardsbrunn geschirm
t w

ard.

四
五
七	

魂ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク

哭
山
の
話 V

on dem
 H

örseelenberge. 　
　
　

*D
S174 D

er H
öselberg.

四
五
八	�



鉄
デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
の
魂 D

es eisernen Landgrafen Seele. 　
　
　

*D
S560 W

ie es um
 Ludw

igs Seele geschaffen 

w
ar.

四
五
九	
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
と
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
の
話 V
on Frau V

enus und dem
 w

ilden H
eer.

四
六
〇	

高
貴
な
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
話 V

om
 edlen Ritter T

anhäuser. 　
　
　

*D
S171. T

annhäuser.

四
六
一	

ち
い
ち
ゃ
な
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人 D

as kleine H
ütchen.

四
六
二	

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
合
戦 D

er K
rieg auf W

artburg.　
　
　

*D
S561. D

er W
artburger K

rieg.

四
六
三	�



名マ
イ
ス
タ
ー匠

ク
リ
ン
ゾ
ル
の
星
占
い M

eister K
linsor w

eissagt aus den Sternen. 　
　
　

*D
S561. D

er W
artburger 

K
rieg.

四
六
四	�



ハ
ン
ガ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
来
た
小
さ
な
許い

い
な
ず
け嫁 D

ie kleine Braut aus U
ngarn. 　

　
　

*D
S563. D

ie V
erm

ählung 

der K
inder Ludw

ig und Elisabeth.

四
六
五	

聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト D

ie heilige Elisabeth.

四
六
六	

聖デ
ア
・
ハ
イ
リ
ゲ

者
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ D

er heilige Ludw
ig.

四
六
七	�



ゾ
フ
ィ
ー
ア
の
手
袋 Sophia’s H

andschuh. 　
　
　

*D
S565. Frau Sophiens H

andschuh. / *D
S564 H

einrich 

das K
ind von Brabant.

四
六
八	

頬
に
嚙か

み
つ
く  D

er W
angenbiß. 　

　
　

*D
S566. Friedrch m

it dem
 gebissenen Backen.

四
六
九	�



嚙か

ま
れ
傷
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
洗
礼
騎
行 Friedrich des Gebissenen Taufritt. 　
　
　

*D
S567 M

arkgraf Friedrich 
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läßt seine Tochter säugen.

四
七
〇	

神
秘
劇 D

as M
ysterium

.
四
七
一	

郷ユ
ン
カ
ー士

イ
ェ
ル
ク Junker Jörg. 　
　
　

*D
S562. D

octor Luther zu W
artburg.

四
七
二	
修
道
士
と
修
道
女 M

önch und N
onne.

四
七
三	
呪
わ
れ
た
娘 D

ie verfluchte Jungfer.

四
七
四	

イ
ン
ゼ
ル
山ベ

ル
ク

の
話 V

om
 Inselberg.

四
七
五	

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人 D

er V
enetianer.

四
七
六	

カカ
ル
レ
ス
・
ク
ヴ
ィ
ン
テ
ス

ー
ル
五
世 K

arles quintes.

四
七
八	

綿
毛
に
化
け
た
夢ア

ル
プ魔 D

as A
lp als Flaum

feder.

四
七
九	

ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
巌

シ
ュ
タ
イ
ン D
er W

ittgenstein.

四
八
〇	

ちレ

ー

ト

テ

プ

フ

ヒ

ェ

ン

っ
ち
ゃ
な
富
籤
壺 D

as Löthtöpfchen.

四
八
一	

麵バ
ッ
ク
オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ

麭
焼
き
竈
洞
窟 D

as Backofenloch.

四
八
二	

山ガ
イ
ス
バ
イ
ン
ス
ロ
ッ
ホ

羊
脚
洞
窟 D

as Geißbeinloch.

四
八
三	

蛇
の
羹ス

ー
プ汁 Schlangensuppe.

四
八
四	

ララ

イ

フ

シ

ュ

タ

イ

ク

ス

ハ

ル

デ

イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
の
斜
面 D

ie Reifsteigshalde.
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四
四
五
　
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
泉

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン（

（
（

近
郊
お
よ
び
市
域
内
に
は
幾
つ
も
泉
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
遍あ

ま
ね

く
有
名
で
あ
る
。
泉
の
一
つ
は
ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ

ル
ツ
ェ（

（
（

と
い
い
、
町
か
ら
北
西
へ
半
時
間
、
ヘ
ル
プ
ス
ト
山

ベ
ル
ク

山
麓
に
あ
る
。
伝
説
に
い
わ
く
。
現
在
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
施ホ

ス
ピ
タ
ー
ル

療
院
が
あ
る
と

こ
ろ
に
昔
修
道
院
が
建
っ
て
い
た
。
こ
こ
の
あ
る
修
道
士
（
さ
に
あ
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
修
道
院（

（
（

所
属
の
修
道
士
な
り
、

と
の
説
も
）
が
町
に
秘
か
に
愛
人
を
持
っ
て
い
て
、
夜
毎
通
う
際
、
こ
の
巖い

わ

を
潜
り
抜
け
た
、
と
い
ま
だ
に
人
が
指
差
す
。
と
う
と
う

事
が
明
る
み
に
出
る
と
、
坊
さ
ん
は
逮
捕
さ
れ
て
鷲

ア
ー
ド
ラ
ー
ト
ゥ
ル
ム

塔
に（

（
（

禁き
ん
こ錮

、
死
刑
執
行
を
待
つ
身
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
か
ね
て
か
ら
町
の

飲
用
水
は
充
分
で
は
な
く
、
件く

だ
ん

の
修
道
士
は
上
水
工
事
技
術
を
心
得
て
い
た
。
そ
こ
で
町
よ
り
も
ず
っ
と
奥
ま
っ
た
ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ
ル

ツ
ェ
の
泉
か
ら
水
を
引
く
な
ら
、
自
由
の
身
に
し
て
遣
わ
そ
う
、
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
難
事
業
に
着
手
し
た
修
道
士
は
、
ヘ
ル
プ
ス
ト

山ベ
ル
ク、

ト
ー
ン
山ベ

ル
ク

、
カ
ル
プ
山ベ

ル
ク

の
周
囲
を
う
ね
く
ね
迂う

か
い回

さ
せ
た
七
千
六
百
と
十
歩
の
水
路
を
構
築
、
行
程
お
よ
そ
二
時
間
半
、
水
が
山

を
登
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
が
、
泉
の
水
を
町
へ
供
給
す
る
こ
と
に
成
功
、
か
く
し
て
め

で
た
く
釈
放
さ
れ
る
に
至
っ
た
し
だ
い
。

こ
れ
ま
た
そ
の
道
に
長た

け
た
修
道
士
に
よ
っ
て
成
就
し
た
細
流
ラ
イ
ネ
か
ら
の
導
水
を
語
る
極
め
て
よ
く
似
た
伝
説
が
ゴ
ー
タ（

（
（

に 

あ
る
。

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
市
西
方
に
あ
る
ポ
ッ
ペ
ロ
ー
デ
（
廃
村
）
の
泉（

（
（

は
素
晴
ら
し
く
美
し
い
。
大
き
な
源
泉
で
水
底
ま
で
鏡
の
ご
と

く
明
澄
で
あ
る
。
泉
の
水ニ

ン
フ
ェ

の
精
は
尽
き
る
こ
と
な
く
恵
み
を
授
け
続
け
、
水
は
二
つ
の
池
を
満
た
し
、
十
二
の
水
車
を
回
し
て
い
る
。

げ
に
あ
り
が
た
き
こ
と
か
な
、
と
毎
年
謝
辞
と
敬け

い
け
ん虔

な
讃
歌
が
捧
げ
ら
れ
、
若
い
男
女
が
二ド

ッ
ペ
ル
フ
ェ
ス
ト

重
祭
典
で（

（
（

祝
う
。
い
と
歳
古
り
た
何
本
か
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の
科リ

ン
デ
ン
バ
ウ
ム

の
木
の
下
に
し
ん
と
鎮
も
っ
て
い
る
噴ベ

ッ
ケ
ン

泉
池
の
す
ぐ
傍
に
塔
の
附
い
た
風
変
わ
り
な
園あ

ず
ま
や亭

が
あ
り
、
そ
の
涼
し
い
堂
内
に
は
昔
も

今
も
数
数
の
碑
文
が
記
さ
れ
た
し
、
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
碑
文
の
内
最
上
最
美
の
詞こ

と
ば

は
漆し

っ
く
い喰

で
塗
り
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ

に
再
現
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

罔み
ず
は
の
め

象
女
ら
が
頭か

し
ら

を
ば
光
の
花
冠
が
飾
る
よ
う
、

　
　
　
　

泉
の
面お

も
て

を
差
し
覗の

ぞ

き
、
汝な

れ

の
面
を
葉は

む
ら叢

で
飾
れ（

（
（

。

ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ
ル
ツ
ェ
の
泉
に
は
ま
だ
こ
ん
な
言
い
伝
え
も
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
さ
る
修
道
院
の
泉
だ
っ
た
。
大
方
の
修
道
院
の

よ
う
に
、
こ
の
修
道
院
の
近
く
に
も
教
会
が
あ
っ
た
。
教
会
に
隣
接
す
る
鐘
楼
に
は
三
つ
の
銀
の
鐘
が
下
が
っ
て
い
た
。
ミ
ュ
ー
ル
ハ

ウ
ゼ
ン
戦
争
当
時（

（
（

修
道
院
は
破
壊
さ
れ
尽
く
し
た
。
そ
こ
で
銀
の
鐘
を
敵
手
に
渡
さ
ぬ
た
め
、
一
修
道
士
が
こ
れ
ら
を
泉
に
沈
め
て
い

わ
く
「
三
人
の
者
が
泉
を
浚さ

ら

い
、
一
人
が
泉
の
中
で
命
を
落
と
さ
ぬ
内
は
、
鐘
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
い
」
と
。

随
分
昔
に
な
る
が
、
ア
ン
メ
ル
ン（

（1
（

の
村
塾
の
先
生
が
夢
を
見
た
。
ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ
ル
ツ
ェ
へ
行
け
。
す
る
と
泉
の
畔ほ

と
り

に
綱
が
一
筋
見

つ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
綱
を
引
け
。
そ
う
す
れ
ば
、
か
の
三
つ
の
銀
の
鐘
が
揚
が
っ
て
来
る
だ
ろ
う
、
と
。
こ
の
人
は
三
度
同
じ
夢
を

見
た
の
で
、
ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ
ル
ツ
ェ
へ
出
掛
け
て
行
っ
た
。
泉
に
近
づ
く
に
従
っ
て
、
銀
の
鐘
の
麗
し
い
響
き
が
聞
こ
え
て
来
た
。
泉

の
畔
に
着
く
と
、
何
も
か
も
夢
に
見
た
通
り
だ
っ
た
。
綱
を
引
く
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
三
つ
の
銀
の
鐘
が
徐
徐
に
揚
が
っ
て
来
る
で
は

な
い
か
。
と
そ
の
時
騎
馬
の
男
が
通
り
掛
か
り
、「
好グ

ー

テ

ン

・

モ

ル

ゲ

ン

い
朝
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
お
師
匠
さ
ん
、
好グ

ー

テ

ン

・

モ

ル

ゲ

ン

い
朝
を
お
祈
り
し
ま
す
じ
ゃ
」

と
声
を
掛
け
て
よ
こ
し
た
。
挨
拶
さ
れ
た
方
が
し
ご
く
愛
想
良
く
「
こ
れ
は
ま
た
忝

か
た
じ
けの

う
ご
ざ
る
」
と
言
葉
を
返
す
と（

（1
（

─
─
途
端
に
恐

ろ
し
い
響
き
と
と
も
に
鐘
は
水
中
に
沈
ん
で
し
ま
い
、
二
度
と
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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四
四
六
　
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
と
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ミ

聖
者
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト（

（1
（

と
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ミ（

（1
（

は
異
教
徒
を
改
宗
さ
せ
よ
う
と
ヘ
ッ
セ
ン
の
邦く

に

に
も
や
っ
て
来
た
。
当
時
カ
ー
ル
大
帝

〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
は
デ
ィ
ー
メ
ル
ラ
ン
ト（

（1
（

で
戦
っ
て
お
り
、
イ
ル
ミ
ン
柱

ゾ
イ
レ

─（
（1
（

─
カ
ー
ル
は
こ
れ
を
破
却
─
─
の
あ
っ
た
エ
ー

レ
ス
城ブ

ル
ク

と
デ
ー
ゼ
ン
山

ベ
ル
ク

な（
（1
（

る
二
つ
の
堅
固
な
城
塞
を
占
領
し
た
。
率
い
る
軍
勢
が
デ
ー
ゼ
ン
山

ベ
ル
ク

山
麓
で
猛
暑
の
た
め
渇
き
死
に
し
そ
う

に
な
っ
た
時
、
カ
ー
ル
は
神
に
祈
っ
て
ブブ

ラ

ー

ボ

ル

ン

ラ
ー
の
泉
を
噴
出
さ
せ
た
。
こ
の
泉
は
今
日
に
至
っ
て
も
潺せ

ん
せ
ん潺

と
湧
き
出
て
い
る
。
ヴ
ィ

ン
フ
リ
ー
ト
は
異
教
徒
の
聖
所
が
置
か
れ
て
い
る
あ
る
山
に
来
て
、
こ
れ
を
破
壊
、
そ
の
場
所
に
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
建
立
さ
せ

た
。
こ
れ
こ
そ
あ
の
ク
リ
ス
ト
山ベ

ル
ク

あ
る
い
は
ク
リ
ス
テ
ン
山ベ

ル
ク

で
あ
り
、
今
日
に
至
っ
て
も
人
人
は
、
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
が
聖
な
る
熱
狂

に
駈か

ら
れ
て
ど
ん
と
踏
み
付
け
た
、
と
い
う
足
跡
が
刻
ま
れ
た
巖い

わ

を
示
す
。
山
の
別
の
場
所
だ
が
、
大
帝
の
幕
舎
と
軍
勢
の
屯
営
が
長

ら
く
あ
っ
た
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
を
見
下
ろ
す
高
み
に
は
、
カ
ー
ル
が
裁
き
を
行
っ
た
際
に
坐す

わ

っ
た
灰
色
の
古
巖
が
あ
り
、
カ
ー
ル
が
凭も

た

れ

た
腕
の
重
み
で
凹
ん
だ
痕あ

と

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
後
に
ヘ
ア
シ
ュ
テ
レ
城
と
現
在
の
ヘ
ア
シ
ュ
テ
レ
行
政
区（

（1
（

が
置
か
れ
た
。

ガ
イ
ス
マ
ー
リ
な
る
農ホ

ー
フ場

─
─
そ
の
名
は
後
世
そ
れ
か
ら
発
展
し
た
都
市
ホ
ー
フ
ガ
イ
ス
マ
ー
ル
に
残
っ
て
い
る
─
─
か
ら
行
程
一

時
間
、
今
日
の
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
ッ
ツ
村
に
、
デ
ィ
ー
メ
ル
川
右
岸
を
見
下
ろ
す
険
し
い
巖い

わ
か
べ壁

が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
最
高
所
、

塁
壁
で
囲
ま
れ
た
地
点
を
懸ク

リ
ッ
ペ崖

と
称
す
る
。
異
教
徒
は
こ
の
高
み
に
連
中
の
一
件
〔
＝
神
〕
を
祀ま

つ

っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
巡
礼
杖
を
携
え

キ
リ
ス
ト
教
の
祭
服
を
纏ま

と

っ
た
、
だ
れ
知
る
者
と
て
な
い
老
人
が
や
っ
て
来
て
、
異
教
徒
た
ち
に
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
、
生
涯
、
苦
難
と

死
、
復
活
、
昇
天
、
再
来
を
説
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
異
教
徒
た
ち
は
、
荒こ

う
と
う
む
け
い

唐
無
稽
で
信
じ
が
た
い
話
と
思
い
、
老
人
を
脅
し
た
。
と

こ
ろ
が
老
人
は
杖
を
地
中
に
突
き
刺
し
て
い
わ
く
「
わ
し
が
そ
な
た
ら
に
告
げ
た
報
せ
、
永と

こ
し
え久

の
福
音
が
ま
こ
と
真
実
で
あ
れ
ば
、
唯
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一
に
し
て
真
の
神
の
全
能
に
よ
り
こ
の
杖
が
芽
吹
き
、
葉
を
付
け
、
花
開
く
こ
と
必ひ

つ
じ
ょ
う定

で
あ
る
」。
─
─
そ
し
て
双も

ろ
て手

を
天
に
挙
げ
る

と
、
奇き

せ
き蹟

が
起
こ
っ
た
。
杖
は
緑
と
な
り
、
芽
吹
き
、
枝
を
伸
ば
し
、
葉
を
付
け
、
花
開
い
た
。
か
く
し
て
異
教
徒
た
ち
は
信
心
し
、

洗
礼
を
受
け
た
。
か
か
る
奇
蹟
を
行
っ
た
の
は
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
の
敬け

い
け
ん虔

な
弟
子
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ミ
だ
っ
た
。

大グ
ロ
ー
スフ

ァ
ル
グ
ー
ラ
村
の
伝
説
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
ち
ら
の
方
で
は
、
杖
の
奇
蹟
を
な
し
た
の
は
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト

＝
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
そ
の
人
で
あ
り
、
更
に
こ
の
奇
蹟
の
木
は
椰や

し子
の
ご
と
き
異
国
の
樹
型
で
、
長
ら
く
こ
の
地
に
立
ち
、
尊
崇
さ
れ

た
、
と
の
付
け
加
え
が
あ
る
。

四
四
七
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
山

ベ
ル
ク

エ
ッ
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ゲ
と
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト（

（1
（

地
方
に
一
座
の
高
山
が
あ
り
、
毎
年
夥お

び
た
だし

い
巡
礼
が
、
と
り
わ
け
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト

か
ら
訪
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
は
か
つ
て
山
上
に
一
宇
の
礼
拝
堂
を
建
立
し
た
が
、
建
築
の
途
中
、
見
知
ら
ぬ
男
が
し
げ
し
げ
と

や
っ
て
来
て
、
壁
工
と
大
工
ら
に
、
一
体
何
が
で
き
る
の
か
、
と
訊た

ず

ね
た
も
の
。
─
─
そ
こ
で
職
人
た
ち
は
「
納
屋
で
さ
あ
ね
」
と
答

え
た
。
男
は
そ
の
つ
ど
こ
う
聞
か
さ
れ
て
は
帰
っ
て
行
っ
た
が
、
と
う
と
う
う
っ
か
り
納
屋
な
る
も
の
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
て
し

ま
っ
た
。
─
─
す
る
と
な
ん
と
内
部
に
は
祭
壇
が
設し

つ
ら

え
ら
れ
て
い
て
、
祭
壇
上
に
は
キ
リ
ス
ト
磔た

く
け
い刑

像
が
懸
か
り
、
納
屋
な
ん
ぞ
で
は

な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
扉
が
ば
た
あ
ん
と
閉
ま
り
、
男
は
外
へ
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ぎ
ゃ
あ
っ
、
男
は
大

恐
慌
。
い
や
も
う
、
こ
や
つ
自
身
が
悪
魔
で
な
か
っ
た
ら
、
て
っ
き
り
悪
魔
に
な
っ
ち
ま
っ
た
〔
＝
気
が
触
れ
ち
ま
っ
た
〕
と
こ
ろ
。

僅
か
な
隙
間
が
あ
っ
た
破は

ふ風
に
死
に
物
狂
い
で
ば
り
ば
り
穴
を
開
け
、
屋
根
の
上
へ
と
遮し

ゃ

に

む

に

二
無
二
脱
出
し
た
。
こ
の
穴
だ
が
、
そ
の
後

ど
う
や
っ
て
も
塞ふ

さ

ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
逃
げ
た
悪
魔
は
そ
れ
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
山ベ

ル
ク

の
胎
内
に
潜
り
込
み
、
こ
こ
に
も
穴
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を
残
し
た
。
こ
の
穴
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
洞ロ

ッ
ホ窟

と
い
う
名
で
あ
る
。
時
折
こ
の
洞
窟
か
ら
煙
霧
が
立
ち
昇
る
そ
う
な
。
こ
れ
な
ん
か

つ
て
悪
魔
が
流
し
た
冷
や
汗
の
名な

ご
り残

だ
と
か
。

ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
麓
に
あ
る
町
ゲ
ル
ン
ロ
ー
デ（

（1
（

の
傍
に
も
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
山ベ

ル
ク

な
る
山
が
あ
る
。
頂
き
に
は
園あ

ず
ま
や亭

が
あ
り
、
か
の

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁
や（

（2
（

ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
絶
景
を
楽
し
め
る
。

と
こ
ろ
で
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
近
く
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
フ
ェ
ン
山

ベ
ル
ク

山
上
に
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
聖
者
が
建
立
し
た
礼
拝
堂
は
聖

ザ
ン
ク
トゲ

ヒ
ュ
ル

フ
ェ
ン
と
称
し
、
こ
れ
に
因ち

な

ん
で
山
も
ヒ
ュ
ル
フ
ェ
ン
山ベ

ル
ク

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
救

ザ
ン
ク
ト
・
ゲ
ヒ
ュ
ル
フ
ェ
ン

難
聖
女
礼
拝
堂
を
聖

ザ
ン
ク
トキ

ュ
ン
メ
ル
ニ
ス
と

い
う
者
も
少
な
く
な
い
。
苦

ザ
ン
ク
ト
・
キ
ュ
ン
メ
ル
ニ
ス

難
聖
女
は
そ
の
昔
素
晴
ら
し
く
美
し
い
王
女
だ
っ
た
が
、
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
を
創
立
し

た
女
性
と
同
じ
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
二
）
の
で
、
主し

ゅ

な
る
神
に
男
の
よ
う
な
髭ひ

げ

を
生
や
し
て
も
ら
い
、
譬た

と

え
よ
う

も
な
い
美
貌
を
台
無
し
に
し
た
。
ド
イ
ツ
諸
邦
に
は
こ
う
し
た
ヒ
ュ
ル
フ
ェ
ン
＝
キ
ュ
ン
メ
ル
ニ
ス
礼
拝
堂
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
近
郊
に
あ
る
そ
の
内
の
一
つ
で
彫
像
に
関
す
る
特
別
な
伝
説
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
詳
し
く
述
べ
よ
う

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
二
）。

四
四
八
　
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
レ
フ
フ
ル
ト

ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
の
向
こ
う
に
位
す
る
ト
レ
フ
フ
ル
ト（

（2
（

近
郊
、
ヴ
ェ
ラ
川
左
岸
に
巨
大
な
山
が
聳そ

び

え
立
ち
、
ヴ
ェ
ラ
河
谷
へ
と
険
し

く
な
だ
れ
込
ん
で
い
る
の
が
遠
く
か
ら
も
見
え
る
。
そ
の
名
は
ヘ
ラ
ー
巖

シ
ュ
タ
イ
ン、

ま
た
ノ
ル
マ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ンと

も
い
う
。
昔
ト
レ
フ
フ
ル
ト
に
ヘ

ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ト
レ
フ
フ
ル
ト
な
る
敬け

い
け
ん虔

な
騎
士
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
ま
こ
と
に
よ
く
で
き
た
御
仁
だ
っ
た
が
、
た
っ
た
一

つ
欠
点
─
─
こ
れ
を
し
も
欠
点
と
申
す
な
ら
だ
が
─
─
が
あ
っ
た
。
女
色
を
愛め

で
る
こ
と
に
関
し
て
は
極
め
て
融ゆ

う
ず
う
む
げ

通
無
碍
、
ご
婦
人
方
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が
、
だ
ら
し
の
な
い
悪
い
ひ
と
、
と
仰
せ
に
な
る
度
合
い
が
い
と
も
甚
だ
し
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
彼
は
神
に
感
謝
し
た
。
さ

て
こ
の
雄
雄
し
き
騎
士
は
、
お
よ
そ
情
事
の
火
種
が
転
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ら
い
つ
ど
こ
へ
で
も
、
聖
処
女
マ
リ
ア
の
祈き

と
う禱

を
唱
え

て
─
─
な
に
し
ろ
マ
リ
ア
様
は
ト
レ
フ
フ
ル
ト
騎
士
ヘ
ル
マ
ン
が
崇
め
尊
ぶ
唯
一
の
処
女
だ
っ
た
の
で
ね
─
─
馬
を
走
ら
せ
る
に
吝や

ぶ
さ

か

で
な
か
っ
た
し
、
ま
た
事
実
随
分
と
出
掛
け
た
も
の
。
あ
る
晩
騎
士
は
騎
馬
で
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク（

（2
（

辺
り
か
な
に
か
、
ま
、
い
ず
れ
に
せ

よ
気
立
て
の
好
い
麗
人
が
い
る
場
所
に
赴
い
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
御
仁
、
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー（

（2
（

よ
ろ
し
く
近
場
の
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
山ベ

ル
ク

を
ご

訪
問
あ
そ
ば
し
た
〔
＝
色
事
を
愉た

の

し
ん
だ
〕
ば
か
り
で
は
な
く
、
酒バ

ッ
コ
ス神

山ベ
ル
クに

も
立
ち
寄
っ
た
〔
＝
飲
酒
に
も
耽ふ

け

っ
た
〕
の
で
、
馬
上
で

こ
っ
く
り
こ
っ
く
り
。
た
め
に
馬
は
ゼ
ル
マ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
を
過
ぎ
る
と
左
手
の
脇
道
に
逸
れ
て
し
ま
っ
た
。
左
側
と
か
左
翼
な
ん
て

の
は
な
ん
で
も
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、
お
蔭か

げ

で
由
由
し
い
事
態
と
あ
い
な
っ
た
。
馬
は
河
谷
に
入
っ
て
ご
く
近
く
の
ト
レ
フ
フ
ル
ト
を
目

指
す
代
わ
り
に
、
巨
大
な
ヘ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
に
登
る
か
な
り
の
迂
回
路
沿
い
に
ご
主
人
を
乗
せ
て
進
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ず
ん

ず
ん
行
く
内
に
遂
に
例
の
断
崖
の
縁
に
出
た
。
そ
こ
で
も
ち
ろ
ん
馬
は
び
っ
く
り
し
て
立
ち
止
ま
り
、
跳
び
す
さ
っ
た
。
こ
の
衝
撃
で

艶
夢
か
ら
は
っ
と
目
覚
め
た
騎
士
は
、
こ
の
莫ば

か迦
馬
、
な
ん
だ
っ
て
わ
し
を
起
こ
し
お
る
の
だ
、
と
考
え
、
罰
と
し
て
馬
に
し
た
た
か

に
拍
車
を
掛
け
た
。
そ
の
結
果
馬
は
、
ザ
ー
レ
河
谷
に
屹き

つ
り
つ立

す
る
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城（

（2
（

の
高
さ
の
お
よ
そ
三
倍
は
あ
ろ
う
恐

ろ
し
い
断
崖
の
底
へ
躍
り
込
ん
だ
。
敬
虔
な
ヘ
ル
マ
ン
は
突
然
自
分
が
も
う
騎
行
で
は
な
く
飛
行
し
て
い
る
の
に
気
付
き
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
と（

（2
（

同
様
「
助
け
て
、
聖
な
る
マ
リ
ア
様
、
そ
な
た
の
僕し

も
べ

を
お
救
い
あ
れ
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
温
か
く
柔
ら
か
い
女

性
の
腕
に
抱
か
れ
、
受
け
止
め
ら
れ
、
鞍
か
ら
そ
っ
と
持
ち
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
か
く
し
て
彼
は
細
い
血
管
一
本
、
小
骨

一
本
損
な
う
こ
と
な
く
助
か
っ
た
。
馬
は
と
い
え
ば
顚て

ん
ら
く落

死し

し
、
騎
士
の
剣
は
落
下
の
た
め
鞘さ

や

の
中
で
硝ガ

ラ
ス子

の
よ
う
に
粉
粉
に
砕
け

た
。
こ
う
し
て
罪
に
ま
み
れ
て
の
急
逝
を
奇き

せ
き蹟

的
に
免
れ
た
騎
士
は
、
そ
の
後
世
俗
と
肉
欲
の
快け

ら
く楽

か
ら
す
っ
か
り
縁
を
切
り
、
従
前

に
も
増
し
て
信
心
深
く
な
り
、
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
と
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
ク
の
間
に
あ
る
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
行
っ
て
修
道
士
と
な
り
、
そ
の
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腕
で
抱
き
留
め
、
持
ち
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
聖
処
女
に
ひ
た
す
ら
ま
め
や
か
に
祈
り
、
か
し
ず
い
た
。
か
く
し
て
、
福
音
書
に
あ
る
あ

の
美
し
い
罪
の
女（

（2
（

の
ご
と
く
、
大
い
に
愛
を
捧
げ
た
の
で
、
大
い
に
許
さ
れ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

四
四
九
　
乙
女
の
帯

蒼
古
た
る
ハ
ル
シ
ュ
タ
ル（

（2
（

一
族
の
殿
た
ち
が
今
な
お
栄
え
て
い
る
ミ
ー
ラ（

（2
（

対
岸
、
ヴ
ェ
ラ
河
谷
の
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
位

置
に
そ
の
昔
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
キ
ル
ヒ
ェ
ン
と
い
う
壮
麗
な
修
道
院
が
あ
っ
た
。
豊
か
な
資
産
と
装
飾
に
恵
ま
れ
た
こ
の
修
道
院
に
は
幾

つ
も
の
高
い
丸
屋
根
と
塔
が
聳そ

び

え
、
素
晴
ら
し
い
鐘
が
あ
り
、
そ
の
響
き
は
広
く
谷
の
そ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
た
。
さ
り
な
が
ら
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

を
荒
廃
さ
せ
た
数
数
の
戦
争
の
た
め
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
キ
ル
ヒ
ェ
ン
修
道
院
は
廃
墟
と
化
し
、
ミ
ー
ラ
の
建
物
は
ほ
ぼ
修

道
院
の
石
材
で
作
ら
れ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
緑
な
す
低
い
丘
陵
が
後
に
残
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
ヴ
ェ
ラ
の
流
れ
が
大

き
な
弧
を
描
い
て
囲
い
込
み
、
し
ば
し
ば
氾は

ん
ら
ん濫

し
て
水
没
さ
せ
る
そ
の
場
所
は
「
砂ザ

ン
ト地

」
と
呼
ば
れ
る
の
み
。
け
れ
ど
も
教
会
の
大
祝

日
の
折
、
信
心
深
い
巡
礼
た
ち
が
河
谷
を
ゲ
ヒ
ュ
ル
フ
ェ
ン
山ベ

ル
ク

へ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
や
っ
て
来
る
と
、
地
中
深
く
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
キ
ル
ヒ
ェ
ン

の
巨
鐘
が
鳴
り
渡
る
の
を
耳
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鐘
は
エ
ア
フ
ル
ト
の
名
高
い
最
大
の
鐘
と
同
じ
く
、
栄マ

リ
ア
・
グ
ロ
リ
オ
ー
サ

光
ノ
ま
り
あ
な
る
名

だ
っ
た
。
さ
て
、
砂ザ

ン
ト地

の
縁
に
あ
る
共
有
牧
草
地
で
貧
し
い
若
い
娘
が
羊
の
番
を
し
な
が
ら
、
ヴ
ェ
ラ
河
畔
の
榛は

ん

の
木
林
で
寝
入
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
獰ど

う
も
う猛

な
様
子
の
二
人
の
男
が
例
の
近
く
の
丘
の
上
で
闘
い
合
う
の
を
見
、
加
え
て
あ
の
地
中
に
沈

ん
だ
鐘
が
鳴
り
響
く
の
が
聞
こ
え
た
、
と
い
う
夢
を
見
た
。
目
を
覚
ま
す
と
、
二
頭
の
若
い
牡お

う
し牛

が
激
し
く
争
い
合
い
、
地
面
を
蹄ひ

づ
め

で

踏
み
鳴
ら
し
、
土つ

ち
く
れ塊

が
周
囲
に
飛
び
散
る
ほ
ど
穿ほ

じ
く

り
返
し
て
い
た
。
そ
こ
で
娘
は
そ
こ
へ
急
ぎ
、
格
闘
し
て
い
る
獣
た
ち
を
追
っ
払
っ

て
喧け

ん
か嘩

を
止
め
さ
せ
た
が
、
な
ん
と
ま
あ
、
牛
ど
も
が
掘
り
返
し
た
場
所
の
土
か
ら
鐘
の
耳
が
突
き
出
し
て
い
る
の
だ
。
乙
女
は
驚
喜
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し
て
帯
を
解
き
、
一
方
の
端
を
鐘
に
、
も
う
一
方
を
近
く
の
灌か

ん
ぼ
く木

に
結
び
付
け
、
牡
牛
ど
も
を
丘
か
ら
追
い
払
い
、
川
向
こ
う
の
ミ
ー

ラ
へ
走
っ
て
、
何
を
見
つ
け
た
か
知
ら
せ
た
。
そ
こ
で
町
中
が
挙こ

ぞ

っ
て
や
っ
て
来
て
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
キ
ル
ヒ
ェ
ン
の
美
し
い
巨
鐘
を

厳
か
に
掘
り
出
し
、
町
へ
と
運
ん
だ
。
こ
れ
が
現
在
ミ
ー
ラ
最
大
の
鐘
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
乙
女
の
帯
は
魔
力
を
行
使
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
も
な
け
れ
ば
鐘
は
再
び
大
地
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
中
程
に
あ
る
ベ
ル
カ（

（2
（

で

も
教
会
の
鐘
楼
に
立
派
で
大
き
な
鐘
が
吊
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
町
を
見
下
ろ
す
山
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
ら
が
見
つ
け
た
も
の
で
、

今
な
お
、
こ
こ
が
そ
の
場
所
、
と
示
さ
れ
る
。
土
地
の
者
は
だ
れ
も
こ
の
言
い
伝
え
が
本
当
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
こ
こ
の
牧
師

さ
ん
い
わ
く
「
こ
の
鐘
に
も
銘
文
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
随
分
学
者
先
生
が
来
た
の
に
、
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
つ
ま
り
で
す
な
、
訳
の
分
か
ら
ぬ
文
を
読
み
解
く
の
に
長た

け
た
学
者
は
多
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
語
は
不
得
手
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
。
と
申
す
の
は
、
こ
の
銘
文
、
ち
ゃ
ん
と
ド
イ
ツ
語
で
鐘
に
鋳
込
ま
れ
て
い
て
、
易や

す
や
す易

と
読
め
る
の
で
す
か
ら
」。

四
五
〇
　
エ
ル
ベ
ル

ミ
ー
ラ
周
辺
お
よ
び
ミ
ー
ラ
自
体
で
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
は
エ
ル
ベ
ル（

（3
（

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
こ
と
、
ド
イ
ツ
神
話
に
と
っ
て
大
い
に
意
味

深
長
で
あ
る
。
エ
ル
ベ
ル
は
廃
村
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
─
─
こ
こ
は
か
つ
て
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
一
族
の
居
城
で
あ

り
、
彼
ら
は
今
日
に
至
る
ま
で
練
達
の
猟
人
で
あ
る
─
─
の
背
後
に
聳そ

び

え
る
巖い

わ

の
裂
け
目
に
棲す

ん
で
い
る
。
更
に
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト

河
谷
と
ヴ
ェ
ラ
河
谷
お
よ
び
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
河
谷
の
間
に
長
く
伸
び
て
い
る
山
地
ハ
イ
ニ
ヒ
へ
と
登
っ
て
行
く
と
、
エ
ル
ベ
ル
巖

シ
ュ
タ
イ
ンと

エ

ル
ベ
ル
の
説カ

ン
ツ
ェ
ル

教
壇
が
あ
る
。
エ
ル
ベ
ル
と
そ
の
狩
猟
隊
は
ハ
イ
ニ
ヒ
山
地
と
そ
の
周
囲
を
轟ご

う
ご
う轟

び
ゅ
う
び
ゅ
う
と
荒
れ
回
る
。
こ
こ
が

縄
張
り
の
猟
区
な
の
で
あ
る
。
三
十
年
戦
争
当
時
ミ
ー
ラ
に
居
を
構
え
て
い
た
ハ
ル
シ
ュ
タ
ル
の
殿
お
抱
え
の
猟
師
で
ひ
ど
い
荒
く
れ
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者
が
い
た
。
た
だ
し
そ
の
名
は
マ
ッ
ク
ス
で
も
カ
ス
パ
ー
ル
で
も
な
く（

（3
（

、
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
と
い
っ
た
。
こ
の
男
が
あ
る
時
犬
を
連

れ
て
狩
り
を
し
て
い
る
と
エ
ル
ベ
ル
と
そ
の
狩
猟
隊
に
出
く
わ
し
た
。
追
わ
れ
て
い
る
の
は
髪
を
靡な

び

か
せ
た
美
し
い
乙
女
で
、
全
速
力

で
飛
ぶ
よ
う
に
逃
げ
て
い
た
。
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
は
こ
の
乙
女
が
大
い
に
気
に
入
っ
て
自
分
も
す
ぐ
さ
ま
エ
ル
ベ
ル
の
仲
間
に
加
わ

り
た
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
獲
物
は
殺
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
は
荒デ

ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヤ
ー
ク
ト

れ
狂
う
狩
猟
隊
が
轟
轟
と
傍
を
通
り
過
ぎ
る
時
、
め
く
ら

め
っ
ぽ
う
に
銃
を
発
射
し
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
こ
の
射
撃
が
大
成
功
、
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
お
目
に
懸
か
っ
た
こ
と
も
な
い
見

事
な
牡お

す

の
の
ろ
鹿
が
弾
丸
に
中あ

た

っ
て
繁し

げ

み
を
押
し
分
け
、
彼
の
足あ

し
も
と許

に
く
ず
お
れ
て
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
。
以
来
、
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ

プ
フ
は
撃
て
ば
必
ず
大
物
を
仕
留
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
エ
ル
ベ
ル
が
仲
間
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
を
叶
え
て
く
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
あ
る
日
、
主
人
と
と
も
に
狩
り
に
出
掛
け
た
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
は
坐す

わ

り
込
ん
で
、
朝
飯
に
取
り
掛
か
っ
た
。
ハ

ル
シ
ュ
タ
ル
の
殿
は
も
っ
と
先
へ
進
み
た
か
っ
た
の
で
、
機
嫌
を
損
じ
、
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
、
と
詰な

じ

っ
た
。「
の
ん
び
り
な
さ
い
ま

し
よ
、
ご
主
人
様
」
と
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
。「
犬
ど
も
を
放
し
ま
し
ょ
う
や
。
で
も
あ
た
し
ら
が
く
た
び
れ
る
こ
た
あ
あ
り
ま
せ
ん

て
」。
─
─
こ
う
言
う
な
り
、
猟
犬
た
ち
を
放
し
、
ぐ
い
と
一
飲
み
す
る
と
、
銃
の
擊
鉄
を
起
こ
し
、
空
中
へ
発
射
し
た
。
す
る
と
な

ん
と
も
素
晴
ら
し
い
殿エ

ー
デ
ル
ヒ
ル
シ
ュ

様
牡
角
鹿
が（

（3
（

ほ
ぼ
肩け

ん
こ
う
こ
つ

胛
骨
の
間
を
射
た
れ
て
跳
び
は
ね
て
来
た
。
す
る
と
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
は
ハ
ル
シ
ュ
タ

ル
の
殿
に
猟
刀
を
差
し
出
し
て
「
ご
主
人
様
、
こ
の
十ゼ

ヒ
ツ
ェ
ー
ン
エ
ン
ダ
ー

六
叉
角
鹿
に
止と

ど

め
を
お
刺
し
に
な
っ
た
ら
い
か
が
で
」
と
言
っ
た
。
─
─
「
い

や
、
き
さ
ま
は
妖
術
使
い
、
魔
弾
の
射
手（

（3
（

に
な
り
お
っ
た
な
」
と
ハ
ル
シ
ュ
タ
ル
の
殿
は
叫
び
、
渡
さ
れ
た
鹿ヒ

ル
シ
ュ
フ
ェ
ン
ガ
ー

猟
用
猟
刀
を
投
げ
捨

て
た
。
な
に
し
ろ
信
心
深
い
お
人
だ
っ
た
の
で
。「
き
さ
ま
に
は
暇い

と
ま

を
遣
わ
す
。
今
後
は
エ
ル
ベ
ル
に
仕
え
る
が
よ
か
ろ
う
。
こ
の
わ

し
で
は
な
く
な
」。
─
─
「
お
許
し
忝

か
た
じ
けな

く
頂ち

ょ
う
だ
い戴

つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
。
あ
た
し
も
そ
れ
が
望
み
で
さ
あ
ね
」。
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
は

傲ご
う
ぜ
ん然

と
言
い
放
ち
、
帽
子
を
被
り
、
銃
を
主
人
に
ぽ
ん
と
抛ほ

う

り
、
も
う
一
度
飲
ん
で
か
ら
、
持
っ
た
酒
杯
を
投
げ
て
壊
し
、
別
れ
の
挨

拶
も
世
話
に
な
っ
た
礼
も
抜
き
に
し
て
歩
み
去
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
猟
師
は
ま
さ
に
エ
ル
ベ
ル
の
眷け

ん
ぞ
く属

と
な
り
、
エ
ル
ベ
ル
巖

シ
ュ
タ
イ
ン
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上
の
待
ち
伏
せ
場
で
エ
ル
ベ
ル
の
傍
ら
に
立
っ
て
い
る
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
ミ
ー
ラ
か

ら
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
へ
通
じ
る
新
道
が
中
央
を
貫
通
し
て
い
る
ハ
イ
ニ
ヒ
山
地
で
も
さ
し
て
狩
り
は
行
わ
れ
な
い
し
、
魔
弾
の
射
手

た
ち
も
滅
多
に
い
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
コ
プ
フ
の
類た

ぐ
い

は
い
ま
だ
に
夥

お
び
た
だし

い
。
い
や
全
く
の
話
が
。
も
っ
と
も
あ
り
が
た

い
こ
と
に
連
中
は
妖
術
使
い
で
は
な
い
。

四
五
一
　
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
築
城
の
し
だ
い

古
伝
承
に
よ
れ
ば
、
悠
久
の
昔
ア
イ
ゼ
ナ
ハ（

（3
（

を
ギ
ュ
ン
タ
ー
な
る
王
が
治
め
て
お
り
、
そ
の
息
女
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
デ
に
フ
ン
族
の
王

エ
ッ
ツ
ェ
ル（

（3
（

が
求
婚
、
こ
の
地
で
盛
大
な
華か

し
ょ
く燭

の
典
を
挙
げ
た
そ
う
だ
が
、
近
隣
の
山
山
全
て
を
凌
ぐ
巖い

わ

だ
ら
け
の
峰
が
町
の
背
後
に

突と
つ
こ
つ兀

と
し
て
聳そ

び

え
立
ち
、
そ
の
頂
き
に
は
め
っ
た
に
人
が
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
既
に
一
連
の
城
郭
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

の
邦く

に

を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
て
い
た
。
な
に
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ク
族
諸
王
の
古
い
デ
ィ
ス
パ
ル
グ
ム
の
数
数（

（3
（

が
異
教
の
神
神
の
聖
所
が

あ
っ
た
高
み
─
─
キ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
、
デ
ィ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
メ
ル
ヴ
ィ
ス
ブ
ル
ク
、
シ
ャ
イ
ド
ゥ
ン
ゲ
ン
等
等
に
あ
っ
た
し
、
ヘ
ル
ト
ブ

ル
ク
、
コ
ー
ブ
ル
ク
、
ゾ
ル
ベ
ン
ブ
ル
ク
、
ル
ー
ド
ル
フ
ス
ブ
ル
ク
、
エ
ッ
カ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
っ
た
砦と

り
で

が
、
貴
族
一
門
の
揺よ

う
ら
ん籃

の
地
グ
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
）、
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
、
ア
ン
ハ
ル
ト
、
マ
ン

ス
フ
ェ
ル
ト
、
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
等
等
と
同
様
、
少
な
か
ら

ぬ
王
家
君
侯
の
居
城
と
並
ん
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

し
て
い
た
の
で
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を
見
下
ろ
す
山
地
の
向
こ
う
側
に
フ
ラ
ン

ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿
た
ち
が
こ
う
し
た
城
塞
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
名
は
ミ
ッ
テ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
。
も
っ
と
も
一
族
発
祥
の
城
は
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ヴ
ェ
ラ
河
谷
の
上
流
山
地
に
聳
え
て
い
た
の
だ
が
。
さ
て
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
髭デ

ア
・
ベ
ル
テ
ィ
ゲ

も
じ
ゃ
伯
の
子
息
で
後
に
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
と
添
え
名
さ
れ
た

か
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
が
居
城
の
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
ヴ
ェ
ラ
河
谷
─
─
こ
こ
に
彼
は
や
が
て
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
泉

ブ
ル
ン

修
道
院
を
建
立

す
る（

（3
（

（
そ
の
場
所
に
不
思
議
な
小
さ
な
焰ほ

の
お

を
見
た
陶
工
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
因ち

な

ん
で
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
）
─
─
へ
騎
馬
で
や
っ
て
来

た
。
猟
獣
の
跡
を
跟つ

け
な
が
ら
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
河
谷
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る
と
、
不
意
に
円
錐
状
の
巖
山
が
見
え
た
。
巖
山
は
陽
光
を
浴

び
て
、
谷
谷
に
垂
れ
籠
め
て
い
た
霧
か
ら
高
く
突
き
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
若
き
伯
爵
は
駒
を
止
め
、
し
ば
し
黙
想
し
、
高
ら
か
に
こ

う
叫
ん
だ
。「
山ヴ

ァ

ル

ト

・

ベ

ル

ク

よ
、
待
っ
て
お
れ
、
お
ぬ
し
を
わ
し
の
城
に
い
た
そ
う
ぞ
」。
そ
し
て
扈こ

じ
ゅ
う従

の
者
た
ち
が
追
い
つ
く
の
を
待
っ
た
。
と

こ
ろ
が
狩
り
の
一
行
に
い
た
年
輩
の
だ
れ
か
れ
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
山
の
持
ち
主
は
彼
で
も
彼
の
父
親
で
も
な
く
、
所
領
を

接
す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
だ
、
と
い
う
こ
と
。
け
れ
ど
も
伯
爵
は
怯お

め
ず
臆
さ
ず
妙
計
を
案
出
。
ま
ず
近
く
に
あ
る
父
親

の
領
地
か
ら
夜
陰
に
乗
じ
て
こ
っ
そ
り
土
を
幾い

く
か
ご籠

も
幾
籠
も
か
の
山
上
に
運
び
、
そ
こ
の
地
表
へ
一
手ハ

ン
ト幅

の
高
さ
に
拡
げ
さ
せ
終
わ

る
と
、
次
い
で
塁
壁
の
築
工
と
地
所
の
掘
り
返
し
を
開
始
し
た
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿
た
ち
は
、
も
う
手
遅
れ
と
な
っ
て
か

ら
、
ミ
ッ
テ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
城
を
見
下
ろ
す
位
置
に
だ
れ
か
が
断
り
も
な
く
築
城
を
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
殿
た
ち
は
堪
え
忍
び

た
く
は
な
か
っ
た
。
な
か
っ
た
が
、
可
憐
な
薔ば

ら薇
を
手
折
っ
た
唄
の
あ
の
少
年
と
同
様（

（3
（

、
堪
え
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
に

せ
、
彼
ら
が
伯
爵
を
攻
撃
し
よ
う
も
の
な
ら
、
伯
爵
の
方
は
高
み
か
ら
真ミ

ッ
テ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

ん
中
石
城
の
真
ん
中
に
荷
車
一
台
分
も
の
石

シ
ュ
タ
イ
ンを

投と
う
て
き擲

す
る

こ
と
だ
っ
て
で
き
た
の
だ
か
ら
。
さ
て
、
こ
う
し
た
築
城
が
行
わ
れ
た
一
〇
六
七
年
は
折
し
も
惨さ

ん
た
ん憺

た
る
飢
渇
に
見
舞
わ
れ
た
歳
だ
っ

た
。
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
ろ
く
す
っ
ぽ
で
き
な
い
の
で
、
聖せ

い
さ
ん
し
き

餐
式
に
も
事
欠
く
町
村
が
少
な
く
な
い
と
い
う
有
様
。
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
い
こ
と

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
が
城
塞
を
築
い
て
い
る
、
と
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
在
在
所
所
の
貧
民
た
ち
は
大
挙

し
て
押
し
寄
せ
、
切
石
を
曳ひ

く
や
ら
な
に
や
ら
工
事
の
手
伝
い
を
し
た
。
そ
れ
も
た
だ
日
日
の
糧か

て

を
得
て
餓
死
せ
ず
に
済
め
ば
よ
い
と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
。
な
に
し
ろ
こ
の
時
代
に
は
こ
ん
な
話
も
あ
っ
た
の
だ
。
グ
ラ
ー
プ
フ
ェ
ル
ト（

（3
（

か
ら
妻
と
い
と
け
な
い
子
ど
も
を
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連
れ
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
築
城
現
場
へ
と
志
し
た
男
が
、
途
中
で
子
ど
も
を
殺
し
、
そ
の
肉
を
喰く

お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
神

が
、
丁
度
牝め

じ
か鹿

を
引
き
裂
い
て
い
る
二
頭
の
狼
を
男
に
お
見
せ
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
兇
行
に
及
ん
で
い
た
と
こ
ろ
。
男
は
狼
ど
も
を

そ
の
獲
物
か
ら
追
い
払
い
、
牝
鹿
を
取
り
上
げ
て
餓
え
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
に
も
か
く
に
も
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿
た
ち
は
、
伯
爵
が
我
ら
の
所
領
に
築
城
し
て
お
り
ま
す
、
と
皇
帝
な
ら
び
に
帝
国

に
訴
え
出
た
─
─
当
時
に
あ
っ
て
も
も
う
裁
判
沙
汰
は
延
延
と
時
間
の
掛
か
る
も
の
と
決
ま
っ
て
い
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
こ
う
し
た

傾
向
は
司
法
官
お
よ
び
弁
護
士
た
ち
が
大お

お
も
う儲

け
す
る
よ
う
に
極
め
て
賢
明
に
維
持
さ
れ
続
け
て
い
る
─
─
が
、
そ
う
こ
う
す
る
内
築
工

は
ほ
ぼ
完
成
、
伯
爵
は
、
城
山
を
初
め
て
遠
望
し
た
時
に
叫
ん
だ
自
分
の
言
葉
に
因ち

な

み
、
新
城
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク（

（4
（

と
命
名
し
た
。
そ

し
て
誓
言
が
成
就
す
る
よ
う
に
、
伯
爵
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
に
対
し
、
築
城
し
た
土
地
は
彼
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
と
申
し
出
、
当
時
の
習
俗
に
倣
い
、
地
所
に
関
し
誓
い
を
立
て
て
こ
れ
を
確
証
す
る
十
二
人
の
宣

誓
補
助
人（

（4
（

を
選
び
、
こ
れ
ら
れ
っ
き
と
し
た
人
士
と
と
も
に
築
城
現
場
に
赴
い
た
。
宣
誓
補
助
人
た
ち
は
剣
を
抜
い
て
土
が
撒ま

き
散
ら

さ
れ
た
地
面
に
突
き
刺
し
、
伯
爵
と
一
緒
に
、
自
分
た
ち
が
伯
爵
所
有
の
土
の
上
、
す
な
わ
ち
彼
自
身
の
土
地
の
上
に
立
っ
て
い
る
、

と
声
を
揃そ

ろ

え
て
誓
っ
た
。
こ
う
し
た
宣
誓
補
助
人
の
宣
誓
に
は
い
か
な
る
異
議
申
し
立
て
も
甲
斐
無
く
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

殿
た
ち
は
正
義
を
明
ら
か
に
す
る
は
ず
の
裁
判
の
こ
の
上
な
い
不
正
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
は
こ
う
し

て
築
か
れ
、
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
代
に
な
っ
て
城
の
瓦が

れ
き礫

の
下
深
く
に
ひ
ど
く
錆
び
た
十
二
本
の
大
き
な
鉄
剣
が
ぶ
っ
ち
が
い

に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
の
宣
誓
補
助
人
の
帯
剣
で
、
土
地
を
よ
り
堅
固
に
す
る
た
め
埋
め

込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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四
五
二
　
ル
ー
ラ
の
鍛か

じ

や

冶
屋

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
を
築
き
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
を
市
壁
で
囲
み
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
を
建
立
、
同
修
道
院
で
修
道
士
と

な
っ
て
贖し

ょ
く
ざ
い罪

を
行
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
伯
は
、
や
は
り
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
い
う
子
息
を
残
し
た
。
皇
帝
は
こ
の
人
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

方ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
に
任
命
し
た（

（4
（

。
彼
は
若
年
の
上
、
温
良
な
性
格（

（4
（

で
、
貴
賤
の
別
な
く
臣
下
に
対
し
ご
く
寛
大
か
つ
謙
虚
に
ふ
る
ま
っ
た
。
こ
う

し
た
為ひ

と
と
な
り人

は
配
下
の
封
臣
た
ち
に
弱
さ
、
愚
か
し
さ
と
受
け
取
ら
れ
た
。
彼
は
処
罰
を
嫌
い
、
訴
訟
沙
汰
を
耳
に
す
る
の
も
好
ま
ず
、

万
人
に
心
か
ら
の
信
頼
を
寄
せ
、
貴
族
た
ち
が
民
草
を
手
ひ
ど
く
圧
制
し
、
都
市
の
市
民
も
田
舎
の
農
民
も
夥

お
び
た
だし

い
暴
力
沙ざ

た汰
を
忍
ば

ざ
る
を
得
な
い
で
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
数
数
の
哀
訴
嘆
願
が
主
君
に
伝
わ
る
の
を
側
近
の
者
た
ち
が
妨
げ
た
の
で
な
お
さ
ら
で

あ
る
。

あ
る
日
の
夕
べ
、
馬
で
狩
り
に
出
た
若
き
方
伯
は
森
で
踏
み
迷
い
、
や
っ
と
ル
ー
ル
村（

（4
（

の
近
く
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
そ
こ
で
野の

か

じ

鍛
冶
の

明
る
い
炉
の
火
の
輝
き
を
夜
の
闇
の
彼
方
に
見
つ
け
、
そ
ち
ら
を
目
指
し
、
鍛
冶
屋
に
一
夜
の
宿
り
を
求
め
た
。
鍛
冶
屋
は
こ
の
青
年

が
だ
れ
だ
か
分
か
ら
ず
、
素
性
を
訊き

い
た
。
─
─
「
わ
た
し
は
そ
な
た
の
主
君
、
方
伯
の
狩
人
の
一
人
な
の
だ
」。
─
─
「
え
え
糞く

そ

、

方
伯
の
、
だ
と
な
」
と
鍛
冶
屋
は
叫
ん
で
ぺ
っ
と
唾つ

ば

を
吐
き
、
口
を
拭ぬ

ぐ

っ
た
。「
あ
れ
の
名
を
言
え
ば
口
を
拭ふ

か
に
ゃ
な
ら
ん
。
そ
の

名
で
汚
れ
ん
よ
う
に
。
悪わ

る

お
情
け
深
い
莫ば

か迦
殿
様
め
が
。
ま
っ
こ
と
わ
し
が
あ
ん
た
を
泊
め
る
の
は
あ
ん
た
の
主
人
の
た
め
で
は
な
い

ぞ
。
さ
さ
、
あ
ん
た
の
馬
を
納
屋
へ
牽ひ

い
て
行
き
な
さ
れ
。
そ
れ
か
ら
こ
っ
ち
へ
来
て
坐す

わ

る
が
え
え
。
有
り
合
わ
せ
を
飲
み
食
い
し
て

藁わ
ら

の
上
で
休
む
だ
な
。
な
に
せ
こ
こ
に
ゃ
あ
寝
道
具
な
ど
あ
り
ゃ
せ
ん
で
」。
方
伯
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
荒
っ
ぽ
い
文
句
が
な

ん
と
も
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
が
、
黙
っ
た
ま
ま
乗
馬
を
屋
根
の
下
に
入
れ
て
や
り
、
そ
れ
か
ら
鍛
冶
場
に
戻
っ
た
。
鍛
冶
屋
は
も
う
ろ
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く
す
っ
ぽ
彼
に
構
わ
ず
、
鞴ふ

い
ご

を
動
か
し
て
火
を
煽あ

お

り
、
か
っ
か
と
燃
え
立
た
せ
て
鉄
を
灼
熱
さ
せ
、
じ
ゅ
っ
と
水
に
漬
け
る
と
、
再
び

灼
熱
さ
せ
、
鎚つ

ち

で
打
ち
始
め
た
。
そ
し
て
打
つ
た
び
に
絶
え
ず
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
方
伯
、
堅
く
〔
＝
厳
し
く
〕
な
れ
、
堅
く
な
れ
」
と

叫
び
、
火
花
が
飛
び
散
る
ほ
ど
に
重
い
鎚
で
打
つ
に
つ
れ
、
臣
民
の
悲
嘆
困
苦
の
あ
り
っ
た
け
を
ず
ら
ず
ら
物
語
り
、
こ
の
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
の
邦く

に

で
起
こ
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
罪
過
、
あ
ら
ゆ
る
非
道
は
方
伯
の
せ
い
だ
、
と
決
め
つ
け
、
方
伯
が
地
獄
の
奈
落
へ
落
ち
る

よ
う
に
、
と
呪
い
罵

の
の
し

っ
て
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
物
知
ら
ず
な
癖
に
こ
の
身
は
賢
い
と
自
認
、
仕
え
る
君
侯
に
、
ご
領
邦

で
は
な
べ
て
事
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
、
と
思
い
込
ま
せ
る
自う

ぬ
ぼ惚

れ
屋
の
相
談
役
衆
に
つ
い
て
昔
な
が
ら
の
唄
を
歌
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
後

か
ら
欺ぎ

ま
ん瞞

が
明
る
み
に
出
、
暴
動
の
火
の
手
が
上
が
る
と
、
こ
の
結
果
生
じ
る
不
幸
は
悉

こ
と
ご
とく

君
侯
の
責
任
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
鍛
冶
屋
の
厳
し
い
言
葉
か
ら
己
に
対
す
る
民
草
の
意
見
を
聞
き
知
っ
た
方
伯
は
心
底
驚
愕
し
、
配
下
の
貴
族
た
ち
が
犯
し
た
不
法

に
恐
怖
で
決
着
を
付
け
よ
う
、
と
決
心
し
た
。
と
こ
と
ん
堅
く
鍛
え
ら
れ
た
彼
は
、
露
ま
ど
ろ
む
こ
と
な
く
夜
を
過
ご
し
、
ル
ー
ラ
の

野
鍛
冶
の
許も

と

を
去
っ
た
。
彼
の
柔
和
な
精
神
は
鉄
の
よ
う
に
堅
く
変
じ
た
。
統
治
の
手
綱
を
我
が
手
に
握
る
と
、
こ
れ
を
ぐ
い
と
引

き
締
め
た
の
で
、
貴
族
な
る
馬
ど
も
は
泡
を
吹
き
〔
＝
激
怒
し
〕、
歯
ぎ
し
り
し
、
棹さ

お

立
ち
に
な
っ
た
〔
＝
逆
ら
っ
た
〕
が
、
民
草
は

ほ
っ
と
安あ

ん
ど堵

し
、
方
伯
に
好
意
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
封
臣
の
騎
士
輩ば

ら

は
も
は
や
民
草
を
虐
待
・
搾
取
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
五
三
　
貴エ

ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー

族
の
畑

さ
て
、
か
の
雄
雄
し
き
方
伯
は
民
草
の
側
に
立
ち
、
そ
の
相
談
役
や
役
人
た
ち
の
押
し
付
け
る
賦
課
を
軽
減
し
た
。
こ
の
連
中
に
つ

い
て
例
の
鍛
冶
屋
が
こ
う
語
っ
て
聞
か
せ
た
の
で
あ
る
。
あ
の
衆
は
狡
賢
い
狩
人
で
、
赤あ

か
ぎ
つ
ね狐

─
─
こ
れ
す
な
わ
ち
金
貨
の
こ
と（

（4
（

─
─
を
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己お
の

が
財
布
の
中
に
追
い
込
ん
で
い
る
、
と
。
配
下
の
貴
族
た
ち
は
挙こ

ぞ

っ
て
大
い
に
方
伯
を
怨う

ら

ん
だ
。
主
君
の
行
為
は
前
代
未
聞
の
改
悪

だ
、
と
思
わ
れ
た
の
で
。
そ
こ
で
彼
ら
は
反
対
同
盟
を
結
成
、
も
う
か
よ
う
な
こ
と
に
は
耐
え
ら
れ
ん
、
と
鳩き

ゅ
う
し
ゅ首

談
合
し
た
。
こ
れ
ら

従
お
う
と
し
な
い
封
臣
た
ち
が
自じ

ま
ま
き
ま
ま

儘
気
儘
に
我
意
を
通
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
の
密
報
を
受
け
た
方
伯
は
鉄
の
鎖く

さ
り
か
た
び
ら

帷
子
を（

（4
（

着
込
み
、
軍

勢
を
率
い
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク（

（4
（

に
進
発
、
叛
乱
を
起
こ
そ
う
と
徒
党
を
組
ん
で
い
た
輩や

か
ら

を
悉

こ
と
ご
とく

捕
ら
え
、
城

を
見
下
ろ
す
平
地
へ（

（4
（

連
行
、
そ
こ
で
彼
ら
に
一い

ち
じ
ょ
う場

の
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
方
伯
は
胸
の
裡う

ち

に
あ
る
こ
と
を
全
て
彼
ら
に
述
べ

た
。
い
わ
く
。
汝な

ん
じ

ら
は
忠
誠
の
誓
い
を
破
っ
た
謀む

ほ
ん
に
ん

叛
人
で
あ
り
、
本
来
な
ら
汝
ら
の
首
は
足あ

し
も
と許

に
落
ち
て
い
る
の
だ
。
さ
れ
ど
余
は
、

己お
の
れの

家
臣
た
ち
を
殺
し
た
、
と
譏そ

し

ら
れ
た
く
な
い
。
汝
ら
に
償
金
を
課
し
た
く
も
な
い
。
ま
た
、
汝
ら
が
行
っ
た
よ
う
に
、
臣
民
の
所

有
地
を
取
り
上
げ
た
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
処
罰
せ
ず
に
釈
放
は
せ
ぬ
。
さ
よ
う
い
た
せ
ば
、
今
後
余
の
怒
り
を
汝
ら
が
せ
せ
ら

嗤わ
ら

う
所ゆ

え
ん以

と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
余
は
後
代
へ
の
戒
め
と
し
て
範
例
を
示
す
つ
も
り
だ
、
と
。
そ
し
て
端は

づ
な綱

と
頭と

う
ら
く絡

を（
（4
（

準
備
さ
せ
、
貴
族

た
ち
を
四
人
一
組
に
し
て
一
台
の
犁す

き

に
繫
い
だ
。
こ
れ
を
操
作
す
る
の
は
従
者
た
ち
で
、
方
伯
は
農
夫
の
よ
う
に
鞭
を
持
っ
て
後
ろ
か

ら
歩
き
な
が
ら
貴
族
た
ち
を
駈か

り
立
て
、
長
い
溝
を
犁す

き
返
し
た
。
そ
し
て
溝
が
一
筋
で
き
る
と
、
向
き
を
変
え
、
ま
た
別
の
貴
族
た

ち
を
犁
に
繫
が
せ
、
こ
う
し
て
馬
ど
も
を
使
っ
た
よ
う
に
畑
全
体
を
耕
し
た
。
そ
れ
か
ら
耕
地
の
周
囲
に
大
き
な
石
柱
の
標し

る
し

を
置
い
て

永と
こ
し
え久

の
記
念
と
し
、
こ
れ
を
一
種
の
避ア

ジ
ュ
ー
ル

難
所
と（

（5
（

定
め
た
。
そ
の
後
方
伯
は
こ
の
地
所
を
「
貴エ

ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー

族
の
畑
」（

（5
（

と
名
付
け
た
。
こ
れ
は
今
日
な

お
そ
う
呼
ば
れ
て
お
り
、
古
い
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
の
近
く
、
背
後
の
開
け
た
丘
の
上
に
あ
る
。
さ
て
、
か
よ
う
に
し
た
た
か
に
辱
め
を
受

け
た
封
臣
た
ち
は
改
め
て
臣
従
の
誓
い
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
主
君
の
怒
り
が
嵐
の
ご
と
く
襲
い
掛
か
る
に
違

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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四
五
四
　
生
け
る
城
壁

方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
取
っ
た
こ
う
し
た
処
置
に
つ
い
て
そ
の
後
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

で
は
論
議
し
き
り
だ
っ
た
。
輓ば

ん
ば馬

に
さ
れ

た
者
た
ち
は
恥
じ
入
っ
て
ひ
っ
そ
り
吐
息
を
つ
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
連
中
は
、
そ
ん
な
侮
辱
を
堪
え
忍

ぶ
よ
り
い
っ
そ
死
ん
だ
方
が
増
し
だ
て
、
と
喋

ち
ょ
う
ち
ょ
う

喋
し
た
。
巷
間
最
も
悪
評
を
立
て
ら
れ
た
の
は
役
人
た
ち
。
ど
こ
か
の
邦
で
君
侯
と
民

草
と
の
間
に
不
和
・
争
闘
が
発
生
す
る
と
必
ず
そ
う
だ
が
、
彼
ら
は
贖し

ょ
く
ざ
い罪

の
山や

ぎ羊
と
な
り
、
全
て
の
責
め
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
怨
恨
を
募
ら
せ
て
主
君
の
闇
討
ち
を
企
ん
だ
輩や

か
ら

も
幾
ら
か
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
の
御み

て手
が
方
伯
を
加
護
し
、
暗
殺
者
ど
も

は
浅
ま
し
い
最
期
を
遂
げ
た
。
方
伯
は
常
に
従
者
た
ち
を
傍
に
置
き
、
行

ぎ
ょ
う
じ
ゅ
う住

坐ざ

が臥
鉄
の
鎖く

さ
り
か
た
び
ら

帷
子
を
身
に
着
け
た
。
こ
の
こ
と
と
そ
の

峻し
ゅ
ん
げ
ん厳

な
仕
置
き
ぶ
り
か
ら
彼
は
鉄

デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
と（

（5
（

添
え
名
さ
れ
た
。
─
─
こ
の
方
伯
の
義
兄
は
帝
国
最
高
の
世
俗
君
主
、
す
な
わ
ち

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
だ
っ
た（

（5
（

。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
程
遠
か
ら
ぬ
居
城
キ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン（

（5
（

か
ら
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の

城
に
は
ま
だ
城
壁
が
繞め

ぐ

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

（5
（

。
皇
帝
は
こ
の
「
新ニ

ウ
ヴ
ェ
・
ブ
ル
ク

た
な
城
塞
」（

（5
（

が
気
に
入
り
は
し
た
も
の
の
、「
惜
し
い
の
う
、
城

壁
が
な
い
と
は
。
堅
く
防
備
を
固
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
に
」
と
言
っ
た
。「
は
っ
は
」
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
。「
城
壁
の
心
配
は
要
り
ま

せ
ぬ
。
欲
し
け
れ
ば
す
ぐ
出し

ゅ
っ
た
い来

い
た
し
ま
す
の
で
」。
─
─
「
ど
れ
ほ
ど
す
ぐ
に
か
な
」
と
皇
帝
は
訊き

い
た
。「
三
日
と
は
掛
か
り
ま
せ

ぬ
」。
─
─
「
さ
よ
う
な
こ
と
は
誓
っ
て
あ
り
得
ぬ
」
と
赤
髭
帝
。「
よ
し
や
帝
国
中
の
壁
工
を
集
め
た
と
し
て
も
な
あ
」。
─
─
こ
う

し
た
遣
り
取
り
の
後
皇
帝
は
食
事
に
赴
い
た
。
す
る
と
方
伯
は
す
ぐ
さ
ま
全
邦
に
急
使
を
送
り
、
武
装
を
こ
の
上
も
な
く
き
ら
き
ら
し

く
調
え
、
ご
く
少
数
の
兵
を
と
も
な
い
、
即
刻
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク（

（5
（

を
指
し
て
進
発
す
る
よ
う
、
配
下
の
伯
爵
と
貴
族
た
ち
に
下
命
し
た
。

こ
れ
は
封
臣
た
ち
の
服
従
ぶ
り
を
試
す
良
い
機
会
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
も
こ
れ
に
気
づ
き
、
時
刻
を
違た

が

え
ず
挙こ

ぞ

っ
て
参
集
し
た
。
三



武蔵大学人文学会雑誌　第47巻第 1 号

104

日
目
の
夜
明
け
、
悉し

っ
か
い皆

思
い
通
り
に
準
備
を
終
え
た
方
伯
は
義
兄
の
部
屋
に
行
き
、「
陛
下
、
城
壁
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
」
と
言
っ

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
皇
帝
は
十
字
を
切
っ
て
、
こ
れ
に
は
悪サ

タ
ン魔

が
手
を
貸
し
た
に
違
い
な
い
、
と
考
え
、
部
屋
か
ら
出
て
、
び
っ
く
り

仰
天
し
た
。
な
に
し
ろ
城
の
周
り
を
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

と
武
具
を
輝
か
せ
た
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵

か
ら
成
る
生
き
て
い
る
城
壁
が
囲
ん
で
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に

し
た
か
ら
で
あ
る
。
塔
の
あ
る
べ
き
場
所
に
は
伯
爵
が
一
人
位
置
し
、
そ
の
前
に
は
方バ

ナ
ー旗

を（
（5
（

護
持
す
る
旗
手
が
控
え
、
そ
の
間
に
連

な
っ
て
い
る
の
は
殿と

の
ば
ら輩

と
貴
族
の
面
面
。
爽
や
か
な
朝
風
に
色
鮮
や
か
な
美
し
い
旌せ

い
き旗

─
─
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン

ブ
ル
ク
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
、
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
ト
ー
ル
ベ
ル
ク
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
、
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
オ
ル
ラ
ミ
ュ

ン
デ
、
ア
ー
ル
ン
ス
ブ
ル
ク
、
バ
イ
ヒ
リ
ン
ゲ
ン
、
グ
ラ
イ
ス
ベ
ル
ク
、
ロ
ー
プ
ダ
ブ
ル
ク（

（5
（

等
等
の
伯
爵
た
ち
の
方バ

ナ
ー旗

、
そ
れ
か
ら
ア

ポ
ル
ダ
、
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
イ
ム
、
ヘ
ル
ド
ル
ン
ゲ
ン
、
ト
レ
フ
フ
ル
ト
、
ク
ラ
ニ
ヒ
フ
ェ
ル
ト
、
ロ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
等
等
の
夥

お
び
た
だし

い
高

貴
な
殿
ら
の
軍
旗
─
─
が
翩へ

ん
ぽ
ん翻

と
た
な
び
い
て
い
た
。
広
大
な
封
土
を
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
堂
堂
た
る
城
郭
を
構
え
、

地
所
を
た
っ
ぷ
り
持
っ
て
い
る
無
数
の
下
級
貴
族
の
そ
れ
は
言
わ
ず
も
が
な
。
そ
こ
で
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
叫
ん
だ
。「
ま
っ
こ
と
、

朕ち
ん

は
か
ほ
ど
高
貴
で
得
難
い
、
価
値
あ
る
堅
固
な
城
壁
を
い
ま
だ
か
つ
て
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
義
弟
殿
、
礼
を
申
す
ぞ
。
か
よ
う

な
城
壁
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
な
」。

四
五
五
　
鉄

デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
の
葬
儀

末
期
が
近
づ
く
の
を
感
じ
な
が
ら
、
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク（

（6
（

─
─
か
つ
て
周
囲
を
生
け
る
城
壁
で
囲
ま
せ
た
城
─
─
で
病
の
床
に
臥
し
て

い
た
鉄

デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
己お

の
れ

に
叛は

ん
き旗

を
翻
し
た
前
歴
が
あ
る
騎
士
輩ば

ら

と
封
臣
た
ち
の
内
ま
だ
存
命
の
者
を
召
し
寄
せ
る

よ
う
に
手
配
し
、
命
が
惜
し
け
れ
ば
、
こ
の
身
が
世
を
去
っ
た
暁
に
は
屍か

ば
ね

を
卿け

い

ら
が
肩
に
担
い
で
鄭て

い
ち
ょ
う重

に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
か
ら
ラ
イ
ン
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ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院（

（6
（

ま
で
運
ぶ
よ
う
に
、
と
命
じ
た
。
そ
こ
で
貴
族
た
ち
は
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
方
伯
の
手
に
接く

ち
づ
け吻

し
て
そ
れ
を
誓

い
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
実
行
し
た
。
な
に
せ
方
伯
を
畏お

そ

れ
憚は

ば
か

る
こ
と
悪
魔
よ
り
甚
だ
し
か
っ
た
し
、
ま
た
、
も
し
か
し

て
方
伯
は
自
分
た
ち
を
試
み
て
、
生
き
て
い
る
の
に
柩ひ

つ
ぎ

に
納
ま
っ
て
運
ば
せ
、
運
ば
な
か
っ
た
ら
、
柩
か
ら
出
て
来
て
激
怒
し
、
処
罰

を
下
す
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
考
え
も
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
方
伯
が
逝
去
す
る
と
、
忠
実
に
誓
言
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

、
怯お

び

え
戦お

の
の

き
な
が
ら

十
哩マ

イ
ル

以
上
の
長
く
遠
い
道
の
り
を
、
休
み
場
所
で
何
度
も
交
替
し
て
担
い
で
行
っ
た
。
こ
う
し
て
柩
を
教
会
内
に
安
置
す
る
と
、
方

伯
の
霊
魂
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
方
伯
の
霊
魂
に
は
代
理
祈
願（

（6
（

が
必
要
、
と
思
っ
た
の
で
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
に
お

け
る
方
伯
の
葬
儀
は
盛
大
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
諸
侯
が
大
勢
こ
れ
に
参
列
す
る
た
め
や
っ
て
来
た
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ヴ
ィ
ー
ク

マ
ン
が
方
伯
の
た
め
の
死
者
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
っ
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
修
道
院
附
属
教
会
の
聖
な
る
十
字
架
が
飾
ら
れ
た
祭
壇
脇
に
埋

葬
さ
れ
、
墓
の
上
に
は
彼
の
彫
像
─
─
生
前
世
人
が
見
慣
れ
て
い
た
完
全
に
甲
冑
で
身
を
固
め
た
姿
の
─
─
が
置
か
れ
た
。

四
五
六
　
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
が
保
護
さ
れ
た
し
だ
い

鉄デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
は
長
男
─
─
こ
れ
ま
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
い
う
─
─
を
後
に
残
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
ま
だ
子
息
が
三
人
─
─
ヘ

ル
マ
ン
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
─
─
が
お
り
、
ユ
ッ
タ
な
る
息
女
が
い
た
。
若
き
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（

（6
（

の
為ひ

と
と
な
り人

は
、
そ
の

父
親
が
人
間
の
性
悪
さ
と
横
暴
さ
を
と
こ
と
ん
思
い
知
ら
さ
れ
る
ま
で
は
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
穏
和
か
つ
善
良
で
、
在
在
所

所
の
修
道
院
を
崇
敬
し
、
寄
進
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
本
拠
は
た
い
て
い
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
だ
っ
た
が
、
後
に
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

と
と
も
に
ア
プ
リ
ア
地
方（

（6
（

に
赴
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
と
ば
か
り
ザ
ル
ツ
ァ
の
あ
る
殿（

（6
（

が
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
の
領
地

内
な
る
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
山
上
に
主

ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
と
煖ケ

ム

ナ

ー

テ

房
居
館
を（

（6
（

築
き
始
め
た
。
さ
て
方
伯
が
帰
還
す
る
と
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
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長
は
と
あ
る
土
曜
日
に
こ
の
こ
と
を
訴
え
た
。
す
る
と
方
伯
は
た
だ
ち
に
最
寄
り
の
封
臣
た
ち
と
家け

に
ん人

ら
に
通つ

う
ち
ょ
う牒

を
発
し
、
日
曜
日
の

早
暁
に
は
も
う
騎
士
・
騎
乗
兵
を
従
え
て
修
道
院
に
参
着
、
弥ミ

サ撒
を
聴
聞
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
が
部
下
と
と
も
に
戻
る
ま
で
盛
儀

弥ミ

サ撒
に
移
ら
ぬ
よ
う
院
長
に
命
じ
る
と
、
攻
城
用
具
を
充
分
装
備
し
た
軍
勢
を
引
き
連
れ
、
静
ま
り
か
え
っ
た
森
を
騎
馬
で
駈か

け
抜

け
、
新
城
が
建
っ
て
い
る
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
ひ
そ
や
か
に
登
っ
た
。
城
で
は
ザ
ル
ツ
ァ
の
殿
が
太
平
楽
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
が
、
何

事
も
企
め
ぬ
内
に
城
は
急
襲
・
占
領
さ
れ
、
自
身
は
部
下
諸
共
虜と

り
こ囚

と
な
っ
て
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
に
連
行
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
こ
で
盛
儀
弥ミ

サ撒
が
始
ま
る
と
、
キ
リ
ス
ト
磔た

く
け
い刑

像
の
前
を
歩
み
、
未
来
永
劫
復ふ

く
し
ゅ
う讐

を
断
念
す
る
と
の
誓
い
を
立
て
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
翌
日
に
は
城
は
根
こ
そ
ぎ
破
却
さ
れ
て
し
ま
い
、
木
材
と
石
材
は
修
道
院
の
も
の
と
な
っ
た
。
修
道
院
の
坊
さ
ん
た
ち
に
は

ま
だ
訴
え
事
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
か
ね
て
極
上
品
を
産
出
す
る
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク（

（6
（

で
荷
車
一
台
分
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
購

あ
が
な

っ
た
が
、
こ
れ
を

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

へ
運
ぶ
途
中
、
街
道
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
城
に
住
む
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
騎
士
が
こ
の
酒
と
荷
馬
車
と
六
頭
の
輓ば

ん
ば馬

を
、
そ
れ
が
し
も
喉の

ど

が
渇
い
て
お
る
、
と
の
理
由
で
略
取
し
た
の
で
あ
る
。
方
伯
は
告
訴
を
聴
く
と
、
こ
の
騎
士
に
返
還
を
命
じ
る
書

状
を
遣
わ
し
た
が
、
騎
士
の
方
は
、
へ
へ
ん
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ら
お
か
し
い
わ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
と
や
つ
の
喉
を
渇
か
し
た
坊
主

ど
も
な
ど
お
れ
さ
ま
の
知
っ
た
こ
と
か
、
と
せ
せ
ら
笑
っ
た
。
─
─
し
か
し
あ
る
朝
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
旌せ

い
き旗

の
数
数
が
フ
ラ
ン
ケ

ン
騎
士
の
城
塞
の
ぐ
る
り
に
翩へ

ん
ぽ
ん翻

と
靡な

び

き
、
城
は
取
り
囲
ま
れ
て
猫
の
子
一
匹
出
入
り
で
き
な
く
な
っ
た
。
方
伯
自
身
陣
頭
に
出
馬
、

ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
所
有
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
で
喉
の
渇
き
を
恣

ほ
し
い
ま
まに

鎮
め
た
廉か

ど

に
よ
り
か
の
騎
士
を
飢
え
死
に
さ
せ
て
く
れ
よ
う
、

と
誓
っ
た
。
そ
こ
で
騎
士
は
百
方
陳
弁
に
あ
い
つ
と
め
、
我
が
身
と
憐
れ
な
魂
を
救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
儀
と
な
り
、
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ

し
い
か
ご
下
命
く
だ
さ
れ
、
と
方
伯
に
申
し
出
た
。
か
く
し
て
、
カ
ノ
ッ
サ
に
お
け
る
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世（

（6
（

の
よ
う
に
馬ば

す巣
織
り
の

懺ざ
ん
げ悔

襯シ
ャ
ツ衣

を（
（6
（

纏ま
と

い
、
頸く

び

の
周
り
に
は
一
本
の
綱
を
巻
き
付
け
、
抜
き
身
の
剣
の
切
っ
先
を
喉
元
に
あ
て
が
っ
た
騎
士
は
、
徒
歩
で
方
伯

の
前
に
進
み
出
て
、
命
ば
か
り
は
ご
宥ゆ

う
じ
ょ恕

を
、
と
懇
願
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
荷
馬
車
と
輓
馬
と
葡ワ

イ

ン

萄
酒
は
自
分
自
身
が
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

兼
護
衛
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に
な
っ
て
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
に
返
還
、
こ
れ
で
漸よ

う
や

く
生
命
と
城
を
安
堵
さ
れ
、
そ
の
後
は
別
の
方
法
で
酒
に
あ
り
つ
く
よ

う
心
懸
け
た
。

四
五
七
　
魂

ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク

哭
山
の
話

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

の
真
ん
中
、
ゴ
ー
タ
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
間
に
、
遠
く
か
ら
見
る
と
棺
桶
そ
っ
く
り
の
、
高
く
険
し
い
禿
げ
山

が
あ
る
。
こ
の
山
の
す
ぐ
麓
ま
で
鉄
道
が
延
び
て
い
て
、
ゼ
ッ
テ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
と
い
う
名
の
村
を
分
断
し
て
い
る
。
こ
の
山
は
も
う

大
昔
か
ら
魂

ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク

哭
山
と（

（7
（

呼
ば
れ
た
。
山
の
中
か
ら
異
様
で
不
気
味
な
唸う

な

り
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
突と

つ
こ
つ兀

と
聳そ

び

え

る
峰
の
下
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
向
か
っ
て
開
い
て
い
る
巖い

わ

の
裂
け
目
の
傍
で
。
地
底
を
落
下
す
る
水
の
轟ご

う
お
ん音

と
吹
き
荒
ぶ
風
の
吼ほ

え
声
の

他
に
、
魂
の
啼な

き
叫
び
が
聞
こ
え
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
山
の
名
は
ラ
テ
ン
語
で
啼モ

ン
ス
・
ホ
リ
ソ
ヌ
ス

キ
叫
ビ
山
と
も
。
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
と
い
う
小

さ
な
渓
流
の
名
も
こ
の
山
に
因ち

な

む
。
現
今
、
古

い
に
し
えの

ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
は
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
山
に
つ
い
て

は
今
日
に
至
る
ま
で
不
思
議
な
伝
説
が
夥

お
び
た
だし

く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
山
は
雷
雨
停
滞
帯
で
も
あ
る
。
周
り
を
大
気
現
象
の
焰ほ

の
お

が
包
ん
だ

り
、
樹
木
一
本
な
い
頂
き
を
稲
妻
が
閃せ

ん
せ
ん閃

と
取
り
囲
む
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
か
つ
て
晴
れ
た
日
に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
郊
で
三
本
の
巨
大
な

火
柱
が
立
ち
、
暫し

ば
ら

く
空
中
で
燃
え
熾さ

か

っ
て
い
た
が
、
次
い
で
く
っ
つ
い
た
り
離
れ
た
り
し
、
最
後
に
は
三
本
と
も
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ

ル
ク
の
胎
内
に
入
っ
て
行
っ
た
。

昔
英
国
の
あ
る
王
が
出
自
こ
そ
卑
賤
で
は
あ
る
が
典
雅
な
婦
人
を
配
偶
に
し
た
。
そ
の
名
は
ラ
イ
ン
ス
ヴ
ァ
イ
ク
と
か
リ
ン
ス

ヴ
ィ
ー
ガ
と
か
。
間
も
な
く
王
が
亡
く
な
る
と
、
ラ
イ
ン
ス
ヴ
ァ
イ
ク
は
主あ

る
じ

に
し
て
背
の
君
な
る
ひ
と
を
深
く
悼
み
、
王
の
霊
魂
が
煉

獄
の
火
か
ら
救
わ
れ
る
よ
う
、
盛
ん
に
祈き

と
う禱

を
行
わ
せ
た
。
そ
う
し
た
あ
る
夜
、
彼
女
は
夢
う
つ
つ
の
内
に
背
の
君
の
声
を
耳
に
し
、
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背
の
君
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
し
て
王
が
遙
か
な
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦
の
あ
る
山
の
奥
底
で
他
の
憐
れ
な
魂
た
ち
と
共
に

苦く
げ
ん患

を
味
わ
っ
て
お
り
、
海
の
彼
方
で
彼
女
が
挙
げ
さ
せ
て
い
る
代
願（

（7
（

も
祈
禱
も
役
に
立
っ
て
い
な
い
、
と
聞
か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
妃

は
金
銀
財
宝
を
あ
り
っ
た
け
持
ち
、
腰
元
の
乙
女
た
ち
や
従
者
一
同
を
従
え
、
ド
イ
ツ
目
指
し
て
渡
海
し
た
。
辿た

ど

る
べ
き
道
筋
は
王
の

幻
影
が
教
え
た
。
や
が
て
妃
は
緩
や
か
に
ゴ
ー
タ
に
向
か
っ
て
流
れ
下
っ
て
行
く
渓
流
の
畔ほ

と
り

に
着
き
、
そ
こ
に
さ
さ
や
か
な
教
会
と
修

道
院
風
の
家
屋
を
建
て
た
。
彼
女
は
自
分
に
も
苦
悶
す
る
魂
ど
も
の
声
が
し
ば
し
ば
聞
こ
え
る
と
思
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
悪

ザ
ー
タ
ン
ス
・
シ
ュ
テ
ッ
テ

魔
の
地

と
呼
ん
だ
。
こ
こ
の
周
り
に
や
が
て
人
人
が
入
植
す
る
と
、
後
に
ゼ
ッ
テ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト（

（7
（

と
な
っ
た
。
信
仰
深
い
妃
は
そ
の
辺
り
一

帯
に
更
に
幾
つ
も
礼
拝
堂
を
建
立
、
侍
女
た
ち
と
共
に
熱
心
に
祈
り
を
捧
げ
て
神
に
仕
え
ま
い
ら
せ
た
の
で
、
と
う
と
う
夫
の
魂
を

ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
煉
獄
か
ら
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
が
て
彼
女
が
逝
去
す
る
と
、
腰
元
の
乙
女
た
ち
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

温デ
ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯
の（

（7
（

息
女
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
姫
が
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
ニ
コ
ラ
イ
修
道
院
を
創
建
し
て
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
へ
引
き
移
り
、
こ
の
修

道
院
で
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
女
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。

四
五
八
　
鉄

デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
の
魂

鉄デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
の
子
息
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯
は
、
な
ろ
う
こ
と
な
ら
父
君
の
魂
が
ど
ん
な
巡
り
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
か
知

り
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
。
鉄
方
伯
は
配
下
の
貴
族
輩ば

ら

の
抑
圧
か
ら
民
衆
を
救
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
冥
福
を
祈
る
者
は
い
な
い
、
と
聞

き
お
よ
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
御
仁
で
も
決
し
て
民
衆
に
気
に
入
ら
れ
る
こ
と
な
ん
ざ
あ
り
ゃ
し
な
い
。

神
様
で
す
ら
そ
の
通
り
。
そ
う
し
た
主
君
の
望
み
を
あ
る
騎
士
が
宮
廷
で
聞
き
及
ん
だ
。
騎
士
に
は
弟
が
一
人
い
て
、
こ
れ
は
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
で
司
祭
に
な
っ
て
お
り
、
黒
魔
術
に
通
暁
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
兄
に
命
じ
ら
れ
た
司
祭
は
悪
魔
を
召
喚
、
方
伯
様
の
魂
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は
い
ず
こ
に
お
わ
す
、
と
訊た

ず

ね
た
。
─
─
悪
魔
は
、
お
ぬ
し
が
お
れ
と
同
行
す
る
な
ら
、
方
伯
の
魂
に
会
わ
せ
て
や
ろ
う
、
と
言
い
、

身
の
安
全
を
保
証
し
た
。
司
祭
が
承
知
す
る
と
、
悪
魔
は
司
祭
を
背
負
い
、
瞬
く
間
に
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
胎
内
へ
直
行
─
─

と
い
う
の
も
遠
く
ま
で
行
く
必
要
は
な
か
っ
た
し
、
こ
や
つ
、
蒸
気
機
関
車
よ
り
ず
っ
と
ず
っ
と
速
か
っ
た
か
ら
。
司
祭
は
責
め
苦
拷

問
の
数
数
を
目
撃
、
身
の
毛
が
よ
だ
つ
思
い
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
悪
魔
の
仲
間
が
坑あ

な

の
一
つ
の
金か

ね

で
で
き
た
蓋
を
開
け
、
坑
の
中
目
掛

け
て
青
銅
の
喇ら

っ
ぱ叭

を
吹
く
と
、
全
山
、
全
世
界
が
震
動
す
る
ほ
ど
鳴
り
響
い
た
。
す
る
と
坑
か
ら
火
花
と
硫
黄
蒸
気
が
濛も

う
も
う濛

と
立
ち
昇

り
、
そ
の
後
か
ら
先
代
方
伯
の
姿
が
せ
り
上
が
っ
て
来
た
。
悄し

ょ
う
ぜ
ん然

と
窶や

つ

れ
果
て
、
さ
な
が
ら
影
法
師
同
然
。
そ
し
て
、
自
分
は
修
道

院
や
司
教
座
に
辛
く
当
た
り
過
ぎ
た
、
我
が
息
子
は
、
こ
の
身
（
鉄
方
伯
）
が
彼
ら
か
ら
奪
っ
て
忠
実
な
家
臣
た
ち
に
与
え
た
領
地
を

返
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
こ
の
身
を
か
か
る
苦く

げ
ん患

か
ら
救
い
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ
、
と
告
白
し
た
。
司
祭
い
わ
く

「
や
つ
が
れ
が
さ
よ
う
な
話
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
皆
様
は
、
そ
れ
は
そ
の
ほ
う
の
で
っ
ち
あ
げ
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
り
、
そ
も

そ
も
坊
主
が
お
供
物
を
返
し
て
よ
こ
す
な
ん
て
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
お
訊き

き
あ
そ
ば
し
ま
し
ょ
う
」。
す
る
と
憐
れ
な
魂
は
「
余
は

あ
る
秘
密
を
徴し

る
し

と
し
て
そ
ち
に
教
え
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
彼
ら
は
信
用
い
た
す
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
だ
れ
も
知
ら
な
い
徴

を
事
細
か
く
告
げ
終
わ
る
と
、
再
び
坑
へ
と
沈
め
ら
れ
た
。
そ
の
光
景
に
司
祭
さ
ん
は
目
の
前
が
緑
や
ら
黄
や
ら
に
な
り
〔
＝
目
が
ち

ら
く
ら
し
〕、
悪
魔
に
よ
っ
て
元
の
場
所
に
連
れ
戻
さ
れ
た
後
も
、
肌
は
黄
色
く
皺し

わ

ば
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
。
さ
て
司
祭
は
目
の
当
た
り

に
し
た
一
部
始
終
を
陳
述
、
例
の
証
拠
を
あ
り
の
ま
ま
に
呈
示
し
た
の
だ
が
、
領
地
を
接
収
し
た
者
た
ち
は
そ
れ
で
も
信
用
せ
ず
、
こ

れ
を
一
向
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
何
も
か
も
噓う

そ

っ
ぱ
ち
さ
、
あ
り
ゃ
あ
坊
主
っ
く
り
の
悪わ

る
さ戯

に
過
ぎ
ん
、
と
そ
ら
う
そ

ぶ
い
た
。
─
─
し
か
し
な
が
ら
司
祭
は
も
は
や
黒
魔
術
に
手
を
染
め
ず
、
聖
職
禄
と
采さ

い
ゆ
う邑

を
返
上
、
フ
ォ
ル
ケ
ン
ロ
ー
デ
修
道
院
の
一

修
道
士
と
な
っ
た
。
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四
五
九
　
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
と
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
の
話

ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
中
に
異
教
の
女
人
が
呪
封
さ
れ
て
も
い
た
こ
と
は
過
去
ど
の
時
代
で
も
有
名
周
知
だ
っ
た
。
こ
の
女
人

は
さ
ま
ざ
ま
な
人
人
の
前
に
典フ

ル

ト

雅
な
魅
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
出
現
、
艶え

ん
や冶

な
愛
の
魔
術
を
駆
使
し
て
山
の
胎
内
に
誘
い
入
れ
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
フ
ル
ダ
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
妖
女
は
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
、
す
な
わ
ち
な
べ
て
の
愛
の
女
神
に
他
な
ら
ぬ
。
上
辺
は

歓
楽
、
実
は
永
劫
の
苦く

げ
ん患

に
導
く
た
め
山
の
奥
底
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
な
に
し
ろ
温
柔
な
悦
楽
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
当

の
絶
世
の
美
女
が
酷
寒
の
冬
の
夜
夜
、
お
ぞ
ま
し
い
形ぎ

ょ
う
そ
う相

を
し
た
己お

の

が
情
人
た
ち
や
眷
属
ど
も
を
悉

こ
と
ご
とく

引
き
連
れ
、
妖
怪
と
化
し
怖
い

ホ
レ
の
姿
と
な
っ
て（

（7
（

山
で
あ
れ
森
で
あ
れ
そ
の
上
空
を
、
ほハ

ッ
ロ
ー
・
ウ
ン
ト
・
フ
ッ
サ

ほ
う
ほ
い
ほ
い
と（

（7
（

荒ダ
ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
の
物
凄
い
喚
声
を
挙
げ
な
が
ら
、
狩
り

に
猛
進
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
の
頭
を
小
脇
に
抱
え
た
斬
首
さ
れ
た
者
た
ち
も
見
え
る
。
車
輪
に
〔
手
足

を
〕
編
み
込
ま
れ
た
連
中（

（7
（

が
、
異
教
の
神
話
の
イ
ク
シ
オ
ン（

（7
（

さ
な
が
ら
、
ご
ろ
ご
ろ
回
転
。
う
な
じ
に
顔
の
あ
る
者
、
胸
に
顔
の
あ
る

者
、
蛇
の
尾
を
付
け
、
蜥と

か
げ蜴

の
爪
を
持
つ
連
中
も
少
な
く
な
い
。
一
本
足
で
跳
ね
踊
っ
て
行
く
者
た
ち
も
あ
れ
ば
、
物
乞
い
の
若
者
が

や
る
よ
う
に
筋と

ん
ぼ斗

返
り
を
打
つ
者
も
い
る
。
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
野
獣
や
猟
犬
が
狩
り
に
加
わ
っ
て
い
た
。
同
勢
の
先
頭
に
立

つ
の
は
白
杖
を
携
え
た
老
人
で
、
行
く
手
で
出
く
わ
す
人
人
が
危
な
い
目
に
遭あ

わ
ぬ
よ
う
、
道
を
避よ

け
ろ
、
脇
に
寄
れ
、
と
命
じ
た
も

の
。
こ
れ
ぞ
人
呼
ん
で
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト（

（7
（

。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
あ
の
言
い
回
し
が
で
き
た
の
で
あ
る
。「
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
だ

な
、
お
ま
え
は
。
だ
れ
に
で
も
注
意
す
る
」。
フ
ル
ダ
夫
人
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
は
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
ま

ま
あ
る
。
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
要
求
し
、
か
の
歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人（

（7
（

の
ご
と
く
呪
わ
れ
て
永
遠
に
さ
す
ら
う
身
と
な
っ
た
ヘ
ロ
デ

の
娘（

（8
（

の
こ
と
で
あ
る
。
雪
が
降
る
た
び
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
子
ど
も
た
ち
は
「
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
が
羽
布
団
を
振
る
っ
て
る
ん
だ
」
と
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言
う
。
配
下
の
魑ち

み魅
魍も

う
り
ょ
う魎

ど
も
は
彼
女
の
名
を
取
っ
て
フフ

レ
ン
ペ
ー
ベ
ル

レ
の
群
れ
と
呼
ば
れ
る
。
や
は
り
荒
れ
狂
う
女
狩
人
で
あ
る
ベ
ル
タ
あ
る
い

は
ペ
ル
ヒ
タ
と
同
様
、
ホ
レ
夫
人
は
よ
く
働
く
娘
た
ち
に
は
褒
美
を
与
え
、
怠
け
者
は
罰
す
る
。
物も

の
ぐ
さ臭

女
中
の
下ス

カ
ー
ト裳

を
引
き
む
し
っ

た
り
、
も
み
く
し
ゃ
に
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
は
、
荒
れ
狂
う
同
勢
が
進
発
し
な
い
時
に
は
〔
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス

の
〕
洞
窟
の
外
に
座
を
占
め
、
神
に
配
置
さ
れ
た
人
間
の
姿
の
天
使
さ
な
が
ら
、
中
に
入
ら
な
い
よ
う
諸
人
に
警
告
す
る
、
と
信
じ
ら

れ
て
い
る
。

四
六
〇
　
高
貴
な
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
話

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯
は
十
字
軍
に
参
加
、
近
東
の
地
で
死
去
し
、
子
ど
も
を
残
さ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

封
土
は
弟
ヘ
ル
マ
ン（

（8
（

の
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
ド
イ
ツ
諸
邦
で
は
宮ミ

ン

ネ

ザ

ン

グ

廷
恋
愛
歌
が
咲
き
誇
り
、
王
侯
貴
族
も
こ
う
し
た
歌
を
詠
む

の
を
嗜た

し
な

み
、
ま
た
こ
う
し
た
歌
を
聴
く
の
を
好
ん
だ
。
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
開
い
た
絢け

ん
ら
ん爛

た
る
宮
廷
に
大
勢
の
歌

人
を
集
め
た
。
こ
れ
よ
り
後
の
こ
と
と
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
邦く

に

に
一
人
の
恋ミ

ン
ネ
ゼ
ン
ガ
ー

愛
歌
人
が
お
り
、
そ
の
仲
間
の
多
く
と
同
様
旅
寝
暮

ら
し
だ
っ
た
。
こ
の
歌
人
が
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
山
裾
を
通
り
掛
か
る
と
、
こ
よ
な
く
典
雅
な
女に

ょ
し
ょ
う性

が
彼
を
引
き
留
め
た
。
こ

れ
ぞ
ま
さ
に
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
自
身
に
他
な
ら
ず
、
山
の
中
へ
随つ

い
て
来
る
よ
う
招
い
た
の
で
あ
る
。
か
の
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
は

や
は
り
そ
う
せ
ぬ
よ
う
戒
め
た
が
、
騎
士
は
抗あ

ら
が

う
す
べ
も
な
く
洞
窟
に
入
り
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
の
妖あ

や

か
し
に
絡か

ら

め
取
ら
れ
て
、
丸

一
年
と
い
う
も
の
山
の
胎
内
に
滞
在
し
た
そ
う
な
。
や
が
て
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
悔
恨
に
襲
わ
れ
、
鬱う

つ
う
つ鬱

と
物
思
い
に
耽
り
、
山
を

出
て
人
の
世
に
戻
り
た
い
、
と
熱
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
古
謡
の
数
数
が
歌
い
、
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の

奥
方
は
、
誓
い
の
お
言
葉
を
お
忘
れ
、
と
詰な

じ

っ
た
が
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
そ
の
麗
し
い
か
ん
ば
せ
に
じ
っ
と
見
入
り
な
が
ら
、
そ
ん
な
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覚
え
は
な
い
、
と
言
い
切
っ
た
。
す
る
と
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
、
他
の
お
相
手
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
、
と
申
し
出
た
が
、
こ
ち
ら
は
「
さ

よ
う
な
所
業
に
及
ぼ
う
な
ら
、
一
夫
多
妻
の
廉か

ど

に
よ
り
地
獄
の
灼
熱
の
焰ほ

の
お

で
未
来
永
劫
焼
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
応
じ
た
。
す
る
と

ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
高
笑
い
し
て
い
わ
く
「
ど
う
し
て
今
更
地
獄
の
灼
熱
の
焰
な
ど
と
他
愛
な
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
の
。
こ
の
わ
ら
わ
の

許も
と

で
よ
く
よ
く
そ
れ
を
味
わ
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
わ
ら
わ
の
紅
い
唇
が
い
つ
も
い
つ
も
そ
な
た
に
笑
い
掛
け
た
で
し
ょ
う
に
」。

─
─
こ
ん
な
い
さ
か
い
が
ま
だ
暫し

ば
ら

く
続
い
た
が
、
と
う
と
う
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
か
ら
受
け
た
愛
と
情
け
の
種く

さ
ぐ
さ種

を

恩
知
ら
ず
に
も
忘
れ
果
て
、
奥
方
を
、
女
悪
魔
、
と
罵

の
の
し

っ
た
。
そ
こ
で
遂
に
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
腹
を
立
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ

た
償
い
を
さ
せ
ま
す
、
と
言
い
放
っ
た
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
、
こ
の
女
か
ら
我
が
身
を
救
い
た
ま
え
、
と
聖
母
マ
リ
ア
に
大
声
で
祈
る

と
、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
は
毅き

ぜ
ん然

と
し
て
、
そ
れ
で
は
ど
こ
へ
な
り
と
も
お
い
で
な
さ
い
、
あ
の
老
人
〔
＝
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
〕
に

暇
乞
い
を
な
さ
る
が
よ
ろ
し
い
、
と
告
げ
た
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
悔
恨
に
苛さ

い
な

ま
れ
な
が
ら
ヴヴ

ェ

ー

ヌ

ス

ベ

ル

ク

ェ
ー
ヌ
ス
の
山
を
出
て
、
ロ
ー
マ
な
る
教

皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス（

（8
（

の
と
こ
ろ
へ
巡
礼
の
旅
を
し
、
自
ら
の
罪
業
を
懺ざ

ん
げ悔

、
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
と
い
う
女
人
の
許も

と

で
一
年
間
過
ご
し
た
こ
と
を
打

ち
明
け
た
。
教
皇
は
ロ
ー
マ
二
重
十
字
架
の
付
い
た
法
杖
を
手
に
取
り
、
悔
や
ん
で
止
ま
ぬ
恋
愛
歌
人
に
向
か
っ
て
、
悪
魔
の
愛
顧

を
蒙

こ
う
む

っ
た
そ
ち
が
、
神
の
愛
顧
を
享う

け
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
こ
の
乾ひ

か涸
ら
び
た
杖
が
緑
滴し

た
たる

葉
を
付
け
よ
う
ぞ
、
と
言
い
渡
し
た
。

─
─
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
何
年
で
も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
贖し

ょ
く
ざ
い罪

を
課
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
懇
願
し
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
そ

こ
で
懊お

う
の
う悩

に
満
ち
満
ち
て
再
び
永
遠
の
都
ロ
ー
マ
を
後
に
し
、
教
皇
の
厳
し
い
宣
告
が
天
界
の
麗
人
た
る
マ
リ
ア
様
か
ら
自
分
を
永と

こ
し
え久

に
引
き
離
し
た
、
神
は
自
分
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
だ
、
と
悲
嘆
に
昏く

れ
、
我
と
我
が
身
を
呪
っ
て
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル

ク
な
る
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
奥
方
の
許
に
引
き
返
し
た
。
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
は
待
ち
受
け
て
お
り
、
高
笑
い
し
て
文
字
通
り
悪
魔
の
よ
う
に
騎
士

を
嘲
弄
、「
ま
あ
よ
う
こ
そ
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
様
、
愛い

と

し
の
あ
な
た
。
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
寂
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
わ
。

わ
ら
わ
の
可
愛
い
、
可
愛
い
色
男
さ
ん
」
と
言
葉
を
掛
け
る
と
、
も
う
一
度
哄こ

う
し
ょ
う笑

、
洞
門
を
開
き
彼
を
山
の
胎
内
深
く
拉ら

っ

し
去
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
三
日
後
、
教
皇
の
杖
が
緑
の
葉
を
付
け
始
め
た
。
そ
こ
で
教
皇
は
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
立
ち
寄
り
そ
う
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

邦
へ
使
者
を
遣
わ
し
た
も
の
の
、
騎
士
は
邪

よ
こ
し
まな

情
人
の
棲す

み
か処

に
戻
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
四
世
も
永
劫
に
呪
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
い
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
歌
の
結
び
に
こ
う
あ
る
よ
う
に
。

　
　
　
　

か
く
て
教
皇
ウ
ル
バ
ン
四
世
、

　
　
　
　

こ
れ
ま
た
永と

わ遠
に
破
滅
す
る
羽
目
。

さ
れ
ば
こ
う
い
う
し
だ
い
。
こ
の
御
仁
自
身
、
教
皇
に
な
る
前
、
リ
ュ
ッ
テ
ィ
ヒ
司
教
区
で
エ
ー
フ
ァ
と
い
う
女
と
、
彼
女
が
迷
信

か
ら
無
為
の
裡う

ち

に
閉
じ
籠
も
っ
て
い
る
庵
で
殊
の
外
親
密
な
語
ら
い
に
耽
り
、
女
へ
の
愛
の
た
め
に
ご
聖
体
の
祝
い（

（8
（

を
司
っ
て
や
っ
た

も
の
。
ま
た
三
年
も
の
間
激
し
い
流
血
へ
の
渇
望
に
駈か

ら
れ
皇ギ

ベ
リ
ン

帝
党
と
教ゲ

ル

フ

皇
党
を
互
い
に
け
し
か
け
た
。
ま
た
蝗い

な
ご

の
王（

（8
（

さ
な
が
ら
の
托

鉢
修
道
会（

（8
（

諸
派
に
こ
の
上
な
い
自
由
を
賦
与
し
た
。
三
箇
月
に
亘わ

た

り
異
様
に
巨お

お

き
な
彗す

い
せ
い星

が
夜
毎
不
気
味
に
空
に
輝
き
、
教
皇
ウ
ル
バ

ヌ
ス
四
世
が
死
ん
だ
夜
、
現
れ
な
く
な
っ
た
。

四
六
一
　
ち
い
ち
ゃ
な
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人

ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
山
陰
の
村
に
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
ち
い
ち
ゃ
な
家
精
で
す
こ
ぶ
る
人
間
の
役
に
立
っ
て

く
れ
る
。
け
れ
ど
も
す
ぐ
に
癇か

ん
し
ゃ
く癪

を
起
こ
す
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
あ
る
農
夫
の
百
姓
屋
敷
に
も
う
何
年
も
こ
う
し
た
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
一

人
棲す

み
着
い
て
い
た
。
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
仕
事
を
手
伝
う
の
だ
が
、
姿
を
現
す
こ
と
も
と
き
ど
き
あ
っ
た
。
農
夫
の
富
は
み
る
み
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る
増
え
た
が
、
持
て
る
者
ほ
ど
も
う
こ
れ
で
充
分
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
が
お
お
よ
そ
の
通
例
で
、
こ
の
農
夫
も
ご
多
分
に
洩
れ
ず

そ
う
だ
っ
た
。
あ
る
時
農
夫
は
ち
い
ち
ゃ
な
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
体
を
動
か
し
、
一
本
の
長
い
麦
藁わ

ら

を
お
っ
そ
ろ
し
く
重
た

そ
う
に
大
骨
折
っ
て
屋
根
裏
へ
の
階
段
を
引
き
揚
げ
て
い
る
の
を
見
た
。
農
夫
は
こ
ん
な
無
駄
で
役
に
立
た
な
い
仕
事
に
腹
を
立
て
、

「
こ
り
ゃ
ま
た
何
を
や
っ
と
る
ん
だ
、
こ
の
ろ
く
で
な
し
の
役
立
た
ず
」
と
が
み
が
み
怒
鳴
り
つ
け
た
。
─
─
途
端
に
ち
い
ち
ゃ
な

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
階
段
に
は
男
が
四
人
が
か
り
で
運
ぶ
の
が
や
っ
と
の
で
っ
か
い
穀
物
袋
が
転
が
っ
て
い
た
。
こ
れ

す
な
わ
ち
藁
し
べ
の
正
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
は
そ
の
後
も
は
や
二
度
と
姿
を
見
せ
ず
物
音
も
聞
か
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て

暫し
ば
らく

す
る
と
、
金
持
ち
農
夫
の
家
は
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
穀
物
納
屋
も
ろ
と
も
火
事
で
焼
け
て
し
ま
い
、
家
畜
た
ち
は
ば
た
ば
た
斃へ

い
し死

し
た
。
農
夫
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
零
落
し
、
赤
貧
の
境
涯
に
な
っ
た
。

四
六
二
　
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
合
戦

方
伯
ヘ
ル
マ
ン
と
方
伯
妃
ゾ
フ
ィ
ー
エ
が
宮
廷
を
開
い
て
い
る
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
、
一
二
〇
六
年
、
名
人
上
手
で
聞
こ
え
た

宮ミ

ン

ネ

ジ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
が
群
れ
集つ

ど

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
デ（

（8
（

、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ツ
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ン
ま
た
の
名
ラ
イ
マ
ー
ル
・
ツ
ヴ
ェ
ー
タ
ー（

（8
（

、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ（

（8
（

、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン（

（8
（

、
名マ

イ
ス
タ
ー匠

ビ
テ
ロ
ル
フ（

（9
（

、
そ
し
て
徳
高
き
書
記
と
添
え
名
さ
れ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
バ
ハ（

（9
（

で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
御
仁
は
方
伯
の
尚し

ょ
う
し
ょ書

で
騎
士
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
六
名
は
互
い
に
歌
競く

ら

べ
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
彼
ら
は
、

諸
君
侯
、
と
り
わ
け
客
も
て
な
し
の
篤
い
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
ポ
ッ
ポ
や
賢デ

ア
・
ヴ
ァ
イ
ゼ

明
伯
ヘ
ル
マ
ン
、
そ
れ

か
ら
ま
た
「
矢ミ

ッ
ト
・
デ
ム
・
フ
ァ
イ
レ

を
持
て
る
」
と
添
え
名
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー
四
世
─
─
自
身
宮ミ

ン

ネ

ジ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
だ
っ
た
─
─
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の
頌ほ

め
う
た歌

を
作
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
バ
ハ
を
騎
士
に
叙
任
、
軍
馬

と
戎

じ
ゅ
う

衣い

を
下
賜
し
た
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
の
伯
爵
た
ち
は
格
別
な
存
在
で
、
右
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ビ
テ
ロ
ル
フ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ

ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
は
こ
の
人
た
ち
を
讃
え
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
バ
ハ
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
を
も
褒
め
そ
や
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
（
も
っ
と
も
古
文
献
の
数
数
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
民
と
し
て
い
る
）
に
し
て
、
か
つ
、
多
く
が
か

の
誉
れ
高
き
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
の
作
り
主
と
信
じ
て
い
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公

レ
オ
ポ
ル
ト
を
讃
美
、
爾じ

よ余
の
君
侯
に
い
や
増
す
存
在
で
あ
り
、
そ
の
輝
き
は
星
星
の
前
の
日
輪
の
ご
と
し
、
と
詠
唱
し
た
。
か
く
し

て
歌
合
戦
は
深
刻
激
越
と
な
り
、
歌
人
た
ち
は
、
敗
者
は
刑
吏
の
手
に
掛
か
っ
て
死
ぬ
こ
と
と
す
る
、
と
決
す
る
に
至
っ
た
。
一
同
は

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
に
瞋し

ん
い恚

の
焰ほ

む
ら

を
燃
や
し
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
宮
廷
か
ら
消
え
て
な
く
な
れ
、
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
員
が
こ
の
一
人
を
相
手
取
っ
て
歌
合
戦
を
し
た
の
で
、
遂
に
彼
は
敗
北
し
た
。
追
わ
れ
た
歌
人
が
縋す

が

っ

た
方
伯
妃
だ
け
が
、
助
命
を
懇
願
し
て
足
許
に
く
ず
お
れ
た
歌
人
を
纏ま

と

っ
て
い
た
外マ

ン
ト套

で
覆
っ
て
庇か

ば

っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・

オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
は
一
年
の
猶
予
を
乞
い
、
こ
の
地
を
旅
立
ち
、
自
分
よ
り
え
ら
い
名マ

イ
ス
タ
ー匠

を
連
れ
て
来
て
、
そ
の
人
に
審
判
を

委
ね
た
い
、
と
言
っ
た
。
よ
り
優
れ
た
名マ

イ
ス
タ
ー匠

と
は
宮ミ

ン

ネ

ジ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
に
し
て
同
時
に
魔
法
使
い
で
あ
る
世
に
も
名
高
い
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
ク

リ
ン
ゾ
ル（

（9
（

の
こ
と
だ
っ
た
。
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
を
出
発
、
彼
が
讃
美
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
の
許も

と

を
目
指

し
、
更
に
そ
こ
か
ら
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン（

（9
（

の
ク
リ
ン
ゾ
ル
の
と
こ
ろ
に
向
か
っ
た
。
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
の
同
行
を

承
諾
し
、
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
を
滞
在
さ
せ
、
詩
作
、
詠
唱
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
気
晴
ら
し
で
時
を
費
や
し
た
。
こ
う
し
て
い
つ

の
間
に
や
ら
そ
の
歳
も
暮
れ
、
と
う
と
う
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
は
、
期
限
ま
で
に
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
へ
戻
れ
な
い
の
で
は
、
と
心

配
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ク
リ
ン
ゾ
ル
に
哀
訴
す
る
と
、
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
安
心
す
る
よ
う
慰
め
て
「
我
ら
に
は
逞た

く
ま

し
い
馬
ど
も
と
軽け

い
が駕

の

用
意
が
あ
る
。
必
ず
間
に
合
う
」
と
言
い
、
日
が
暮
れ
る
と
眠
り
薬
を
飲
ま
せ
、
寝
込
ん
だ
相
手
を
革
の
敷
物
に
横
た
え
、
自
分
も
そ
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れ
に
乗
る
と
、
駆
使
す
る
精
霊
た
ち
に
命
じ
夜
を
籠
め
て
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
最
上
の
旅は

た
ご籠

に
静
静
と
運
ば
せ
た
。
当
時
こ
れ
は
半

デ
ア
・
ハ
ル
ベ
・
モ
ン
ト

月
屋

や
芸ラ

ウ
テ
ン
ク
ラ
ン
ツ

香
花
環
亭
で
は
な
く
て
、
聖ザ

ン
ク
ト
・
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
ト
ー
ア

ゲ
オ
ル
ク
門
の
左
側
（
町
を
出
る
場
合
）
に
あ
っ
た
ヘ
レ
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
館

ホ
ー
フ

だ（
（9
（

っ
た
。
物
見
塔
の
見

張
り
番
が
喇ら

っ
ぱ叭

の
吹
鳴
で
夜
明
け
を
告
げ
る
と
、
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
は
目
を
覚
ま
し
、
早
朝
弥ミ

サ撒
へ
と
誘い

ざ
な

う
聖
ゲ
オ
ル
ク
教
会
の

鐘
の
音
を
聞
き
、「
わ
た
し
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。
聞
こ
え
る
の
は
あ
の
鐘
か
。
わ
た
し
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
い
る
よ
う
な
。

あ
れ
は
聖ザ

ン
ク
ト
・
ユ
ル
ゲ
ン
・
ト
ー
ア

ユ
ル
ゲ
ン
門
で（

（9
（

は
な
い
か
」
と
叫
ん
だ
。
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
に
っ
こ
り
し
て
「
な
あ
、
き
み
、
き
み
は
夢
を
見
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
よ
」
と
言
っ
た
。
二
人
の
名マ

イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー

匠
歌
人
来
着
の
知
ら
せ
が
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
届
く
と
、
歌
人
た
ち
は
打
ち
揃そ

ろ

っ
て
町
へ
挨
拶

に
降
り
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
一
緒
に
城
へ
上
っ
た
。
二
人
は
方
伯
夫
妻
と
宮
廷
人
に
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
。

四
六
三
　
名マ

イ
ス
タ
ー匠
ク
リ
ン
ゾ
ル
の
星
占
い

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
町
に
泊
ま
っ
て
い
た
名マ

イ
ス
タ
ー匠

ク
リ
ン
ゾ
ル
が
あ
る
晩
宿
の
庭
に
坐す

わ

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
晩
酌
を
愉た

の

し
も
う
と
や
っ
て
来

た
方
伯
の
宮
廷
に
仕
え
る
人
人
や
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
名
士
た
ち
が
、
遠お

ん
ご
く国

の
種く

さ
ぐ
さ種

の
逸
事
を
聞
か
せ
て
く
れ
、
星
占
い
で
読
み
取
っ
た
新

事
実
を
心
得
て
い
る
歌
人
に
懇ね

ん
ご

ろ
に
挨
拶
し
、
競
っ
て
そ
の
周
り
を
囲
ん
だ
。
そ
し
て
ま
た
し
て
も
、
耳
寄
り
な
話
を
教
え
て
欲
し

い
、
と
頼
ん
だ
も
の
。
そ
こ
で
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
一
同
か
ら
い
く
ら
か
離
れ
て
星
空
を
仰
ぎ
見
、
戻
っ
て
来
て
、
こ
う
告
げ
た
。「
今
宵
、

我
が
殿
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
に
姫
君
が
ご
誕
生
あ
そ
ば
し
、
い
ず
れ
お
て
ま
え
が
た
の
ご
主
君
、
方
伯
様
の
ご
子
息
と

婚
約
な
さ
る
で
ご
ざ
ろ
う
。
し
て
ま
た
こ
の
姫
君
は
聖
女
と
な
ら
れ
、
そ
の
誉
れ
は
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
に
遍あ

ま
ね

く
弘
ま
る
こ
と
と

あ
い
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
─
─
こ
の
報
せ
が
方
伯
お
よ
び
方
伯
妃
の
許も

と

に
も
齎も

た
ら

さ
れ
る
と
、
夫
妻
は
御ぎ

ょ
か
ん感

斜
め
な
ら
ず
、
改
め
て
ク

リ
ン
ゾ
ル
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
の
饗
宴
に
招
い
た
。
宴う

た
げ

が
果
て
る
と
、
諸
侯
、
諸
卿
、
歌う

た
び
と人

た
ち
は
、
ク
リ
ン
ゾ
ル
に
歌
人
た
ち
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の
争
い
を
調
停
し
て
も
ら
お
う
と
そ
そ
り
立
つ
居パ

ラ
ス館

に
赴
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
名マ

イ
ス
タ
ー匠

は
こ
れ
を
う
ま
く
成
し
遂
げ
た
が
、
ヴ
ォ
ル
フ

ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
と
の
歌
合
戦
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
自
身
の
代
理
に
精
を
一
柱
─
─
名
を

ナ
ジ
ア
ス
と
い
っ
た
─
─
召
喚
し
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
は
こ
の
精
に
対
し
て
も
独
り
敢
然
と
立
ち
向
か
い
、
天
界
に
関
す
る
崇
高
な
事

柄
に
つ
い
て
も
至
極
通
暁
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
精
は
冑か

ぶ
と

を
脱
が
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
れ
に
驚
嘆
し
た
ク
リ
ン
ゾ

ル
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
は
騎
士
歌
人
で
は
な
く
、
実
は
司
祭
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
疑
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
は
や
は
り
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
の
町
の
麵ブ

ロ
ー
ト
マ
ル
ク
ト

麭
市
場
に
面
し
た
市
民
テ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
・
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
の
家
に
逗と

う
り
ゅ
う留

し
て
い
た
の
で
、
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
夜
更
け
に

も
う
一
度
使
役
精
ナ
ジ
ア
ス
を
送
り
込
ん
だ
。
見
る
か
ら
に
お
ぞ
ま
し
い
風
貌
の
ナ
ジ
ア
ス
は
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
に
幾
つ
も
大
変
な
難
問

を
出
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
解
答
で
き
ず
、
口
を
噤つ

ぐ

ん
で
し
ま
っ
た
。
す
る
と
精
は
悪
魔
の
よ
う
に
大
笑
い
し
、
指
先
で
壁
石
の
一
つ

に
そ
れ
が
さ
な
が
ら
柔
ら
か
な
蠟ろ

う

で
あ
る
か
の
よ
う
に
こ
う
書
き
込
ん
で
、
消
え
失
せ
た
。

　
　
　
　

き
さ
ま
は
無
学
な
物
知
ら
ず（

（9
（

こ
の
字
は
壁
に
刻
ま
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
夜
と
も
な
る
と
火
の
よ
う
に
赤
赤
と
輝
い
た
の
で
、
こ
の
家
へ
我
も
我
も
と
野
次
馬
が
押

し
寄
せ
、
ぜ
ひ
と
も
石
を
見
よ
う
と
し
た
。
家
の
持
ち
主
の
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
は
こ
れ
に
腹
を
立
て
、
壁
を
壊
し
て
石
を
取
り
出
し
、

ヘ
ー
ル
ゼ
ル
川（

（9
（

に
投
げ
捨
て
た
。

歌
人
た
ち
に
仲
直
り
さ
せ
た
ク
リ
ン
ゾ
ル
は
方
伯
に
暇

い
と
ま

乞
い
を
し
、
数
数
の
被か

づ

け
物
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
て
城
を
あ
と
に
し
、
再
び
例
の
革
の

敷
物
に
乗
っ
て
元
の
土
地
へ
と
飛
び
去
っ
た
。
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四
六
四
　
ハ
ン
ガ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
来
た
小
さ
な
許い

い
な
ず
け嫁

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
と
方
伯
妃
ゾ
フ
ィ
ー
エ
の
若
君
─
─
そ
の
名
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
─
─
が
十
一
歳
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
王

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
の
姫
君
が
四
歳
に
な
る
と
、
方
伯
夫
妻
は
ハ
ン
ガ
リ
ア
に
使
節
団
を
派
遣
、
穉

い
と
け
ない

王
女
を
子
息
の
配
偶
に
、
と
申
し

入
れ
た
。
こ
の
使
節
団
は
や
ん
ご
と
な
い
身
分
の
諸
卿
、
上じ

ょ
う
ろ
う﨟

、
令
嬢
が
た
、
お
よ
び
扈こ

じ
ゅ
う従

の
面
面
か
ら
成
り
、
四
輛り

ょ
うの

馬
車
に
分

乗
、
四
十
頭
の
馬
匹
を
持
っ
て
行
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
の
宮
廷
に
到
着
す
る
と
、
一
行
は
い
と
も
豪
奢
な
も
て
な
し
を
受
け
た
。
縁

談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
王
は
名マ

イ
ス
タ
ー匠

ク
リ
ン
ゾ
ル
に
方
伯
の
宮
廷
、
方
伯
の
若
君
、
そ
し
て
方
伯
領
に
つ
い
て
諮し

も
ん問

し
た
。
独
自
の
観
照

力
で
全
て
を
よ
く
よ
く
心
得
て
い
た
ク
リ
ン
ゾ
ル
が
方
伯
の
宮
廷
、
領
土
、
領
民
を
褒
め
そ
や
し
た
の
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
と
王
妃
は

心
動
か
さ
れ
て
、
結
婚
の
承
諾
に
踏
み
切
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
う
な
る
こ
と
は
ク
リ
ン
ゾ
ル
が
天
界
の
定
め
と
し
て
か
ね
て
星
図
か
ら

読
み
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
使
節
団
は
そ
の
他
に
ま
だ
殊
の
外
重
要
な
用
命
を
帯
び
て
い
た
。
こ
れ
は
彼
ら
の
主
君
夫
妻

の
際
だ
っ
た
思
慮
分
別
の
証
と
な
る
も
の
。
す
な
わ
ち
夫
妻
は
、
我
ら
が
子
息
の
幼
い
許
嫁
に
し
て
未
来
の
花
嫁
御
寮
を
ハ
ン
ガ
リ
ア

流
で
は
な
く
ド
イ
ツ
流
に
育
て
上
げ
た
い
、
と
の
希
望
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
世
の
ド
イ
ツ
諸
侯
の
弊へ

い
ふ
う風

と
は
正
反
対
。
あ
の

方
方
と
来
た
日
に
は
、
子
女
に
フ
ラ
ン
ス
式
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
結
果
彼
ら
彼
女
ら
は
異
国
の
容
儀
を
金
科
玉

条
と
心
得
、
お
の
が
祖
国
を
ふ
ふ
ん
と
鼻
で
あ
し
ら
う
に
至
る
の
だ
。
さ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
と
王
妃
は
、
方
伯
夫
妻
の
こ
う
し
た
願

い
は
尤も

っ
と

も
至
極
、
と
考
え
た
。
な
に
し
ろ
一
国
の
主
と
な
り
た
け
れ
ば
、
そ
の
国
を
よ
く
識し

り
、
愛
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
し
て
新
た

な
故
郷
に
対
す
る
愛
情
は
一
夜
の
内
に
ひ
ょ
い
と
芽
生
え
る
の
で
は
な
く
、
徐
徐
に
養
わ
れ
育は

ぐ
く

ま
れ
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
そ
こ
で
王
女

の
双ふ

た
お
や親

は
こ
れ
も
承
諾
、
夥

お
び
た
だし

い
嫁
資
を
持
た
せ
、
無
数
の
き
ら
び
や
か
な
供
回
り
を
付
け
て
、
可
愛
い
小
さ
な
エ
ル
ジ
ェ
ー
ベ
ト（

（9
（

を
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手
放
し
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
使
節
団
は
四
輛
の
馬
車
で
や
っ
て
来
た
の
だ
が
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
戻
っ
た
時
は
十
三
輛
を
連

ね
、
方
伯
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
壮
麗
な
什じ

ゅ
う
き器

を
積
ん
だ
た
く
さ
ん
の
駿
馬
を
伴
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
お
互
い
に
多
く
の
馬
を
贈
り

合
う
の
が
往
昔
の
君
侯
や
民
草
の
習
慣
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
か
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
王
イ
ル
ミ
ン
フ
リ
ー
ト
な
い
し
ヘ
ル

ミ
ン
フ
リ
ー
ト（

（9
（

は
、
ア
マ
ル
バ
ー
ガ
に
求
婚
す
る
際
、
東
ゴ
ー
ト
王
〔
テ
オ
デ
リ
ヒ
〕
に
高
価
な
雪
白
の
駒
を
少
な
か
ら
ぬ
数
贈
っ
て

い
る
。
今
日
で
は
馬
を
一
頭
な
い
し
二
頭
献
呈
す
れ
ば
、
ま
あ
大
層
な
、
と
驚
嘆
さ
れ
る
が
─
─
。
さ
て
、
小
さ
な
許
嫁
が
数
え
切
れ

な
い
従
者
と
共
に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
到
着
す
る
と
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
は
大
喜
び
、
方
伯
と
方
伯
の
奥
方
、
そ
れ
か
ら
そ
の
宮
廷
の

人
人
は
挙
げ
て
町
に
降
り
て
来
た
。
そ
し
て
王
女
を
歓
迎
、
盛
大
に
お
祝
い
す
る
と
、
さ
な
が
ら
凱が

い
せ
ん旋

行
列
の
よ
う
に
山
上
の
館
へ
と

連
れ
て
登
っ
た
。

四
六
五
　
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト

王
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
い
と
も
典
雅
、
敬け

い
け
ん虔

、
徳
高
く
生
い
育
ち
、
衆
人
の
喜
び
と
な
っ
た
。
彼
女
の
婚

約
者
で
あ
る
方
伯
の
若
殿
も
同
様
。
こ
ち
ら
は
早
く
に
父
君
を
亡
く
し
、
家
督
を
継
ぎ
、
許い

い
な
ず
け嫁

を
ま
す
ま
す
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
そ
の
信
心
深
さ
と
謙
譲
さ
の
ゆ
え
に
嘲
り
譏そ

し

り
を
堪
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
頗す

こ
ぶ

る
多
く
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
方
伯
が
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
華か

し
ょ
く燭

の
典
を
挙
げ
た
時
、
二
人
の
高
貴
な
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
騎
士
─
─
か
つ
て
彼
女
を
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
地
か
ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
と
連
れ
帰
っ
た
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
伯
ラ
イ
ン
ハ
ル

ト
と
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ
騎
士
ヴ
ァ
ル
タ
ー
─
─
が
こ
の
上
も
な
く
絢け

ん
ら
ん爛

豪
華
な
宝
飾
を
つ
け
た
乙
女
を
聖
ゲ
オ
ル
ク
教
会
に
導
い
た
の
だ

が
、
若
妻
と
な
っ
た
敬
虔
な
方
伯
妃
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
夫
が
あ
ら
ま
ほ
し
く
思
う
以
上
に
慈
善
事
業
や
贖し

ょ
く
ざ
い罪

に
打
ち
込
み
、
極
上
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の
衣
装
の
数
数
を
切
り
こ
ま
ざ
く
か
、
あ
る
い
は
人
に
や
っ
て
し
ま
い
、
行

ぎ
ょ
う
じ
ゅ
う住

坐ざ

が臥
、
簡
素
で
見み

す
ぼ窄

ら
し
い
恰か

っ
こ
う好

で
過
ご
し
た
も
の
。

も
っ
と
も
必
要
と
あ
ら
ば
、
神
ご
自
身
が
彼
女
に
豪
奢
な
身
な
り
を
さ
せ
た
も
う
た
が
。

敬
虔
な
方
伯
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
窮
民
た
ち
の
真
の
母
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
、
全
く
度
が
過
ぎ
る
ほ
ど
惜
し
み
な
く
喜
捨
を
与
え

た
。
そ
こ
で
か
か
る
こ
と
で
す
ら
あ
れ
こ
れ
あ
げ
つ
ら
い
、
非
難
す
る
連
中
が
出
た
。
さ
て
ひ
ど
い
時
世
が
到
来
、
見
る
見
る
う
ち
に

困
苦
欠
乏
が
拡
が
り
、
貧
民
の
群
れ
が
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
折
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
、
日
頃
と
同
様
、
食
物
と
施
物

を
携
え
て
、
蹇あ

し
な
え者

や
瞽こ

し
ゃ者

な
ど
困
窮
し
た
民
衆
が
集
ま
る
場
所
へ
出
掛
け
た
。
そ
の
途
中
方
伯
に
ば
っ
た
り
出
逢
っ
た
。
方
伯
は
こ
の

た
び
は
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
。
お
妃
様
は
な
に
も
か
も
恵
ん
で
お
し
ま
い
で（

（10
（

、
と
讒ざ

ん
そ訴

さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
方
伯
は

穏
や
か
と
は
い
え
な
い
口
調
で
「
そ
な
た
、
何
を
運
ん
で
い
る
の
だ
」
と
声
を
掛
け
た
。
そ
の
様
子
に
不
機
嫌
の
暗
雲
が
垂
れ
込
め
て

い
る
の
に
気
付
い
た
妃
は
震
え
上
が
り
、
か
ぼ
そ
い
声
で
「
薔ば

ら薇
で
ご
ざ
い
ま
す
、
御ご

ぜ
ん前

」
と
呟つ

ぶ
や

い
た
。「
見
せ
な
さ
い
」
と
方
伯
は

怒
鳴
り
、
籠
の
覆
い
を
ま
く
っ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
籠
に
は
薔
薇
そ
の
他
咲
き
誇
る
花
花
が
一
杯
入
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ

こ
で
方
伯
は
羞し

ゅ
う
ぜ
ん然

と
し
て
立
ち
す
く
ん
だ
し
だ
い
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
召
使
い
の
だ
れ
か
れ
が
ま
た
し
て
も
奥
方
の
優
し
い

気
前
の
良
さ
を
悪あ

し
様ざ

ま

に
告
げ
口
に
来
る
と
、
方
伯
は
こ
う
応
え
る
の
だ
っ
た
。「
あ
れ
の
よ
い
よ
う
に
や
ら
せ
て
お
け
。
あ
れ
は
施

し
を
す
る
の
が
楽
し
く
て
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
。
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
ニ
ウ
ヴ
ェ
ン
ブ
ル
ク（

（10
（

を
や
っ
て
し
ま
う
と
な
れ

ば
別
だ
が
」。
こ
の
や
ん
ご
と
な
く
敬
神
の
念
篤
い
喜
捨
者
の
手
を
経
る
と
全
て
の
施
物
が
な
ん
と
も
不
思
議
な
こ
と
に
嵩か

さ

を
増
す
の

だ
っ
た
。
身
に
纏ま

と

う
衣
装
も
ま
た
濡
れ
た
り
損
じ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
妹
ア
グ
ネ
ス（

（10
（

が
オ
ー
ス
ト
リ

ア
公
と
婚
儀
を
挙
げ
た
時
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
は
賓
客
で
満
ち
満
ち
、
だ
れ
も
か
れ
も
が
晴
れ
衣
装
で
着
飾
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
城
門
の
傍
ら
を
窮
迫
し
た
哀
れ
な
老ろ

う
や爺

が
一
人
、
半
裸
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
こ
の
年
寄
り
、
露
わ

な
肌
を
覆
う
着
物
を
な
ん
ぞ
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
せ
が
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
方
伯
妃
は
纏
っ
て
い
た
外マ

ン
ト衣

を
与
え
た
。
と
、
す
ぐ
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宴
席
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
方
伯
は
奥
方
に
「
そ
な
た
、
外マ

ン
ト衣

は
い
か
が
い
た
し
た
」
と
訊き

い
た
。
─
─
祝
祭
の
折
に
は
軽
い

外マ
ン
ト衣

を
羽
織
る
の
が
当
時
の
上じ

ょ
う
ろ
う﨟

衆
の
慣
わ
し
だ
っ
た
の
で
。
ど
き
り
と
し
た
奥
方
は
低こ

ご
え声

で
「
お
部
屋
に
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
答
し

た
。
そ
こ
で
方
伯
が
お
付
き
の
乙
女
の
一
人
を
取
り
に
や
る
と
、
な
ん
と
、
王
妃
の
御ぎ

ょ
い衣

な
ど
よ
り
も
美
し
い
、
金
糸
で
縫
い
取
り

し
た
細
か
い
図
柄
を
一
面
に
鏤ち

り
ば

め
た
紺こ

ん
ぺ
き碧

の
外マ

ン
ト衣

が
部
屋
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
物
乞
い
の
老
人
の
姿
は
も
う
見
え
な
か
っ
た
。
こ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
が
癘れ

い
ふ
う風

患
者
を
介
添
え
し
て
居パ

ラ
ス館

内
に
と
も
な
い
、
自
分
た
ち
の
寝
台
に
寝
か
せ
て
や
っ
た
の
で

あ
る
。
お
蔭
で
彼
女
の
姑

し
ゅ
う
と
め

─
─
も
う
食
欲
な
ん
ぞ
も
あ
ら
ば
こ
そ
─
─
の
許も

と

で
は
嫁よ

め
じ
ょ女

に
対
し
て
一
大
物ぶ

つ
ぎ議

が
持
ち
上
が
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
病
人
を
抛ほ

う

り
出
そ
う
と
城
の
者
ど
も
が
や
っ
て
来
る
と
、
夫
妻
の
床
に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
は
こ
よ
な
く
巧た

く
み

を
凝
ら
し

た
素
晴
ら
し
く
美
し
い
キ
リ
ス
ト
磔た

く
け
い刑

像
だ
っ
た
。
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
今
日
で
は
も
は
や
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
は
遺の

こ

さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
い
や
が
う
え
に
も
敬
虔
な
妻
の
敬
虔
な
夫
は
熱
い
涙
を
流
し
た
。
さ
て
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
が
懇
ろ

に
看
病
し
た
病
人
の
名
は
エ
リ
と
い
い
、
や
が
て
病
が
癒
え
る
と
、
そ
の
後
更
に
長
い
間
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
近
傍
の
ご
く
狭
い
巖い

わ
あ
な穴

で

暮
ら
し
、
森
棲ず

ま
い
の
隠
者
の
食
べ
物
と
し
て
知
ら
れ
た
草
や
根
っ
こ
で
命
を
繫
い
だ
。
こ
の
洞ど

う
く
つ窟

は
い
ま
だ
に
あ
る
。

あ
る
日
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
教
会
に
参
詣
し
た
優
し
い
お
妃
は
、
教
会
の
玄
関
の
前
で
一
群
の
物
乞
い
に
取
り
囲
ま
れ
た
。
彼
女
は
施

せ
る
物
が
あ
る
う
ち
は
恵
ん
で
い
た
が
、
そ
の
内
と
う
と
う
所
持
の
貨
幣
が
底
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
し
つ
こ
い
老
い
た
貧
民

が
一
人
、
喜
捨
を
せ
が
ん
で
止
ま
ず
、
教
会
の
中
ま
で
追
っ
て
来
て
付
き
纏
っ
た
。
そ
こ
で
鷹お

う
よ
う揚

な
奥
方
は
、
か
わ
い
そ
う
に
、
と
銀

糸
で
刺し

し
ゅ
う繡

し
た
手
袋
の
片
方
を
外
し
て
、
頑
と
し
て
引
き
下
が
ら
な
い
執し

つ
よ
う拗

な
年
寄
り
に
差
し
出
し
た
。
丁
度
教
会
に
入
っ
て
来
た
一

人
の
騎
士
が
こ
れ
を
見
て
急
い
で
歩
み
寄
り
、
そ
の
手
袋
の
代
償
と
し
て
多
額
の
金き

ん
す子

を
老
人
に
や
っ
た
。
そ
の
後
騎
士
は
そ
の
手
袋

を
冑

か
ぶ
と

飾
り
と
し
て
己お

の

が
冑
に
し
っ
か
と
付
け
、
聖
地
へ
と
出
征
、
か
の
地
で
雄
雄
し
く
闘
っ
た
。
手
袋
は
護
符
の
よ
う
に
彼
を
守
護
し

た
の
で
、
無
事
に
故
国
へ
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
来
騎
士
は
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
手
袋
を
紋
章
に
描
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
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神
の
嘉よ

み

し
た
も
う
聖
な
る
生
涯
を
送
っ
た
信
心
深
い
方
伯
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
行
い
と
奇
蹟
は
数
数
の
書
物
に
ぎ
っ
し
り
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
は
死
後
聖
人
に
列
せ
ら
れ
た
。

四
六
六
　
聖デ

ア
・
ハ
イ
リ
ゲ

者
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

い
と
も
若
年
に
し
て
も
う
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
の
支
配
権
を
継
承
し
た
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（

（10
（

は
敬け

い
け
ん虔

か
つ
善
良
、
そ
の
気
象
は
配
偶

の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
崇
高
な
性
格
と
お
お
か
た
の
こ
と
で
一
致
し
た
。
ま
た
妻
に
対
し
て
黄
金
の
ご
と
く
誠
実
を
守
り
、
誘
惑
に
駈か

ら

れ
て
不
貞
を
働
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
掛
け
て
は
あ
の
頃
も
当
節
と
違
い
は
な
く
、
よ
り
ご
立
派
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
だ
が
。
温
良
篤
信
で
は
あ
っ
て
も
こ
の
君
侯
は
法
の
守
護
者
と
し
て
は
峻
厳
で
あ
り
、
常
日
頃
細
民
ら
を
擁
護
、
慰い

し
ゃ藉

を
与

え
た
。
あ
る
貧
し
い
小
間
物
行
商
人
が
自
由
通
行
権（

（10
（

を
申
請
す
る
と
、
こ
れ
を
下
付
し
た
ば
か
り
か
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
全
て
の
市

町
村
で
関
税
免
除（

（10
（

に
し
て
や
っ
た
。
そ
し
て
「
そ
ち
は
自
分
の
小
間
物
を
い
く
ら
と
見
積
も
る
な
」
と
に
こ
や
か
に
訊た

ず

ね
た
。
小
間
物

屋
が
「
殿
、
十
シ
リ
ン
グ（

（10
（

で
ご
ざ
い
ま
す
、
一
切
合
財
で
」
と
答
え
る
と
、「
さ
よ
う
か
」
と
方
伯
。「
そ
れ
で
は
協
同
で
商
い
を
い
た

そ
う
で
は
な
い
か
。
そ
ち
に
は
十
シ
リ
ン
グ
分
の
品
物
が
あ
る
。
余
は
現
金
で
十
シ
リ
ン
グ
出
す
。
そ
ち
は
商
い
に
努
め
る
。
で
、
儲も

う

け
が
出
た
ら
余
は
半
分
貰も

ら

う
。
そ
ち
が
損
を
し
た
ら
、
余
は
そ
の
分
を
償ま

ど

う
て
や
る
」。
恩
恵
を
授
か
っ
た
男
は
欣
然
と
し
て
旅
に
出

た
。
商
売
は
繁
盛
、
結
構
な
利
益
が
上
が
る
と
、
正
直
に
勘
定
を
付
け
た
。
品
物
の
仕
込
み
も
ま
す
ま
す
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
全
部
を
自
分
の
背
で
運
ぶ
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
り
、
驢ろ

ば馬
を
一
頭
手
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
を
連
れ
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
ま
で
脚
を

伸
ば
し
、
か
の
地
で
硝ガ

ラ
ス子

類
、
金
属
器
具
、
象ぞ

う
げ牙

製
品
、
珊さ

ん
ご瑚

細
工
、
さ
て
は
ま
た
指ゆ

び
わ環

、
真
珠
、
宝
石
と
い
っ
た
値
打
物
を
買
っ
た

り
交
換
し
た
り
で
手
に
入
れ
、
再
び
故
郷
に
引
き
返
す
と
、
ド
イ
ツ
の
都
市
か
ら
都
市
へ
と
行
商
し
て
歩
い
た
。
こ
う
し
て
司
教
の
お
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膝
元
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク（

（10
（

に
も
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
金
を
払
わ
ず
に
物
を
せ
し
め
る
の
が
好
き
と
い
う
数
人
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
騎
士
が

件く
だ
んの

豊
か
な
小
間
物
に
目
を
附
け
た
。
彼
ら
は
道
中
で
積
荷
ご
と
驢
馬
を
没
収
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
発
行
の
自
由
通
行
証
も
行
商

人
が
身
に
着
け
て
い
た
方
伯
の
お
仕
着
せ
も
尊
重
し
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
小
間
物
行
商
人
は
し
ょ
ん
ぼ
り
と
帰
郷
、
殿
様
に
こ
の
不

法
行
為
を
訴
え
る
と
、
方
伯
は
言
っ
た
。「
ま
あ
待
っ
て
お
れ
、
相
棒
、
余
は
き
っ
と
我
ら
の
驢
馬
と
品
物
を
取
り
戻
し
て
み
せ
る
」。

そ
し
て
た
だ
ち
に
部
下
の
将
兵
に
出
動
を
命
じ
、
即
時
〔
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
〕
司
教
に
私フ

ェ
ー
デ闘

を
宣
言
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に
さ
な
が
ら

雹ひ
ょ
う
ら
ん嵐

の
ご
と
く
突
入
し
─
─
た
め
に
も
ち
ろ
ん
数
多
く
の
無む

こ辜
の
民
が
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
─
─
、
司

教
に
「
余
は
余
の
驢
馬
を
捜
索
中
な
り
」
と
伝
え
た
。
か
く
し
て
例
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
騎
士
た
ち
は
─
─
以
前
こ
の
連
中
の
先さ

き
が駈

け
と

も
い
う
べ
き
あ
の
御
仁
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
伯
父
に
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
返
却
し
た
よ
う
に（

（10
（

─
─
驢
馬
と
商
品
を
返
却
し
、
更
に
方
伯
お
よ
び
司

教
の
臣
下
に
損
害
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
方
伯
は
大
商
人
た
ち
に
関
わ
る
案
件
で
も
─
─
臣
下
の
大
商
人
た
ち
が
拘
留
さ
れ
た
の
で
─
─
軍
を
率
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
進

攻
、
か
の
地
で
ル
ブ
シ
ュ
城（

（10
（

を
占
領
、
破
却
し
た
こ
と
が
あ
る
。

方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
妹
ア
グ
ネ
ス
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
と
結
婚
し
た
時
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
は
義
兄
へ
の
珍
奇
な
贈
り
物
と
し
て

一
頭
の
生
き
た
巨
大
な
獅ラ

イ
オ
ン子

を
土
産
に
持
参
し
た
。
こ
の
獅ラ

イ
オ
ン子

は
、
当
節
狐
な
ど
を
そ
う
す
る
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
の
中
庭

で
養
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
早
暁
こ
ん
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
方
伯
が
─
─
祈
り
を
捧
げ
る
た
め
か
、
清す

が
す
が清

し

い
黎れ

い
め
い明

を
楽
し
む
た
め
か
─
─
軽
羅
を
纏ま

と

っ
た
だ
け
の
全
く
の
丸
腰
で
中
庭
に
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
、
か
の
恐
ろ
し
い
獅ラ

イ
オ
ン子

が
の
ん
び

り
自
由
の
身
で
不
意
に
方
伯
の
前
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
番
人
が
迂う

か
つ闊

に
も
檻お

り

の
扉
に
ち
ゃ
ん
と
錠
を
下
ろ
し
て
お
か
な
か
っ
た
の

で
、
獅ラ

イ
オ
ン子

は
こ
れ
ま
た
、
清
清
し
い
大
気
を
味
わ
お
う
、
か
な
ん
か
で
外
へ
出
て
来
た
し
だ
い
。
尊
貴
な
両
者
─
─
片
や
百
獣
の
王
、

片
や
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
─
─
は
相
対た

い
じ峙

し
て
、
互
い
に
見
交
わ
す
顔
と
顔
と
な
っ
た
が
、
方
伯
が
毅き

ぜ
ん然

た
る
勇
気
を
示
し
、
拳
骨
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を
相
手
に
振
り
付
け
、
き
つ
く
怒
鳴
り
つ
け
た
。
す
る
と
獅ラ

イ
オ
ン子

は
び
っ
く
り
仰
天
、
地
面
に
這は

い
つ
く
ば
り
、
尻
尾
を
パ
タ
パ
タ
振
っ

た
。
主
君
の
叫
び
に
辺
り
は
騒
然
と
な
り
、
獅ラ

イ
オ
ン子

が
よ
く
馴
染
ん
で
い
る
番
人
が
駈か

け
つ
け
て
、
猛
獣
を
檻
に
戻
し
た
。
─
─
こ
れ

は
、
方
伯
が
約
束
の
地
〔
＝
聖
地
＝
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
〕
へ
の
渡
航
を
企
て
、
遂
に
帰
還
す
る
こ
と
は
な
く
、
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
大

層
な
苦
悩
、
不
幸
が
始
ま
っ
た
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

四
六
七
　
ゾ
フ
ィ
ー
ア
の
手
袋

方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
聖
地
へ
向
か
う
途
次
没
し
、
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
が
そ
の
子
ど
も
ら
も
ろ
と
も
義
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ（

（11
（

に
よ
り
恥
知
ら
ず
に
も
追
放
さ
れ
（
だ
か
ら
と
い
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
が
そ
の
後
盛
運
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
人
も

配
偶
者
を
持
っ
た
の
に
嗣
子
無
し
に
終
わ
っ
た
の
で
）、
そ
れ
か
ら
彼
自
身
も
物
故
し
て
し
ま
う
と
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン

邦
の
主
権
を
争
っ
て
一
大
抗
争
が
勃
発
し
た
。
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
長
女
ゾ
フ
ィ
ー
ア
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
に
嫁
い
で
お
り
、
公
と
の

間
に
子
息
が
一
人
あ
っ
た
が
、
既
に
寡か

ふ婦
と
な
っ
て
い
た
。
彼
女
は
い
と
け
な
い
子
息
の
た
め
に
彼
女
の
母
堂
が
受
け
継
ぐ
べ
き
だ
っ

た
遺
領
を
正
当
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
聖デ

ア
・
ハ
イ
リ
ゲ

者
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
の
姉
の
一
人
ユ
ッ
タ（

（11
（

は
マ
イ
セ

ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯
を（

（11
（

配
偶
と
し
て
い
た（

（11
（

の
で
あ
る
が
、
こ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
自
分
と
自
分
の
嗣
子
の
た
め
に
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
邦
を
既
に
領
有
し
て
し
ま
っ
た
。
ゾ
フ
ィ
ー
ア
は
ヘ
ッ
セ
ン
邦
に
赴
き
、
強
力
な
支
持
者
を
獲
得
し
た
。
加
え
て
神
聖
ロ
ー
マ

皇
帝
空
位
時
代
で
あ
り（

（11
（

、
こ
れ
に
乗
じ
て
擾じ

ょ
う
ら
ん乱

し
き
り
。
特
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
は
そ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
で
和
議
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交
渉
に
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ゾ
フ
ィ
ー
ア
が
み
ず
か
ら
現
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
後
選
出
さ
れ
る
神
聖

ロ
ー
マ
皇
帝
が
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
の
息
女
の
子
息
な
い
し
姉
の
子
息
の
い
ず
れ
が
方
伯
領
相
続
に
よ
り
権
利
を
有
す
る
か
、
決
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定
す
る
に
委
せ
よ
う
、
と
双
方
意
見
が
一
致
し
そ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
主し

ゅ
め
の
か
み

馬
頭
ヘ
ル
ヴ
ィ
ー
ク
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ロ
ー
ト
ハ
イ
ム（

（11
（

な

ら
び
に
幾
人
か
の
他
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
貴
族
ら
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高
貴
伯
に
向
か
っ
て
こ
う
進
言
し
た
。「
殿
、
過
分
の
お
約
束
は

ご
無
用
。
さ
よ
う
な
こ
と
で
す
と
、
殿
は
片
足
を
天
に
、
も
う
片
足
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
に
置
く
こ
と
に
な
ら
れ
ま
す
る
ぞ
。
片
足
を

天
か
ら
下
ろ
し
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
を
両
足
揃そ

ろ

え
て
お
踏
ま
え
に
な
ら
ね
ば
」。
─
─
そ
こ
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
改
め
て
熟
考
を
、
と

退
席
、
そ
の
後
聖
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
肋
骨
に
か
け
て
二
十
人
の
宣
誓
補
助
人（

（11
（

と
と
も
に
、
余
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
領
有
権
を
持

つ
、
と
誓
っ
た
。
そ
こ
で
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
は
怒
り
の
涙
を
流
し
、
片
方
の
手
袋
を
外
す
と
、
こ
れ
を
空
高
く
抛ほ

う

り
上
げ
て
叫
ん
だ
。

「
取
る
が
よ
い
、
あ
ら
ゆ
る
正
義
の
敵
た
る
汝

な
ん
じ

─
─
汝
と
申
す
は
悪
魔
め
の
こ
と
、
汝
こ
の
手
袋
を
取
れ（

（11
（

。
更
に
ま
や
か
し
者
の
相
談

役
ど
も
皆
も
な
」。
こ
の
手
袋
は
再
び
空
か
ら
落
ち
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
か
の
相
談
役
た
ち
や
宣
誓
補
助
人
ら
の
い
ず
れ
も
が

ま
と
も
な
死
に
方
を
し
な
か
っ
た
そ
う
な
。
彼
ら
が
聖
な
る
遺
骨
を
冒ぼ

う
と
く瀆

し
、
あ
の
よ
う
な
誓
い
を
立
て
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て

救
い
よ
う
の
な
い
戦
役
が
勃
発
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
全
土
が
破
滅
し
た
。
あ
る
時
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
は
再
び
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
入
市
し
よ

う
と
し
た
が
、
市
門
は
開
か
れ
な
か
っ
た（

（11
（

。
そ
こ
で
公
妃
は
斧お

の

を
手
に
取
り
、
ゲゲ

オ
ル
ゲ
ン
ト
ー
ア

オ
ル
ク
門
の
柏か

し
わ

で
で
き
た
門
扉
に
数
度
打
ち
込
ん
だ

の
で
、
そ
の
傷
痕
は
二
百
年
後
に
至
っ
て
も
ま
だ
見
ら
れ
た
。
こ
の
戦
役
で
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
の

美
し
い
古
城
ミ
ッ
テ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
お
よ
び
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
周
辺
の
他
の
数
城
を
破
却
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
忠
誠
か
つ
法
律
に
通

じ
た
あ
る
市
参
事
─
─
そ
の
名
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ェ
ル
ス
バ
ハ（

（11
（

─
─
が
頑
強
に
彼
に
逆
ら
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
虜と

り
こ囚

に
す
る
と
、
大

き
な
投
石
機
を
用
い
て
空
中
高
く
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
へ
と
投
げ
込
ん
だ
。
弩ど

ほ
う砲

か
ら
舞
い
上
が
っ
た
こ
の
男
は
高
潔
に
も
な
お
「
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
は
ど
う
し
た
っ
て
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
子
ど
も
の
も
ん
だ
あ（

（12
（

」
と
叫
び
、
そ
れ
は
だ
れ
に
も
聞
こ
え
た
。
─
─
戦
役
は
九
年
間
に
も

亘わ
た

っ
て
続
い
た（

（12
（

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
戦
争
な
ど
し
な
く
て
も
一
致
し
得
た
で
あ
ろ
う
結
果
、
す
な
わ
ち
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
ヘ
ッ
セ

ン
の
分
け
合
い
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
は
ゾ
フ
ィ
ー
ア
の
子
息
─
─
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
子
ど
も
─
─
に
帰
属
、
従
っ
て
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こ
の
人
が
初
代
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
、
以
降
の
ヘ
ッ
セ
ン
の
君
主
全
て
の
始
祖
と
な
っ
た
。
一
方
何
人
も
の
子
息（

（12
（

の
い
た
高
貴
伯
ハ
イ
ン
リ

ヒ
は
、
自
分
と
次
男
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
た
め
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
を
保
持
、
総
領
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
を
与
え

た
。

四
六
八
　
頬
に
嚙か

み
つ
く

ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯
の
子
息
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト（

（12
（

は
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
息
女
マ
ル
ガ
レ
ー
テ（

（12
（

を
妃
に
迎
え
た
。
か
く
し
て
長
く

続
い
た
戦
争
の
騒
乱
の
後
漸よ

う
やく

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
祝
祭
の
さ
ん
ざ
め
き
が
反
響
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
う
ら
若
き
方
伯
妃
は
夫
に

何
人
も
の
子
息
を
与
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
美
し
い
女
官
と
い
う
形
で
家
に
不
幸
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
乙
女
は
辺
境
伯
に

し
て
方
伯
の
大
の
お
気
に
入
り
と
な
り
、
そ
れ
が
い
や
増
す
内
、
と
う
と
う
不
義
の
両
人
は
卑
劣
な
裏
切
り
を
計
画
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ

を
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
。
城
の
驢ろ

ば馬
を
使
役
し
て
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
町
か
ら
諸
種
の
必
需
品
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
へ
運
び
上
げ
る
下
僕
が

秘
か
に
命
じ
ら
れ
、
化
け
物
の
装
い
を
し
て
夜
方
伯
妃
の
部
屋
に
入
り
込
み
、
彼
女
の
頸く

び

を
折
る
こ
と
に
な
っ
た
。
男
は
だ
れ
に
も
こ

の
企
み
を
洩
ら
さ
な
い
、
と
誓
わ
さ
れ
も
し
た
。
し
か
し
下
僕
は
良
心
に
苛さ

い
な

ま
れ
、
た
だ
も
う
優
し
い
奥
方
と
敬
う
ば
か
り
の
、
宮
廷

で
は
ご
く
下
っ
端
の
自
分
の
よ
う
な
下
僕
風
情
に
も
に
こ
や
か
に
挨
拶
し
て
く
れ
る
、
何
の
罪
も
な
い
無
防
備
な
女
性
を
、
寝
入
っ
て

い
る
時
に
殺
害
す
る
な
ど
と
い
う
非
道
極
ま
る
言
語
道
断
の
所
業
を
や
っ
て
の
け
ら
れ
よ
う
と
は
思
え
ず
、
長
い
こ
と
た
め
ら
い
、
と

つ
お
い
つ
考
え
続
け
た
。
こ
れ
に
気
付
い
た
方
伯
は
あ
る
晩
遠
回
し
に
、
し
か
し
厳
し
く
「
そ
の
ほ
う
、
余
が
指
図
し
た
刈
り
入
れ
は

済
ま
せ
た
か
」
と
詰
問
し
た
。
狼ろ

う
ば
い狽

し
た
下
僕
は
「
殿
、
済
ま
せ
る
つ
も
り
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
応
え
た
。
そ
し
て
内
心
「
こ
う
し
な

け
り
ゃ
な
ら
ん
─
─
神
の
思お

ぼ

し
召
し
の
ま
ま
に
」
と
考
え
た
。
さ
て
夜
も
更
け
渡
る
と
、
男
は
方
伯
妃
が
た
っ
た
独
り
で
眠
っ
て
い
る
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寝
室
に
入
り
、
寝
台
の
傍
ら
に
跪

ひ
ざ
ま
ずき

、「
奥
方
様
、
命
ば
か
り
は
お
助
け
く
だ
さ
い
ま
し
」
と
呼
び
掛
け
た
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
び
っ

く
り
し
て
目
を
覚
ま
し
、「
だ
れ
じ
ゃ
、
そ
ち
は
何
者
じ
ゃ
」
と
訊た

ず

ね
た
。
─
─
そ
こ
で
下
僕
が
洗
い
ざ
ら
い
打
ち
明
け
る
と
、
方
伯

妃
は
こ
の
上
も
な
く
愕
然
と
し
た
が
、
気
を
引
き
締
め
て
「
急
い
で
家か

れ
い令

の
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
ル（

（12
（

ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
グ
ラ
を
こ
こ

へ
呼
ん
で
ま
い
れ
」
と
言
っ
た
。
下
僕
が
言
わ
れ
た
通
り
に
し
て
い
る
間
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
臥ふ

し
ど床

か
ら
跳
び
起
き
、
急
い
で
身
仕

舞
い
を
し
た
。
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
が
参
上
す
る
と
、
奥
方
は
激
し
く
涙
を
流
し
な
が
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
問
う
た
。
そ
こ
で
フ
ォ

ン
・
ヴ
ァ
ル
グ
ラ
は
「
お
運
び
に
な
れ
る
宝
飾
品
と
金き

ん
す子

を
お
纏ま

と

め
く
だ
さ
い
」
と
手
短
に
告
げ
、
次
い
で
ご
く
秘ひ

そ

や
か
に
奥
方
の
女

官
頭が

し
らと

女
官
の
一
人
を
起
こ
し
た
。
彼
女
た
ち
は
急
い
で
寝
間
着
と
敷
布
を
長
く
帯
状
に
切
り
、
こ
れ
ら
を
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
主
塔
の
脇
に
あ
る
彩
色
さ
れ
た
館
─
─
こ
こ
に
彼
女
の
息
子
た
ち
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
デ
ィ
ー
ツ

マ
ン
が
や
す
ん
で
い
た
─
─
へ
上
が
っ
て
行
き
、
彼
ら
の
寝
台
に
身
を
投
げ
る
と
、
熱
い
涙
を
降
り
注
ぎ
つ
つ
二
人
に
接く

ち
づ
け吻

し
、
愛
し

さ
と
激
し
い
苦
悩
が
こ
み
あ
げ
る
ま
ま
長
男
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
片
頬
に
血
が
出
る
ほ
ど
に
嚙
み
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
番
目
に
も
覆

い
被
さ
り
、
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従
が
こ
れ
を
押
し
留と

ど

め
た
。
す
る
と
彼
女
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
「
わ
ら
わ

は
、
こ
の
子
た
ち
が
生
涯
こ
の
別
れ
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
徴し

る
し

を
附
け
た
い
の
で
す
」
と
言
い
、
子
息
た
ち
─
─
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
三
歳
、

デ
ィ
ー
ツ
マ
ン
は
一
歳
半
─
─
に
心
か
ら
辛
い
辛
い
別
れ
を
告
げ
、
例
の
下
僕
と
二
人
の
婦
人
と
と
も
ど
も
現
在
の
騎リ

ッ
タ
ー
ハ
ウ
ス

士
の
館
─（

（12
（

─
こ

れ
は
城
の
外
郭
に
あ
り
、
今
は
司
令
官
の
宿
舎
に
な
っ
て
い
る
─
─
沿
い
の
歩
廊
に
あ
る
窓
の
一
つ
か
ら
出
て
、
暗
夜
を
幸
い
高
く
険

し
い
城
壁
を
吊
り
下
ろ
し
て
も
ら
い
、
更
に
こ
ご
し
い
巖い

わ
や
ま山

を
攀よ

じ
降
り
、
逃
げ
延
び
た
。
そ
れ
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
広
大
な
森
を

夜
も
す
が
ら
抜
け
、
白
白
明
け
に
ザ
ル
ツ
ン
グ
近
郊
の
ク
ラ
イ
ン
ベ
ル
ク
城（

（12
（

に
辿た

ど

り
着
い
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿

た
ち
に
帰
属
し
て
い
た
が
、
当
時
は
半
ば
が
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
長
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
城
の
者
は
一
行
を
迎
え
入
れ
、
そ
れ

か
ら
フ
ル
ダ
な
る
修
道
院
長
の
許も

と

へ
護
衛
を
付
け
て
送
り
届
け
た
。
修
道
院
長
は
皇
妃
の
尚エ

ル
ツ
カ
ン
ツ
ラ
ー

書
長
官
だ（

（12
（

っ
た
の
で
、
皇
帝
の
姫
君
を
こ
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の
上
も
な
く
鄭て

い
ち
ょ
う重

に
も
て
な
し
、
護
衛
を
付
け
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
あ
る
女
子
修
道
院
に
送
り
届
け
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
も
う
そ
の

翌
年
懊お

う
の
う悩

心
痛
の
た
め
死
去
し
た
。

四
六
九
　
嚙か

ま
れ
傷
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
洗
礼
騎
行

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ろデ

ア
・
エ
ン
ト
ア
ル
テ
テ

く
で
な
し
方
伯
の
不
実
極
ま
る
所
業
の
結
果
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

に
い
か
な
る
闘
争
、
戦
役
、
不
幸
が
起

こ
っ
た
か
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
な
ぜ
な
ら
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
子
息
た
ち
は
、
成
年
に
達
す
る
と
父
親
に
刃
向
か

い
、
父
親
も
子
息
た
ち
に
戦
端
を
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。
方
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
そ
の
寵
妾
と
結
婚
、
邦
を
正
当
な
子
息
た
ち
か
ら
取

り
上
げ
、
私
生
児
の
ア
ピ
ッ
ツ（

（12
（

に
授
け
よ
う
と
し
た
。
一
度
は
長
子
を
虜と

り
こ囚

と
し
て
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
の
塔
に
長
い
こ
と
閉
じ
込
め

さ
え
し
た
が
、
彼
は
結
局
秘
か
に
助
け
出
さ
れ
た
。
と
う
と
う
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
全
邦
を
皇
帝
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ

ン
・
ナ
ッ
サ
ウ（

（13
（

に
二
万
銀
マ
ル
ク
で
売
り
渡
し
た
。
若
い
辺
境
伯
ら
〔
＝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
た
ち
〕
は
騎
士
階
級
総す

べ

て
と
と
も
に
皇
帝
に

対
抗
、
こ
う
し
て
苛
烈
な
戦
乱
が
新
た
に
幾
つ
も
勃
発
、
皇
帝
軍
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
略
奪
暴
行
の
限
り
を
尽
く
し
た
。
こ
う
し
た

軍
勢
の
一
部
が
ラ
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
で
修
道
院
を
破
却
し
、
修
道
女
た
ち
を
辱

は
ず
か
しめ

、
そ
の
報
復
と
し
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
ヘ
ッ
セ
ン
の

人
人
に
去
勢
さ
れ
た
顚て

ん
ま
つ末

を
歌
っ
た
古
謡
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
こ
う
す
る
内
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
寵
妾
ク
ン
ネ
・
フ
ォ

ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク（

（13
（

が
死
に
、
そ
の
子
ア
ピ
ッ
ツ
も
同
年
母
の
後
を
追
っ
た
。
す
る
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
息
子
た
ち
へ
の
面
当
て
に

ア
ル
ン
ス
ハ
ウ
ク
伯
の
裕
福
な
寡か

ふ婦
ア
ー
デ
ル
ハ
イ
ト
と
で
き
る
だ
け
早
く
結
婚
し
た
。
こ
の
寡
婦
に
は
娘
が
一
人
い
る
だ
け
、
名
を

エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
い
い
、
こ
ち
ら
は
父
親
の
城
に
留
ま
っ
て
い
た
。
齢と

し

は
十
四
、
大
層
淑
や
か
で
優
雅
な
乙
女
だ
っ
た
。
頬
に
嚙
ま
れ

傷
の
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ（

（13
（

は
こ
の
娘
に
一
目
惚
れ
し
、
暫し

ば
ら

く
す
る
と
不
意
に
拐か

ど
わ

か
し
て
ゴ
ー
タ
に
あ
る
自
城
、
要
害
堅
固
な
グ
リ
ン
メ
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ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
連
れ
て
行
き
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
を
妻
に
迎
え
た
い
、
と
継
母
に
手
紙
を
書
い
た
。
な
に
せ
、
そ
の
身
が
既
に
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
の
手
中
に
あ
る
こ
と
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
の
結
婚
が
拒
ま
れ
よ
う
は
ず
も
な
く
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
か
く
し
て
両
親
の
義

理
の
息
子
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
抗
争
や
戦
い
が
延
延
と
続
く
妨
げ
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
の
間
に

ハ
イ
ン
リ
ヒ
高
貴
伯
の
築
い
た
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
抑
え
城
ク
レ
ン
メ（

（13
（

は
破
壊
さ
れ
、
聖フ

ラ
ウ
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
教
会
の
美
し
い
二
つ
の
鐘
楼
は
鐘
を
奪
わ
れ
た

あ
げ
く
、
引
き
倒
さ
れ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
か
ら
、
内
応
す
る
、
と
の
通
信
を
受
け
、

た
っ
た
十
五
人
の
豪
の
者
を
引
き
連
れ
た
だ
け
で
、
城
近
く
の
谷
の
傍
に
あ
る
樹
木
に
覆
わ
れ
巖い

わ

に
囲
ま
れ
た
洞ほ

ら

─
─
こ
れ
は
今
日
な

お
「
方ラ

ン
ト
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ

伯
の
洞
窟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
─
─
に
一
旦
身
を
潜
め
、
そ
れ
か
ら
城
山
を
攀よ

じ
登
り
、
城
の
搦か

ら

め
手
─
─
現
在
塔
が
立
っ

て
い
る
─
─
に
達
し
た
。
こ
こ
に
は
既
に
何
人
か
の
兵
が
待
っ
て
い
て
、
一
同
が
城
壁
を
越
え
る
の
に
手
を
貸
し
た
。
か
く
し
て
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
は
血
を
見
る
こ
と
な
く
父
親
を
捕
ら
え
、
エ
ア
フ
ル
ト
に
送
っ
た
。
た
だ
し
方
伯
妃
の
方
は
城
の
義
理
の
息
子
の
許も

と

に
留

ま
り
、
婿
殿
は
若
い
奥
方
を
急
い
で
呼
び
寄
せ
た
。
し
か
し
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
こ
そ
占
拠
し
た
も
の
の
、
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
邦
を
手
に
入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
邦
は
ま
だ
父
親
な
い
し
こ
れ
を
金
で
買
っ
た
皇
帝
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
の
市
民
で
す
ら
若
い
方
伯
と
関
わ
り
を
持
ち
た
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
ひ
し
ひ
し
と

包
囲
さ
れ
、
猛
攻
を
受
け
た
。
城
の
ぐ
る
り
一
円
に
は
小
規
模
の
望
楼
、
堡
塁
、
哨
所
の
類た

ぐ
い

が
幾
つ
も
幾
つ
も
作
ら
れ
、
城
と
外
部
の

交
通
は
悉

こ
と
ご
とく

遮
断
さ
れ
た
─
─
城
方
に
と
っ
て
最
も
困
っ
た
こ
と
が
こ
れ
。
と
い
う
の
も
、
い
く
ら
攻
撃
を
重
ね
て
も
城
は
び
く
と
も

せ
ず
、
投
石
機
を
用
い
て
も
大
し
た
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
は
敵
陣
全
て
の
遙
か
高
み
に
屹き

つ
り
つ立

し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
ん
な
時
期
若
い
奥
方
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
で
女
の
子
を
出
産
し
た
。
と
こ
ろ
が
城
塞
に
は
司
祭
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
こ
の
子
に
洗
礼
を
施
す
に
は
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
思
案
投
げ
首
。
な
に
し
ろ
そ
の
頃
に
は
、
聖
職
者
の
祝
福
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
、
ご
当
節
の
よ
う
に
、
神
聖
な
洗
礼
式
の
挙
行
を
、
ま
あ
し
か
た
な
い
や
、
と
ば
か
り
四
週
間
か
ら
六
週
間
、
場
合
に
よ
っ
て
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は
そ
れ
以
上
も
引
き
延
ば
し
、
の
ん
び
り
構
え
て
い
る
な
ん
て
い
う
慣
わ
し
は
な
か
っ
た
の
で
。
果
断
で
な
に
ご
と
も
即
決
を
好
ん
だ

方
伯
は
、
嬰え

い
じ児

を
抱
い
た
乳
母
を
馬
に
乗
せ
、
大
胆
不
敵
な
兵

つ
わ
も
のを

十
二
人
選
抜
、
騎
馬
で
城
山
を
降
り
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
町
を
迂う

か
い回

、

ガ
ウ
ル
ア
ン
ガ
ー（

（13
（

を
通
過
、
ゼ
ン
ゲ
ル
川バ

ッ
ハ

を
越
え
た
。
こ
の
時
漸よ

う
やく

哨
兵
が
一
行
の
馬
蹄
の
音
を
聴
き
つ
け
、
警
報
を
吹
鳴
し
た
。
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
と
部
下
た
ち
は
谷
間
の
道
沿
い
に
テ
ン
ネ
ベ
ル
ク（

（13
（

へ
向
か
っ
て
馬
を
疾
駆
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
乳
母
が
、
乗
っ
て

い
た
小
さ
い
側ツ

ェ

ル

タ

ー

対
歩
馬
を（

（13
（

跑だ
く
あ
し足

に
戻
し
、
騎
手
た
ち
を
傍
に
並
ば
せ
た
。
子
ど
も
は
泣
き
わ
め
い
て
い
る
。
方
伯
は
乳
母
の
横
に
駒

を
留と

ど

め
、「
い
か
が
い
た
し
た
。
そ
ち
は
な
ぜ
急
が
ぬ
。
子
ど
も
は
ど
う
し
た
の
だ
。
黙
ら
せ
よ
」
と
言
っ
た
。「
御
前
様
」
と
乳
母
。

「
御お

こ子
は
お
乳
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
黙
り
に
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
お
乳
を
吸
わ
せ
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
」。
す

る
と
方
伯
は
部
下
た
ち
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。「
者
ど
も
、
止
ま
れ
。
急
ぎ
の
旅
で
は
あ
る
が
こ
の
間か

ん

余
の
娘
に
何
一
つ
不
自
由
は
さ

せ
ぬ
ぞ
。
た
と
え
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦
を
失
お
う
と
も
な
」。
─
─
そ
こ
で
、
も
し
敵
勢
が
接
近
し
た
ら
、
生
死
を
賭
し
て
子
ど
も

と
乳
母
を
守
ろ
う
と
、
全
員
が
乳
母
の
周
り
に
集
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
敵
は
追
跡
を
止
め
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
そ
れ
ま
で
追
っ
て
来

る
馬
蹄
の
響
き
を
ほ
ぼ
二
哩マ

イ
ル

後
ろ
に
絶
え
ず
耳
に
し
て
い
た
の
だ
が
。
か
く
し
て
騎
馬
の
一
隊
は
子
ど
も
・
乳
母
と
も
ど
も
無
事
に

テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
に
辿た

ど

り
着
き
、
城
近
く
に
あ
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
の
院
長
が
呼
び
に
や
ら
れ
、
息
女
に
洗
礼
を
施
し
、
母

親
に
因ち

な

ん
で
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
命
名
し
た
。
そ
の
後
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
救
援
を
受
け
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
必
需
品
を
た
っ
ぷ
り
補

給
、
攻
囲
軍
を
果
敢
に
防
ぎ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
た
ち
、
殿
た
ち
を
悉

こ
と
ご
とく

味
方
に
付
け
た
。
そ
こ
で
皇
帝
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
激

怒
し
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
に
再
び
軍
勢
を
率
い
て
侵
入
、
同
時
期
ス
イ
ス
を
制
圧
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
強
権
を
振
る
お
う
と
考

え
た
。
す
る
と
彼
の
全
て
の
意
図
が
実
の
甥
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
の
弑し

ぎ
ゃ
く逆

の
凶
手
に
よ
っ
て
挫く

じ

か
れ
る
と
い
う
不
測
の
事
態

が
起
こ
っ
た（

（13
（

。
そ
し
て
そ
の
後
こ
の
邦
は
頬
に
嚙
ま
れ
傷
の
あ
る
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
─
─
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
と
の
添
え
名
も
あ
る（

（13
（

─
─
の
お

蔭か
げ

で
安
穏
な
平
和
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。
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四
七
〇
　
神
秘
劇

こ
う
し
て
平フ

リ
ー
デ和

と
喜フ

ロ
イ
デび

が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
、
と
り
わ
け
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
も
ま
た
立
ち
戻
っ
て
長
い
年
月
が
過
ぎ
た
。
こ
の
町
は

以
前
ま
こ
と
に
情
け
な
い
有
様
で
、
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
に
は
半
肘エ

レ尺
も
草
が
生
い
繁
っ
て
い
た
も
の
だ
が
、〔
泰
平
の
世
に
な
っ
た
の
で
、〕
ド

ミ
ニ
コ
会
修
道
士
た
ち
は
当
時
の
慣
わ
し
に
従
い
、
主し

ゅ

の
憐あ

わ

れ
み
の
日
曜
日（

（13
（

の
前
の
晩
、
こ
こ
で
神
秘
劇
を
上
演
し
た
。
こ
れ
は
芝
居

も
し
、
唄
も
歌
う
演
劇
で
、
演
じ
ら
れ
る
舞
台
は
跣せ

ん
そ
く足

修
道
士（

（14
（

の
修
道
院
と
聖ザ

ン
ク
ト
・
ゲ
オ
ル
ゲ
ン

ゲ
オ
ル
ク
教
会
の
間
だ
っ
た
。
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ（
（14
（

と
そ
の
宮
廷
全
員
お
よ
び
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
最
も
名
望
あ
る
市
民
た
ち
が
観
客
と
な
っ
た
。
舞
台
は
前
景
と
そ
れ
よ
り
も
高
い
背
景
に

分
か
れ
、
ま
ず
後
者
に
天
界
の
人
人
─
─
キ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ア
、
天
使
た
ち
、
天
使
の
合
唱
隊
が
登
場
し
て
演
技
し
た
。
叙

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ

唱
で
行

わ
れ
る
語
り
お
よ
び
合
唱
は
あ
る
い
は
ラ
テ
ン
語
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
語
で
起
草
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
合
唱
は
概お

お
む

ね
諸
教
会
で
一
般

的
な
交

ア
ン
テ
ィ
フ
ォ
ナ

誦
と
応レ

ス
ポ
ン
ソ
リ
ウ
ム

答
歌
で
構
成
。
キ
リ
ス
ト
の
「
偉
大
な
る
尊
さ
」
へ
と
招
く
天
使
た
ち
を
先
触
れ
と
し
て
キ
リ
ス
ト
が
登
場
。
十
人

の
乙
女
た
ち（

（14
（

が
前
景
に
出
で
立
ち
、
天
使
た
ち
は
彼
女
ら
に
「
ま
こ
と
の
信
仰
の
た
め
に
燃
え
る
洋ラ

ン
プ灯

を
携
え
る
よ
う（

（14
（

」
命
じ
、
神
の

召
命
を
遂
行
し
て
、
退
場
。
乙
女
た
ち
は
利
巧
な
五
人
と
愚
か
な
五
人
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
に
耽
る
。
利
巧
な
乙
女
ら
は
信
心

深
く
、
愚
か
な
乙
女
ら
は
浮
き
世
の
快
楽
を
満
喫
し
よ
う
と
。
そ
れ
か
ら
後
者
ら
は
い
か
に
も
楽
し
げ
に
踊
り
な
が
ら
退
場
。
利
巧
な

乙
女
ら
の
一
人
が
姉
妹
た
ち
に
信
仰
の
励
み
に
な
る
言
葉
を
語
り
聞
か
せ
て
い
る
内
に
、
片
方
の
袖
幕
が
下
り
る
。
と
、
愚
か
な
乙
女

た
ち
が
宴
席
の
傍
ら
で
眠
り
こ
け
て
い
る
場
面
と
な
る
。
し
か
し
彼
女
ら
の
一
人
が
、
起
き
て
、
と
声
を
掛
け
る
。
一
方
利
巧
な
乙
女

た
ち
は
携
え
て
い
る
洋ラ

ン
プ灯

に
油
を
満
た
し
、
点
火
す
る
。
す
る
と
利
巧
で
な
い
方
は
舞
台
中
央
に
駈か

け
寄
っ
て
、
利
巧
な
姉
妹
た
ち

に
、
油
を
貸
し
て
、
と
懇
願
す
る
。
貰も

ら

っ
た
返
辞
は
、
ど
こ
か
で
油
が
手
に
入
ら
な
い
か
、
探
し
に
行
き
な
さ
い
、
と
い
う
結
構
な
忠
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告
。
そ
こ
で
利
巧
で
な
い
方
は
、
な
ん
と
か
油
が
買
え
な
い
か
、
と
舞
台
を
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
、
悲
痛
な
声
を
挙
げ
る
。
天
使
ら
が

黙
る
よ
う
命
じ
、
天
界
の
合
唱
が
「
見エ

ッ
ケ
・
ス
ポ
ー
ン
ス
ス
・
ヴ
ェ
ニ
ト

ヨ
、
花
婿
来
タ
レ
リ
」（

（14
（

を
歌
い
始
め
る
。
こ
の
唄
が
終
わ
る
と
、
壮
麗
な
栄
光
に
輝
く
救
世
主

が
、
聖
母
に
先
導
さ
れ
て
登
場
。
利
巧
な
乙
女
た
ち
の
合
唱
が
二
人
を
祝
婚
歌
で
迎
え
る
。
マ
リ
ア
は
彼
女
ら
に
会
釈
を
し
て
、
乙
女

ら
の
頭
を
素
晴
ら
し
い
冠
で
飾
り
、
こ
ん
な
言
葉
を
掛
け
る
。

　
　
　
　

選
ば
れ
し
我
が
子
ら
よ
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。
云う

ん
ぬ
ん云

。（
（14
（

す
る
と
乙
女
た
ち
は
「
聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ
、
聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ
、
聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ
」（

（14
（

と
ど
っ
と
歓
喜
の
合
唱
を
始
め
、
そ
れ
か
ら
天
使
た
ち
が

「
栄グ

ロ

ー

リ

ア

・

エ

ト

・

ホ

ノ

ル

光
ト
誉
レ
ノ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」（

（14
（

を
歌
い
、
満
堂
が
信
仰
の
お
の
の
き
で
溢あ

ふ

れ
る
。
そ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
が
聖
な
る
食
事
を
摂と

る
こ

と
に
な
り
、
利
巧
な
乙
女
た
ち
は
明あ

か
あ
か明

と
燃
え
る
吊
り
洋ラ

ン
プ灯

を
手
に
宴
席
が
設し

つ
ら

え
ら
れ
て
い
る
背
景
へ
と
上
が
っ
て
行
く
。
し
か
し
利

巧
で
な
い
方
は
〔
前
景
の
〕
舞
台
に
取
り
残
さ
れ
、
嘆
き
悲
し
み
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
に
懇
願
し
、
キ
リ
ス
ト
の
苦
難
の
死
を
介
し
て
乞

い
求
め
る（

（14
（

。

　
　
　
　

我
ら
の
愚
か
し
さ
を
赦ゆ

る

し
た
ま
え
。

　
　
　
　

我
ら
を
汝な

ん
じ

の
大
い
な
る
恵
み
に
与あ

ず
か

ら
し
め
た
ま
え
。

　
　
　
　

汝
の
御お

ん
は
は母

マ
リ
ア
ム
が

　
　
　
　

我
ら
憐
れ
な
る
者
ら
を
し
て
汝
の
尊
さ
に
加
わ
ら
し
め
ん
こ
と
を（

（14
（

。
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キ
リ
ス
ト
は
ラ
テ
ン
語
の
聖
書
の
文
句
を
用
い
て
厳
し
く
拒
絶
す
る
。
そ
れ
か
ら
そ
れ
を
ド
イ
ツ
語
で
こ
ん
な
具
合
に
解
説
す
る
。
す

な
わ
ち
「
然ア

ー
メ
ンリ

、
然ア

ー
メ
ンリ

、
汝デ

ィ
コ
・
ヴ
ォ
ー
ビ
ス

ラ
ニ
告
グ
、
我ネ

ス

キ

オ

・

ヴ

ォ

ス

ハ
汝
ラ
ヲ
知
ラ
ズ
」（

（15
（

。

　
　
　
　

わ
た
し
は
そ
な
た
ら
が
何
者
な
る
や
知
ら
ぬ（

（15
（

。

そ
こ
で
五
人
の
乙
女
ら
は
手
に
持
っ
て
い
た
燃
え
て
い
な
い
洋ラ

ン
プ灯

を
床
に
投
げ
捨
て
、
今
度
は
聖
処
女
に
一
心
不
乱
に
嘆
願
す
る
。

「
何な

ん
ぴ
と人

に
も
憐れ

ん
び
ん憫

を
拒
ん
だ
こ
と
の
な
い
あ
な
た
様
ゆ
え
、
そ
の
ご
子
息
に
対
し
て
、
わ
た
く
し
ど
も
に
赦
し
を
与
え
る
よ
う
頼
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
」
と
。
し
か
し
な
が
ら
マ
リ
ア
は
こ
う
答
え
る
。
乙
女
ら
が
も
っ
と
早
く
自
分
な
い
し
自
分
の
息
子
の
た
め
に
何
か
し
て

く
れ
て
い
た
ら
よ
か
っ
た
の
だ
が
─
─
自
分
が
共
に
頼
ん
で
も
甲
斐
無
い
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
だ
。
で
も
、
我
が
子
が
恩
赦
を
与
え

て
く
れ
る
か
ど
う
か
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
、
と
。
そ
し
て
マ
リ
ア
は
神
な
る
息
子
に
向
か
っ
て
恭

う
や
う
やし

く
膝
を
曲
げ
、「
憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、

憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、
憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、
ソポ

ー

プ

ロ

・

ト

ゥ

オ

ナ
タ
ノ
民
草
ヲ
」（

（15
（

と
歌
っ
て
、
全
て
の
聴
衆
の
心
を
深
く
揺
り
動
か
し
、
そ
れ
か
ら
救
世
主

に
、
自
分
が
彼
の
た
め
に
堪
え
忍
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
困
苦
を
思
い
出
し
、
こ
の
憐
れ
な
娘
た
ち
を
赦
免
す
る
と
い
う
形
で
、
今
自
分
に
報

い
て
欲
し
い
、
と
言
う
。
す
る
と
峻
厳
な
審
判
者
の
口
か
ら
雷
鳴
の
よ
う
な
宣
告
が
鳴
り
響
く
。「
天ア

メ
ツ
チ地

ハ
移
ロ
イ
行
ク
ト
モ
、
我ワ

レ

ヨ

リ
出イ

デ

シ
詞コ

ト
バ

ハ
永ト

コ
シ
ナ
エ久

ニ
続
カ
ン（

（15
（

」
と
。
─
─
た
め
に
耳
に
し
た
者
全
て
が
戦
慄
し
、
下
の
舞
台
に
い
る
利
巧
で
な
い
乙
女
ら
に
お
ぞ
ま
し

い
恰か

っ
こ
う好

を
し
た
二
体
の
悪
魔
─
─
ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ
と
ル
シ
フ
ェ
ル（

（15
（

─
─
が
近
づ
き
、
こ
れ
ら
呪
わ
れ
た
者
た
ち
を
地
獄
へ
連
れ
て
行
こ

う
と
す
る
。
悪
魔
ど
も
い
わ
く
「
我
ら
悪
魔
の
勧
め
に
従
っ
て
、
こ
や
つ
ら
は
義
務
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
の
だ
」
と
。 

そ
し
て
キ
リ

ス
ト
は
叫
ぶ
。
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正
し
き
裁
き
は
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　

呪
わ
れ
た
る
者
ど
も
は
我
が
許も

と

よ
り
去
り
、

　
　
　
　

深
き
地
獄
に
落
ち
、

　
　
　
　

悪
魔
ど
も
の
仲
間
と
な
る
が
よ
い（

（15
（

。 

す
る
と
地
獄
の
全
て
の
悪
魔
と
劫
罰
を
受
け
た
者
ど
も
の
喚
声
が
高
高
と
響
き
渡
る
。

　
　
　
　

プ
レ
レ
、
ヘ
レ
、
プ
レ
レ（

（15
（

！

こ
れ
は
「
主し

ゅ

よ
、
や
つ
ら
を
捨
て
よ
。
や
つ
ら
を
捨
て
よ
」
と
い
う
こ
と
。（「
プ
レ
レ
ン
」prellen 

な
る
語
は
「
送
り
帰
す
」「
跳
ね

返
す
」
の
意
）。
そ
こ
で
冷
え
冷
え
と
し
た
驚
愕
が
桟さ

じ
き敷

に
漲み

な
ぎ

り
、
方
伯
は
深
く
嘆
息
す
る
。
─
─
こ
の
時
再
び
マ
リ
ア
が
膝
を
屈か

が

め
、

前
よ
り
も
更
に
言
葉
を
尽
く
し
て
代
願
を
繰
り
返
す
。
キ
リ
ス
ト
は
穏
や
か
な
が
ら
聖
母
に
「
お
母
上
様
、
お
黙
り
あ
れ（

（15
（

」
と
言
い
、

ま
た
し
て
も
拒
絶
し
、
責
め
る
身
振
り
で
乙
女
た
ち
に
向
き
直
り
、
こ
の
上
も
な
く
激
し
い
言
葉
使
い
で
、
永
劫
の
火
の
中
へ
落
ち

よ
、
と
見
放
す
。
一
方
悪
魔
た
ち
は
大
き
な
鎖
を
引
き
ず
っ
て
来
て
、
乙
女
た
ち
の
体
を
床
か
ら
手
荒
く
摑つ

か

み
起
こ
し
て
、
鎖
を
巻
き

付
け
る
。
第
一
の
乙
女
が
悲
痛
極
ま
る
、
骨
髄
を
揺
り
動
か
す
よ
う
な
絶
叫
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
母
が
自
分
を
生
ん
で
、
打
ち
殺
し

て
く
れ
な
か
っ
た
、
と
母
を
呪
う
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
〔
＝
人
間
〕
に
な
ら
ず
に
、
犬
に
な
れ
ば
よ
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
洗
礼
の
前
に

絞
め
殺
し
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
、
そ
う
す
れ
ば
、
今
こ
ん
な
辛
い
思
い
を
せ
ず
に
済
ん
だ
ろ
う
に
、
と
か
き
く
ど
く
。
ま
た
、
父
が

自
分
を
愛
情
細
や
か
に
育
て
た
、
と
父
を
呪
う
。
そ
し
て
た
だ
た
だ
蟇ひ

き
が
え
る蛙

に
、
だ
れ
か
ら
も
爪つ

ま
は
じ弾

き
さ
れ
る
あ
ん
な
お
ぞ
ま
し
い
代
物
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に
な
り
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
汚
ら
し
い
泥
沼
に
這は

い
込
ん
で
、
地
獄
か
ら
お
さ
ら
ば
で
き
る
の
に
、
と
言
う
。
姉
妹
た
ち
の
一
人
が
甲

高
い
絶
望
の
声
を
振
り
絞
っ
て
こ
の
娘
を
遮さ

え
ぎ

り
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
言
い
種ぐ

さ

を
滔と

う
と
う滔

と
ま
く
し
た
て
、
髪
を
か
き
む
し
り
、
あ
ん

た
は
高
慢
だ
っ
た
、
と
か
、
そ
の
他
諸も

ろ
も
ろ諸

の
悪
徳
を
並
べ
立
て
て
罵
る
。
す
る
と
三
番
目
の
娘
が
喋し

ゃ
べ

り
始
め
、
死
に
呼
び
掛
け
、
な
ぜ

あ
ん
た
は
あ
た
し
を
殺
し
て
く
れ
な
い
の
か
、
と
言
う
。
ど
ん
な
に
惨
め
な
死
に
方
だ
っ
て
、
こ
ん
な
凄す

さ

ま
じ
い
、
容
赦
無
い
苦
し
み

に
較
べ
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
だ
、
と
。
四
番
目
は
観
客
の
方
を
向
き
、
自
分
た
ち
愚
か
な
娘
た
ち
は
、
あ
な
た
が
た
に
と
っ
て
い
わ
ば

鏡
に
、
恐
ろ
し
い
戒
め
に
さ
れ
た
の
で
す
、
と
語
る
。
最
後
に
五
番
目
の
乙
女
が
今
日
と
い
う
こ
の
日
を
呪
い
、
そ
れ
か
ら
な
ん
と
も

遣
り
き
れ
な
い
問
い
を
投
げ
掛
け
る
。
マ
リ
ア
の
代
願
で
す
ら
何
の
役
に
も
立
た
な
い
な
ら
、
彼
女
ら
は
一
体
ど
ん
な
代
弁
者
に
依
頼

す
べ
き
だ
っ
た
の
か
、
と
。
あ
の
最
後
の
審
判
の
聖
歌
「
怒デ

ィ
エ
ス
・
イ
ラ
エ

り
の
日
」（

（15
（

が
「
イク

エ

ム

・

パ

ト

ロ

ー

ヌ

ム

・

ロ

ガ

ト

ゥ

ル

ス

カ
ナ
ル
庇
護
者
ヲ
捜
シ
求
メ
ル
ベ
キ
ヤ
」（

（15
（

と
訊た

ず

ね
て
い

る
よ
う
に
。
方
伯
は
─
─
既
に
老
齢
だ
っ
た
─
─
頭
を
振
り
振
り
、
憐

ミ
セ
ル
コ
ル
デ
ィ
ア
ス

憫
ヲ
、
憐

ミ
セ
ル
コ
ル
デ
ィ
ア
ス

憫
ヲ
、
と
も
ぐ
も
ぐ
呟つ

ぶ
や

く
。
そ
う
こ
う
す
る
内
大
勢

の
群
衆
が
舞
台
に
出
て
来
る
。
愚
か
な
乙
女
た
ち
は
今
度
は
、
悲
嘆
に
昏く

れ
て
胸
を
打
ち
叩
き
な
が
ら
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
激
し
さ

で
彼
ら
に
縋す

が

り
、
一
人
一
人
改
め
て
自
ら
の
苦
悩
を
縷る

る縷
と
語
る
。
群
衆
の
合
唱
は
、
苦
し
げ
な
声こ

わ
ね音

で
単
調
に
「
哀
し
い
か
な
、
哀

し
い
か
な（

（16
（

！
」
と
歌
う
だ
け
。
乙
女
た
ち
は
群
衆
に
贖し

ょ
く
ざ
い罪

と
懺ざ

ん
げ悔

を
勧
め
、
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
警
告
し
、
修
辞
技
法
に
関
し
て
は
こ

れ
ま
で
の
対つ

い
い
ん韻

か
ら
離
れ
、
叙
事
的
韻
律
を
採
用
し
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　

い
で
や
諸も

ろ
び
と人

よ
、
我
ら
が
イ
エ
ス
の
見
張
り
〔
＝
大
天
使
聖
ミ
カ
エ
ル
〕
の
忘
れ
ざ
り
し
こ
と
を
、

　
　
　
　

憐
れ
な
る
者
ら
の
た
め
に
悼
め
。

　
　
　
　

我
ら
の
罪
は
我
ら
を
大
い
な
る
心
痛
に
陥
れ
、

　
　
　
　

我
ら
は
地
獄
で
大
い
な
る
苦
し
み
を
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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汝
ら
女
た
ち
よ
、
我
ら
の
不
幸
を
泣
き
、
善
事
を
行
う
よ
う
よ
く
注
意
せ
よ（

（16
（

。

こ
う
し
て
長
い
こ
と
愁し

ゅ
う
た
ん
ば

嘆
場
が
続
く
内
、
キ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ア
、
天
使
た
ち
、
そ
れ
か
ら
五
人
の
利
巧
な
乙
女
ら
は
奥
の
舞
台
の
巻
き

上
げ
ら
れ
た
幕
を
潜く

ぐ

っ
て
見
え
な
く
な
る
。
こ
の
幕
に
は
ど
う
や
ら
業
火
が
燃
え
熾さ

か

る
地
獄
の
状
景
が
描
い
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し

て
最
後
の
乙
女
が
結
び
の
科せ

り
ふ白

を
、
代
願
も
弥ミ

サ撒
聖
祭
も
自
分
ら
を
救
え
な
か
っ
た
、
と
絶
望
し
き
っ
て

　
　
　
　

死し
び
と人

の
方
が
む
し
ろ
教
会
へ
の
寄
進
の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

我
ら
が
神
の
怒
り
を
受
け
る
の
は
当
然（

（16
（

！

と
叫
ぶ
と
、
姉
妹
た
ち
と
全
て
の
民
衆
は
悲
嘆
の
合
唱
、
悪
魔
ら
は
雀こ

お
ど踊

り
し
て
歓
呼
の
合
唱
を
す
る
。

　
　
　
　

か
く
て
我
ら
は
／
お
ま
え
ら
は
永と

わ遠
に
破
滅
ぞ（

（16
（

！

す
る
と
男
の
叫
び
が
聞
こ
え
、
そ
の
直
後
ひ
ど
い
事
故
が
起
こ
っ
た
。
方
伯
が
失
神
し
て
椅
子
か
ら
転
げ
落
ち
た
─
─
卒
中
に
や
ら
れ

た
の
だ
。
心
を
掻
き
乱
し
て
や
ま
ぬ
こ
の
劇
、
煮
え
滾た

ぎ

る
狂
信
の
熱
情
の
限
り
を
尽
く
し
て
演
じ
ら
れ
た
こ
の
劇
が
、
方
伯
に
あ
ま
り

に
も
激
し
い
衝
撃
を
与
え
、
悔か

い
し
ゅ
ん悛

や
ら
懺ざ

ん
げ悔

、
信
心
や
ら
祈
願
や
ら
で
は
、
さ
て
は
マ
リ
ア
が
代
願
な
さ
っ
て
さ
え
、
罪つ

み
び
と人

ど
も
が

─
─
聖
書
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
罪
人
ら
の
た
め
に
お
亡
く
な
り
あ
そ
ば
し
た
─
─
か
の
御お

か
た方

に
お
赦
し
を
戴い

た
だ

く
こ
と

が
で
き
な
い
な
ら
、
一
体
全
体
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
、
と
い
う
惑
乱
し
た
様
様
の
想
念
が
脳
を
駈
け
巡
っ
て
過
熱
さ
せ
た
し
だ
い
。
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─
─
な
る
ほ
ど
方
伯
は
そ
の
後
恢か

い
ふ
く復

し
た
。
恢
復
し
て
暫し

ば
ら

く
生
き
長
ら
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
楽
天
的
な
活
力
は
衰
え
、
以
前
あ
れ
ほ

ど
瑞み

ず
み
ず瑞

し
か
っ
た
精
神
は
暗
い
雲
に
混こ

ん
と
ん沌

と
閉
ざ
さ
れ
続
け
、
恐
ろ
し
い
伎わ

ざ倆
で
瀆と

く
し
ん神

の
劇
を
上
演
し
た
坊
主
ど
も
は
方
伯
を
彼
ら
の

思
う
が
儘ま

ま

に
し
て
の
け
た
。

四
七
一
　
郷ユ

ン
カ
ー士
イ
ェ
ル
ク

時
が
経
ち
、
男
が
一
人
あ
る
晩
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
そ
の
頃
既
に
方
伯
家
は
も
は
や
こ
こ
に
は
お
ら
ず
、
住

ん
で
い
た
の
は
守
備
隊
長
兼
領ア

ム

ツ

マ

ン

地
管
理
官
の
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
と
、
彼
と
と
も
に
男
を
拘こ

う
い
ん引

し
て
こ
こ
に
連
れ
て
来

た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
フ
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ン
ク
ハ
イ
ム
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ン
ク
ハ
イ
ム
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
向
こ

う
側
の
町
ア
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
四
三
）
に
所
領
が
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
領ア

ム

ツ

マ

ン

地
管
理
官
だ
っ

た
。
両
人
は
共
通
の
主
君
で
あ
る
選
帝
侯（

（16
（

か
ら
、
メ
ー
ラ（

（16
（

よ
り
ア
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
近
く
の
森
を
経
由
、
ザ
ク
セ
ン
に
向
か
っ
て
街

道
を
辿た

ど

る
あ
る
男
を
、
森
の
真
ん
中
で
捕
ら
え
、
厳
重
な
監
視
の
下
、
し
か
し
な
が
ら
危
害
を
加
え
ず
に
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
へ
拉ら

ち致

し
、
城
に
留と

ど

め
て
よ
く
世
話
せ
よ
、
そ
の
男
が
纏ま

と

っ
て
い
る
修
道
士
風
の
身
な
り
の
代
わ
り
に
騎
士
の
衣
装
と
剣
を
与
え
よ
、
と
の
命

令
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
囚
わ
れ
の
男
は
郷ユ

ン
カ
ー士

イ
ェ
ル
ク（

（16
（

と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
─
─
か
の
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
が

憐あ
わ

れ
な
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
、
ま
た
か
の
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
ら
が
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
に
与
え
た
よ
う
な
絶
望
を
数あ

ま
た多

人
人

に
齎も

た
ら

す
坊
主
っ
く
り
の
瞞ま

ん
ち
ゃ
く着

惑
わ
し
と
い
う
龍
に
彼
が
騎
士
〔
聖

ザ
ン
ク
トゲ

オ
ル
ク
〕
の
ご
と
く
雄
雄
し
く
立
ち
向
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
郷ユ

ン
カ
ー士

イ
ェ
ル
ク
は
高
み
に
そ
そ
り
立
つ
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
─
─
こ
れ
ま
で
（
キ
リ
ス
ト
を
除
い
て
だ
が
）
一
個
の
男
子
が
成

し
遂
げ
た
─
─
最
大
の
精
神
的
武
勲
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
神
の
言
葉
、
救
い
の
唯
一
の
言
葉
、
聖
書
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
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の
だ
。
か
か
る
事
業
は
悪
魔
を
ひ
ど
く
憤
慨
さ
せ
た
の
で
、
こ
や
つ
は
学
識
あ
る
騎
士
な
る
博
士
の
周
囲
を
底
意
地
悪
く
ブ
ン
ブ
ン
飛

び
回
り
、
博
士
を
惑
乱
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
夜
毎
熟
睡
さ
せ
も
せ
ず
、
博
士
が
寝
台
の
下
の
袋
に
入
れ
て
置
い
た
胡く

る
み桃

を
が
さ
が
さ
ご

そ
ご
そ
掻
き
回
し
た
。
ま
た
博
士
に
あ
て
が
わ
れ
た
騎リ

ッ
タ
ー
ハ
ウ
ス

士
の
館
の（

（16
（

小
部
屋
の
前
の
廊
下
や
狭
い
回
廊
で
ど
た
ば
た
騒
ぎ
散
ら
し
た
。
し

か
し
博
士
は
「
好
き
な
よ
う
に
し
ろ
」
と
言
い
放
っ
た
だ
け
。
─
─
も
っ
と
も
、
博
士
が
元
気
を
出
し
て
再
び
熱
心
に
仕
事
に
掛
か
る

と
、
悪
魔
が
丸
花
蜂
だ
か
雀
蜂
だ
か
に
化
け
て
こ
れ
ま
た
し
つ
こ
く
身
辺
を
飛
び
回
っ
た
の
で
、
さ
す
が
の
博
士
も
と
う
と
う
癇か

ん
し
ゃ
く癪

を

起
こ
し
て
墨イ

ン
ク汁

壺
を
押
っ
取
り
、
悪
魔
に
投
げ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
壁
に
大
き
な
墨イ

ン
ク汁

の
染
み
が
で
き
、
以
来
悪
魔
は
ヴ
ァ

ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
ル
タ
ー
を
構
わ
な
く
な
っ
た
。
染
み
の
方
は
思
い
出
の
よ
す
が
と
し
て
残
り
、
壁
が
塗
り
直
さ
れ
る
た
び
に
、
新
た

に
出
現
し
た
。
さ
り
な
が
ら
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
拝
観
に
及
ん
だ
連
中
が
だ
れ
も
か
れ
も
、
記
念
の
徴し

る
し

に
壁
石
の
か
け
ら
を
持
っ

て
帰
ろ
う
と
し
た
の
で
、
当
然
な
が
ら
消
滅
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
現
在
壁
に
は
染
み
で
は
な
く
て
穴
が
空
い
て
い
る
。

四
七
二
　
修
道
士
と
修
道
女

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
の
向
か
い
、
破
却
さ
れ
た
名
家
の
城
郭
ミ
ッ
テ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
今
日
で
は
メ
ー
デ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
の

廃は
い
き
ょ墟

の
す
ぐ
近
く
に
二
つ
の
巖い

わ

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
相
手
の
方
に
傾か

し

い
で
い
て
、
頭
部
が
ほ
と
ん
ど
く
っ
つ
か
ん
ば
か
り
。

修メ

ン

ヒ

道
士
と
修ノ

ン

ネ

道
女
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
昔
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
ま
だ
幾
つ
も
修
道
院
が
あ
っ
た
頃
、
そ
れ
ら
の
一
つ
に
修
道
士
が
、
ま

た
一
つ
に
修
道
女
が
い
て
、
相
思
相
愛
と
な
り
、
こ
の
高
み
の
、
町
か
ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
で
、
忍
び
逢
い
を
楽
し
も

う
、
と
約
束
し
た
。
二
人
は
抱
き
合
い
、
接く

ち
づ
け吻

を
交
わ
し
、
永
久
に
両
者
を
隔
て
て
い
る
宗
規
を
呪
い
、
恋
人
た
ち
の
常
と
し
て
、
永

遠
に
傍
に
い
ら
れ
た
ら
、
永
遠
に
接く

ち
づ
け吻

し
合
え
た
ら
、
と
願
っ
た
。
彼
ら
が
い
か
に
も
切
切
と
こ
う
し
た
願
い
を
口
に
し
た
の
で
、
そ
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れ
が
叶か

な

え
ら
れ
、
二
人
は
高
い
巖
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
姿
は
遠
望
さ
れ
、
人
間
の
よ
う
な
形
を
持
ち
続
け
、
お
互
い
に
接く

ち
づ
け吻

を
交
わ
し

合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

四
七
三
　
呪
わ
れ
た
娘

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
近
く
に
呪

ダ
ス
・
フ
ェ
ア
フ
ル
ー
フ
テ
・
ユ
ン
グ
フ
ェ
ル
ン
ロ
ッ
ホ

わ
れ
た
娘
の
洞
窟
な
る
名
称
で
通
っ
て
い
る
巖い

わ
あ
な穴

が
あ
り
、
伝
説
が
少
な
か
ら
ず
語
ら
れ
て
い
る
。

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
並
外
れ
た
美
貌
の
乙
女
が
い
た
。
髪
は
、
昔
の
画
家
た
ち
が
好
ん
で
描
い
た
絹
の
よ
う
な
黄こ

が
ね
い
ろ

金
色
。
こ
の
少
女
は
そ
の

髪
、
そ
の
縹き

り
ょ
う緻

が
お
っ
そ
ろ
し
く
ご
自
慢
で
、
髪
を
梳

く
し
け
ずり

、
化
粧
を
し
、
鏡
に
顔
を
映
し
、
わ
た
し
は
な
ん
て
す
て
き
な
美
人
な
ん
だ

ろ
う
、
と
嬉
し
が
る
以
外
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
ず
、
敬け

い
け
ん虔

、
敬
神
の
心
は
と
ん
と
忘
却
。
着
る
物
が
み
す
ぼ
ら
し
過
ぎ
た
の
で

弥ミ

サ撒
に
行
き
た
が
ら
ず
、
そ
の
た
め
母
親
に
呪じ

ゅ
そ詛

さ
れ
て
石
に
な
っ
た
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
あ
の
女
の
子
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
五
三
）
と

は
正
反
対
で
、
こ
の
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
乙
女
は
、
持
っ
て
い
る
衣
装
が
多
過
ぎ
、
立
派
過
ぎ
て
、
お
つ
く
り
が
決
し
て
終
わ
ら
な
か
っ
た

も
の
だ
か
ら
、
教
会
に
お
詣ま

い

り
せ
ず
じ
ま
い
。
そ
こ
で
彼
女
の
母
親
は
─
─
石
に
な
れ
、
で
は
な
く
─
─
、
豪
奢
な
服
や
ら
装
身
具
や

ら
持
ち
物
一
切
合
切
と
一
緒
に
あ
の
古
い
巌
穴
に
入
っ
て
し
ま
え
、
と
呪
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
呪
詛
さ
れ
た
娘
は
七
年
に
一

度
姿
を
現
し
、
坐す

わ

り
込
ん
で
涙
を
流
す
。
絹
の
衣
装
が
ふ
ん
わ
り
と
そ
の
体
を
包
み
、
黄こ

が
ね金

な
す
髪
が
そ
の
上
に
波
打
つ
。
彼
女
は
波

打
つ
髪
を
─
─
ラ
イ
ン
河
畔
の
あ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
よ
う
に
─
─
黄こ

が
ね金

の
櫛く

し

で
梳す

く
の
で
あ
る
。
洞ど

う
く
つ窟

の
前
に
は
決
し
て
草
の
生
え
な

い
場
所
が
あ
る
。
乙
女
の
坐
る
場
所
だ
か
ら
。
そ
こ
は
な
ん
と
も
不
気
味
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
赤
茶
毛
の
小
さ
い
犬
が
一
匹
、
娘
の
傍

に
侍
っ
て
い
る
の
が
時
た
ま
見
掛
け
ら
れ
た
。
あ
る
羊
飼
い
が
番
を
し
て
い
た
群
れ
が
こ
こ
で
恐パ

ニ
ッ
ク怖

に
襲
わ
れ
、
全
部
が
ば
ら
ば
ら
に

走
り
出
し
、
二
十
四
頭
も
が
絶
壁
か
ら
顚て

ん
ら
く落

し
た
こ
と
が
あ
る
。
夫
に
弁
当
を
届
け
に
来
た
牧
人
の
妻
が
乙
女
を
目
に
し
た
と
こ
ろ
、
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髪
を
梳
い
て
く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ
た
。
牧
人
の
妻
は
乙
女
の
美
し
さ
を
賞
讃
し
、
自
分
も
以
前
は
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た
、
と
自
慢
、
上

手
に
こ
ん
な
唄
を
歌
っ
た
。

　
　
　
　

あ
い
さ
、
あ
た
し
は
ま
だ
若
く
っ
て
、

　
　
　
　

や
さ
し
く
素
直
で
き
り
ょ
う
の
え
え

　
　
　
　

あ
ま
っ
こ
だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、

　
　
　
　

だ
れ
も
が
あ
た
し
に
惚
れ
た
ん
さ（

（16
（

。

す
る
と
乙
女
は
、
あ
な
た
が
気
に
入
っ
た
か
ら
た
っ
ぷ
り
お
礼
を
し
ま
し
ょ
う
ね
、
と
言
い
、
洞
窟
の
中
へ
案
内
、
持
っ
て
い
る
財

宝
を
欲
し
い
だ
け
取
ら
せ
た
。
け
れ
ど
も
牧
人
の
女
房
が
立
ち
去
ろ
う
と
振
り
向
く
と
、
巨
大
な
犬
と
鉢は

ち

合
わ
せ
し
た
の
で
、
い

や
も
う
び
っ
く
り
仰
天
、
何
も
か
も
落
と
し
て
し
ま
い
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
あ
あ
、
主し

ゅ

イ
エ
ス
様
、
こ
い
つ
あ
嚙か

む
だ
べ
か（

（16
（

」。
途
端

に
宝
も
乙
女
も
犬
も
全
て
が
消
え
失
せ
た
。「
お
や
ま
あ
、
こ
の
呪
わ
れ
た
娘
の
洞ほ

ら
あ
な穴

っ
た
ら
」
と
牧
人
の
妻
は
叫
び
、
逃
げ
去
っ

た
。
そ
の
後
、
こ
の
同
じ
女
の
子
ど
も
が
こ
の
辺
り
の
森
の
中
で
迷
子
に
な
り
、
一
週
間
と
い
う
も
の
行
方
不
明
だ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
と
う
と
う
そ
の
父
親
が
森
の
繁し

げ

み
で
こ
の
子
が
ぴ
ん
ぴ
ん
元
気
に
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
一
体
ど
う
し
て
こ
ん
な
長

い
間
無
事
で
い
ら
れ
た
の
か
、
と
訊き

か
れ
た
子
ど
も
は
「
綺
麗
な
女
の
人
が
来
て
ね
、
食
べ
る
物
や
飲
む
物
を
く
れ
て
さ
、
お
布

団
も
掛
け
て
く
れ
た
の
」
と
答
え
た
。
─
─
街
道
を
馬
車
で
通
っ
て
い
た
あ
る
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

が
、
峡
谷
の
高
み
で
大
き
な
く
し
ゃ
み
が
し

た
の
を
耳
に
し
た
。
そ
こ
で
馭
者
は
上
を
向
い
て
、「
神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
」（

（17
（

と
怒
鳴
っ
た
。
─
─
す
る
と
ま
た
く

し
ゃ
み
。「
神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
」。
も
う
一
度
く
し
ゃ
み
。「
神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
」。
こ
う
し
て
実
に
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十
一
回
も
く
し
ゃ
み
が
連
発
さ
れ
、
気
の
良
い
馭
者
は
そ
の
た
び
に
「
神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
」
と
叫
ん
だ
。
と
こ
ろ
が

十
二
回
も
く
し
ゃ
み
が
聞
こ
え
る
と
、
さ
し
も
の
馭
者
も
ゴ
ッ
ト
・
ヘ
ル
フ
を
唱
え
る
の
に
う
ん
ざ
り
し
て
、
マ
リ
ー
エ
ン
谷

タ
ー
ル

中（
（17
（

の
巖
と
い
う
巖
か
ら
谺こ

だ
ま

が
返
っ
て
来
る
よ
う
な
勢
い
で
鞭
を
ぴ
し
り
と
打
ち
鳴
ら
し
、「
く
そ
っ
、
こ
り
ゃ
ま
あ
な
ん
た
る
こ
ん

だ
。
神
様
に
お
助
け
い
た
だ
け
ね
え
な
ら
、
悪
魔
に
助
け
て
も
ら
い
な
」
と
怒
鳴
り
上
げ
た
。
す
る
と
高
み
か
ら
女
の
声
で
耳
を
つ

ん
ざ
く
よ
う
な
苦
痛
の
絶
叫
が
降
っ
て
来
た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
あ
の
呪
わ
れ
た
娘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
馭
者
が
も
う
一
度
だ
け

「
神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
」
と
祈
っ
て
や
っ
た
ら
、
乙
女
は
救
済
さ
れ
た
だ
ろ
う
に
。

四
七
四
　
イ
ン
ゼ
ル
山ベ

ル
ク

の
話

イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク（

（17
（

は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

最
高
の
山
山
の
一
つ
で
あ
る
。
往
古
に
は
そ
の
名
を
ホ
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
と
記
し
、
こ

れ
は
ホ
イ
ネ
ン
、
つ
ま
り
巨ヒ

ュ

ー

ネ

ン

人
た
ち
に
由
来
す
る
、
と
主
張
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
エ
ム
ゼ
ン
ベ
ル
ク
と
の
説
を
立
て
る
向
き

も
あ
っ
た
。
細
流
エ
ム
ス
川
が
そ
の
峰
の
近
く
か
ら
流
れ
出
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
だ
。
も
っ
と
当
た
っ
て
い
そ
う
な
の
は
孤

ア
イ
ン
ツ
ェ
ル
ベ
ル
ク

立
山

と
呼
ん
だ
人
た
ち
。
理
由
に
い
わ
く
。
そ
の
高
い
頂
き
は
近
隣
の
全
て
の
山
山
を
抜
い
て
独
り
孤
立
し
て
聳そ

び

え
て
い
る
。
い
や
、
し

ば
し
ば
峰
の
周
囲
に
渦
巻
く
霧
の
海
に
島と

う
し
ょ嶼

の
ご
と
く
浮
か
ぶ
。
か
つ
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
全
土
を
覆
っ
た
洪
水
か
ら
最
初
に
こ
の
山

が
頭
を
突
き
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
と
。
こ
の
山
を
越
え
て
、
全
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
を
何
哩マ

イ
ルに

も
何
哩
に
も
亘わ

た

っ
て
延
び
る
古

い
丘
陵
街
道
─
─
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
、
レ
ン
シ
ュ
テ
ー
ク
、
レ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
、
リ
ン
ネ
ヴ
ェ
ー
ク（

（17
（

と
呼
ば
れ
る
─
─
が
通
っ
て
い
る
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
は
だ
れ
で
も
、
政
権
の
座
に
就
い
た
ら
す
ぐ
さ
ま
、
配
下
の
騎
士
た
ち
を
従
え
て
こ
の
道
を
騎
馬
で
踏
破
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
近
く
で
は
そ
の
昔
ハ
ー
ル
ツ
か
ら
や
っ
て
来
た
鉱
夫
た
ち
が
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採
鉱
を
始
め
、
タ
バ
ル
ツ（

（17
（

だ
か
ザ
バ
ル
ツ（

（17
（

だ
か
の
よ
う
に
そ
の
名
が
い
か
に
も
珍
し
い
異
国
風
な
響
き
の
村
を
幾
つ
も
建
設
し
た
。
遠

方
か
ら
の
移
住
者
ら
は
ど
う
や
ら
山
懐
に
他
に
も
山
村
を
数
数
作
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
村
民
は
言
葉
遣
い
と
い
い
服
装
と
い
い
、

本
来
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
と
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
そ
の
後
た
く
さ
ん
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人（

（17
（

が
山
岳
地
帯
に
入
り
込
ん
だ
。
土
地
の
者

は
彼
ら
を
粗エ

ー
ル
ツ
メ
ン
ナ
ー
ヒ
ェ
ン

金
ち
び
す
け
と（

（17
（

か
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
と（

（17
（

か
呼
ん
だ
。
こ
の
連
中
は
豊
か
な
富
を
少
な
か
ら
ず
持
ち
去
っ
た
。
な
に
し
ろ
イ
ン
ゼ
ル
ベ

ル
ク
鉱グ

ラ
ー
ベ
ン坑

、
不
気
味
な
谷
間
に
あ
る
熊ベ

ー
レ
ン
ブ
ル
フ

採
鉱
場
、
シ
ェ
ー
ン
ラ
イ
テ
河
畔
、
更
に
は
ル
ー
ル
川
に
至
る
ま
で
の
沿
岸
、
細
流
の
ル
ー
ル

川
の
中
そ
の
他
、
そ
れ
か
ら
バ
ッ
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
ス
洞ロ

ッ
ホ窟

に
も
、
か
つ
て
は
砂
金
が
あ
っ
た
の
だ
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
ほ
ど
多
く
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
人
間
を
豊
か
に
し
た
。
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
が
来
て
か
ら
こ
の
か
た
、
も
は
や
何
も
見
つ
か
ら
な
い
。

四
七
五
　
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人

あ
る
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
が
ラ
ウ
ハ
谷

タ
ー
ル

に（
（17
（

毎
年
や
っ
て
来
た
。
こ
の
男
、
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
山
麓
で
ざ
ら
に
聞
か
れ
る
諺

こ
と
わ
ざ「

牛
飼
い
は
よ
く
牝め

う
し牛

よ
り
ず
っ
と
値
打
ち
の
あ
る
石
を
牝
牛
に
投
げ
る
こ
と
が
あ
る
」
は
本
当
な
の
だ
、
と
心
得
て
い
た
。
ザ
バ
ル
ツ
だ
か
タ
バ
ル
ツ
だ
か

出
の
若
者
が
こ
の
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
に
案
内
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
こ
の
若
者
は
そ
の
後
─
─
か
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
が
も
は
や
と
っ
く
に
来
な
く

な
っ
て
か
ら
だ
が
─
─
馭ぎ

ょ
し
ゃ者

を
職
と
し
て
広
く
世
間
を
経へ

め
ぐ巡

り
、
一
度
な
ど
貨
物
を
運
搬
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
さ
え
行
っ
た
。
す
る
と

一
軒
の
店
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
店
の
飾
り
窓
に
は
黄き

ん金
や
ら
宝
石
や
ら
が
キ
ラ
キ
ラ
ピ
カ
ピ
カ
輝
い
て
い
た
。
店
の
主あ

る
じ

は
裕
福
な

宝
石
商
で
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
男
が
店
の
前
に
突
っ
立
っ
て
、
ぽ
か
ん
と
口
を
開
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ド
イ
ツ
語
で
挨
拶
を
し
て

よ
こ
し
た
。
他
で
も
な
い
、
以
前
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
男
が
山
案
内
を
し
て
や
っ
た
あ
の
黄
金
や
宝
石
の
採
鉱
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
宝

石
商
は
男
に
向
か
い
、「
こ
こ
に
並
べ
て
あ
る
黄き

ん金
や
ら
宝
石
や
ら
は
ど
れ
も
こ
れ
も
美う

ま

し
邦く

に

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
手
に
入
れ
た
も
の



143

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十） 鈴木　滿　訳・注

さ
ね
、
お
国
の
衆
は
こ
う
い
っ
た
物
を
探
し
出
し
た
り
、
石
を
研
磨
す
る
方
法
を
知
ら
ん
か
ら
な
あ
。
お
国
じ
ゃ
原
石
で
し
か
見
つ
か

ら
な
い
で
な
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
男
に
た
っ
ぷ
り
贈
り
物
を
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。
似
た
よ

う
な
伝
説
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
同
じ
話
が
レ
ー
ン
山
地（

（18
（

縁
辺
部
の
バ
イ
ア
ー
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。

四
七
六
　
カカ

ル
レ
ス
・
ク
ヴ
ィ
ン
テ
ス

ー
ル
五
世

イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
麓ふ

も
と

に
勤
勉
な
村
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ（

（18
（

と
い
う
。
昔
こ
こ
に
は
城
が
あ
り
、
ブ
ル
ー
ネ
ヴ
ァ

ル
テ
ス
ロ
ー
デ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
城
山
に
は
莫
大
な
財
宝
が
呪
封
さ
れ
て
い
て
、
白
衣
の
乙
女
が
守
っ
て
お
り
、
七
年
に
一
度
姿
を

現
し
、
低こ

ご
え声

で
こ
ん
な
こ
と
を
囁さ

さ
や

く
。

　
　
　
　

七
つ
で
白し

ら
が髪

の
男
の
子
、

　
　
　
　

そ
れ
が
わ
た
し
を
救
え
る
の
。

こ
の
乙
女
は
以
前
高
慢
な
伯
爵
夫
人
の
侍
女
で
、
女
主
人
の
長
い
編
み
毛
を
梳

く
し
け
ずら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
間
、
伯
爵
夫

人
は
、
櫛く

し

が
ち
ょ
っ
と
で
も
引
っ
掛
か
る
と
、
極
め
て
不
機
嫌
に
な
り
が
み
が
み
叱
り
つ
け
た
。
そ
こ
で
あ
る
時
乙
女
は
、
伯
爵
夫
人

や
城
も
ろ
と
も
地
下
二
十
尋

ク
ラ
フ
タ
ー

の（
（18
（

深
さ
に
沈
ん
で
し
ま
い
た
い
、
と
念
じ
た
。
願
い
は
す
ぐ
さ
ま
叶か

な

え
ら
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
の
教
会
に
は
一い

ち
り
ゅ
う旒

の
旗
が
吊
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
楔く

さ
び

と
鏨た

が
ね

、
そ
の
上
に
配
さ
れ
た
王
冠
、
と
い
う
鉱
山
紋
章

が
描
か
れ
て
い
る
。
土
地
の
人
人
は
こ
れ
を
「
カカ

ル
レ
ス
・
ク
ヴ
ィ
ン
テ
ス

ー
ル
五
世
の
御み

は
た旗

」（
（18
（

と
称
し
、
い
や
が
う
え
に
も
崇
め
奉
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
な
。
か
つ
て
皇
帝
カ
ー
ル
五
世（

（18
（

の
お
妃き

さ
き

が
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
で
産さ

ん
じ
ょ
く褥

に
就
い
た
折
、
こ

の
地
で
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
も
て
な
し
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
返
礼
と
し
て
皇
帝
は
こ
の
村
に
広
大
な
共
有
林
と
刑
事
裁
判
権（

（18
（

、
旗
に

と
も
な
う
旗き

し幟
掲
揚
権（

（18
（

を
他
の
様
様
の
自
由
特
権
と
併
せ
て
下
賜
し
た
。
こ
の
旗
幟
掲
揚
権
な
る
も
の
は
こ
ん
な
も
の
。
一
週
間
続
く

教キ

ル

メ

ス

会
堂
奉
献
祭
中
、
鐘
楼
の
全
て
の
鐘
が
鳴
り
響
く
中
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
旗
が
靡な

び

き
続
け
る
。
そ
の
間
は
近
隣
の
者
は
だ
れ
で
も
自
家

醸
造
お
よ
び
他
所
産
麦ビ

ー
ル酒

を
飲
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
気
が
あ
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
掲
揚
す
る
も
の

だ
か
ら
、
旗
の
布
地
は
し
ば
し
ば
新
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
教
会
鐘
楼
の
珠
飾
り
に
こ
ん
な
碑
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
も
う
何
年
も
前
に
見
つ
か
っ
た
。
い
わ
く
。

　
　
　
　

こ
の
教
会
建
立
が
始
め
ら
れ
し
は
、
ル
テ
ル
ス
な
る
修
道
士
が

　
　
　
　

教
皇
攻
撃
の
文も

ん
じ
ょ書

を
初
め
て
記
せ
る
時
。
さ
れ
ど
ル
テ
ル
ス
の
口
は
す
ぐ
さ
ま
塞ふ

た

が
れ
た
り（

（18
（

。

ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス（

（18
（

は
僅
か
九
年
後
そ
の
全
所
領
に
─
─
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
も
同
様
─
─
福
音
派
の
教
え
を
導
入
し
た
。

四
七
七
　
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
周
辺
の
精
た
ち

ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
周
辺
に
は
い
ろ
い
ろ
な
精
ど
も
が
出
没
し
た
し
、
現
在
も
し
か
り
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
以
前
は
た
く
さ
ん
の
言
い

伝
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
す
ぐ
近
く
に
天ア

ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー
ア

使
祝
辞
と
呼
ば
れ
る
山
が
聳そ

び

え
、
こ
こ
に
教キ

ル
ヒ
ェ会

と
い
う
名
の
奇
妙
な
窪く

ぼ

み
を
持
つ
巌い

わ

が

あ
る
。
説カ

ン
ツ
ェ
ル

教
壇
と
も
称
さ
れ
る
。
土
地
の
人
人
は
こ
の
巌
の
説
教
壇
の
上
に
し
ば
し
ば
村
塾
の
師
匠
み
た
い
な
の
が
立
っ
て
い
る
の
を
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見
掛
け
た
。
こ
の
先
生
、
顔
は
さ
な
が
ら
蜘く

も蛛
の
巣
の
よ
う
で
、
一
八
四
八
年
組
〔
の
議
員
〕
同
様（

（18
（

延
延
と
演
説
を
ぶ
っ
た
。
も
っ
と

も
こ
の
演
説
、
何
が
何
や
ら
と
ん
と
訳
の
分
か
ら
な
い
代
物
。
も
し
か
す
る
と
老
師
匠
の
お
化
け
は
近
代
に
な
っ
て
救
済
さ
れ
、
若
い

の
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
旅は

た
ご
や

籠
屋
の
地
下
室
に
は
きフ

リ
ッ
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ト

ん
き
ら
花
嫁
と（

（19
（

い
う
の
が
出
現
し
た
。
こ
れ
は
同
地
の
習
俗
通
り
の
花
嫁
衣
装
を
着
飾
っ
た
乙
女

で
、
莫
大
な
財
宝
の
番
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
の
家
の
娘
に
見
せ
た
。
こ
の
宝
は
娘
の
立
ち
会
い
の
下
無
事
に
引
き
揚
げ
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
間
も
な
く
娘
は
死
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、
何
か
宝
を
掘
り
出
す
場
合
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
者
た
ち
の
内
、
常
に
一
人
が

死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
ハ
ー
ル
ツ
山
地
麓
の
葡ヴ

ァ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ロ
ッ
ホ

萄
園
洞
窟
で
は
例
の
異
国
人
ど
も
が
同
行
さ
せ
た
案
内
人
に
死
の
籤く

じ

を

摑つ
か

ま
せ
た
し
だ
い
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
四
）。

修メ

ン

ヒ

道
士
山
麓
、
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
近
郊
の
山
の
草
地
に
は
そ
の
昔
研シ

ュ
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
レ

磨
用
風
車
が（

（19
（

立
っ
て
い
た
。
持
ち
主
は
大
層
裕
福
だ
っ
た
。
こ

の
男
に
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
働
い
て
財
産
を
殖
や
し
て
く
れ
る
家
精
が
い
た
。
こ
の
精
は
し
ば
し
ば
奇
妙
な
装
い
を
し
た
男
の
小
人
の

恰か
っ
こ
う好

で
姿
を
現
し
、
一
種
独
特
な
口
調
で
話
を
し
た
。
あ
る
時
、
こ
の
口
調
を
耳
に
し
た
研
磨
用
風
車
の
持
ち
主
は
、
ふ
っ
と
そ
れ
を

真
似
る
気
に
な
っ
た
。
─
─
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
精
は
黙
り
込
み
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
声
も
聞
か
せ
ず
姿
も
見
せ
な
く
な
り
、
仕
事

は
ほ
っ
ぽ
ら
か
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
風
車
の
持
ち
主
は
貧
窮
の
内
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
在
そ
の
家
は
跡
形
も
な
い
。

や
は
り
研
磨
用
風
車
の
所
有
者
だ
っ
た
二
人
の
兄
弟
に
、
こ
れ
ま
た
同
様
二
人
の
家
精
が
休
む
こ
と
な
く
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
奉
仕
し

て
く
れ
た
。
家
精
た
ち
が
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
が
、
出
現
し
た
場
合
は
い
つ
も
今
で
は
廃
れ
た
古
め
か
し
い
衣
装

を
纏ま

と

っ
て
い
た
。
あ
る
時
兄
弟
の
話
が
こ
の
こ
と
に
お
よ
び
、
こ
ん
な
に
役
に
立
っ
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
精
た
ち
に
何
か
返
礼
す
る

べ
き
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
な
り
、
見
積
も
り
で
大
体
寸
法
を
合
わ
せ
、
綺
麗
な
赤
い
小
さ
な
上
着
と
青
い
小
さ
な
洋ズ

ボ
ン袴

を
新
調
し
、
こ

れ
ら
を
精
た
ち
が
夜
の
内
に
い
つ
も
研
い
で
お
い
て
く
れ
る
刃
物
類
の
傍
に
並
べ
た
。
す
る
と
小
人
た
ち
が
現
れ
、
び
っ
く
り
し
て
立
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ち
止
ま
り
、
互
い
に
目
を
見
交
わ
す
と
、
こ
う
言
っ
た
。

　
　
　
　

こ
こ
に
あ
る
の
は
わ
し
ら
の
労
賃
、

　
　
　
　

こ
れ
じ
ゃ
わ
し
ら
は
お
さ
ら
ば
し
な
け
り
ゃ
。

衣
装
を
手
に
取
っ
て
、
い
な
く
な
り
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た（

（19
（

。

ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
村
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ロ
ー
デ
村
に
つ
い
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
は
意
地
悪
な
か
ら
か
い
唄
が
あ
る
。
そ
れ
を
聴

い
て
ぶ
ん
殴な

ぐ

ら
れ
た
い
、
と
ご
希
望
の
向
き
は
こ
れ
ら
両
村
で
訊き

い
て
み
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
唄
の
ど
の
節
も
問
い
掛
け
で
始
ま
る
。
た

と
え
ば
─
─
「
あ
そ
こ
の
市
壁
は
ど
ん
な
も
の
。
あ
そ
こ
の
フ
リ
ッ
ゲ
ロ
ー
デ
で
は
」
と
い
っ
た
調
子
。

四
七
八
　
綿
毛
に
化
け
た
夢ア

ル
プ魔

昔
そ
の
近
傍
で
鉄
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
が
堅
く
〔
＝
厳
し
く
〕
鍛
え
ら
れ
た
ル
ー
ラ
の
町
に
は
、
伝
説
、
山
の
財
宝
譚た

ん

、
そ
れ

か
ら
も
ろ
も
ろ
の
妖
精
─
─
善
良
な
の
や
ら
意
地
悪
な
の
や
ら
─
─
の
話
が
ど
っ
さ
り
あ
る
。
あ
る
は
あ
る
は
、
猟
師
の
お
化
け
、
聖

職
者
の
お
化
け
、
乙
女
、
魔
女
、
修
道
士
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人（

（19
（

の
お
化
け
、
鵞が

ち
ょ
う鳥

の
妖
精
も
出
る
。
あ
げ
く
の
果
て
は
な
ん
と
驢ろ

ば馬
の

妖
精
す
ら
。
こ
れ
は
麦ビ

ー
ア
エ
ー
ゼ
ル

酒
驢
馬
と
呼
ば
れ
、
夜
遅
く
麦
酒
酒
場
か
ら
家
路
を
辿た

ど

る
連
中
に
負
ぶ
さ
っ
た
り
、
頸く

び

に
抱
き
つ
い
た
り
す

る
。
驢
馬
に
化
け
て
旅
人
を
襲
う
古
代
ロ
ー
マ
の
妖
怪
エ
ン
プ
ー
サ（

（19
（

の
ご
と
し
。
こ
う
し
た
多
種
多
様
な
変へ

ん
げ化

や
魔
女
の
お
化
け
の
他

に
こ
の
土
地
に
は
夢ア

ル
プ魔

も
い
る
。
こ
れ
は
低
地
諸
地
方
の
伝
説
に
登
場
す
る
男
な
い
し
女
の
夢マ

ー
ル魔

の
よ
う
に（

（19
（

眠
っ
て
い
る
人
を
夜
責
め
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苛さ
い
なむ

。
も
っ
と
も
こ
れ
に
対
抗
す
る
折
紙
付
き
の
方
法
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
夢ア

ル
プ魔

に
苦
し
め
ら
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
起
き
上
が

り
、
部
屋
の
扉
の
鍵
穴
を
塞ふ

さ

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
夢ア

ル
プ魔

は
鍵
穴
か
ら
出
入
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
手
を
使

わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
男
が
い
て
、
そ
れ
を
試
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
ま
あ
、
夢ア

ル
プ魔

の
姿
が
目
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
夢ア

ル
プ魔

は
男
の
寝

台
に
坐す

わ

り
、
白
い
面ヴ

ェ
ー
ル紗

を
被
っ
た
上じ

ょ
う
だ
ま玉

の
女
性
だ
っ
た
。
ル
ー
ラ
の
男
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
悪
く
な
い
話
。
彼
は
こ
の
美
人
を
捉つ

か

ま

え
た
ま
ま
、
女
房
同
然
同
棲
し
た
。
夢ア

ル
プ魔

は
物
静
か
で
従
順
だ
っ
た
が
、
決
し
て
笑
う
こ
と
は
な
く
、
鍵
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
、
と

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
男
に
頼
ん
だ
。
な
に
し
ろ
夢ア

ル
プ魔

は
、
扉
や
窓
が
開
い
て
い
て
も
だ
め
で
、
こ
こ
か
ら
し
か
逃
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
ゲ
ー
テ
も
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
中
で
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
に
こ
う
言
わ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　

悪
魔
と
か
精
霊
に
は
掟
が
ご
ざ
い
ま
し
て
ね
。

　
　
　
　

は
い
っ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
出
て
行
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で（

（19
（

。

し
か
し
物
静
か
な
女
に
何
度
も
何
度
も
頼
ま
れ
て
、
あ
る
時
男
は
こ
う
考
え
た
。「
出
て
行
き
た
が
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
ひ
と
つ
そ

う
さ
せ
て
や
ろ
う
。
だ
っ
て
、
ま
さ
か
鍵
穴
を
抜
け
ら
れ
っ
こ
あ
る
ま
い
。
逃
げ
た
く
た
っ
て
、
捉
ま
え
て
お
け
る
さ
」。
そ
し
て

夢ア
ル
プ魔

に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
鍵
穴
の
詰
め
物
を
取
り
除
い
た
。
す
る
と
女
は
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
、
と
う
と
う
綿

毛
に
変
わ
っ
た
。
男
は
摑つ

か

ま
え
よ
う
と
さ
っ
と
手
を
伸
ば
し
た
が
、
男
の
手
の
風
圧
が
却
っ
て
綿
毛
を
押
し
や
っ
て
し
ま
い
、
綿
毛
は

ふ
わ
っ
と
飛
び
、
鍵
穴
か
ら
通
り
抜
け
、
ど
こ
へ
と
も
な
く
消
え
去
っ
た
。
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四
七
九
　
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ン

ル
ー
ラ
川（

（19
（

の
河
谷
、
シ
ェ
ー
ナ
ウ
村
と
フ
ァ
レ
ン
ロ
ー
デ
村
の
間
に
、
巖い

わ

壁か
べ

が
そ
そ
り
立
っ
て
い
て
、
そ
の
名
を
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン

巖シ
ュ
タ
イ
ンと

い
う
。
昔
そ
の
上
に
城
が
あ
り
、
姫
君
が
一
人
暮
ら
し
て
い
た
が
、
今
は
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
中
に
棲す

む
。
姫
君
は

七
年
に
一
度
巌
か
ら
外
へ
出
て
来
る
。
そ
の
姿
を
見
て
も
怖お

じ
恐
れ
な
い
で
い
る
者
に
は
彼
女
は
何
か
け
っ
こ
う
な
贈
り
物
を
く
れ
る

が
、
怯お

び

え
て
逃
げ
出
す
と
、
凶
事
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
─
─
ル
ー
ラ
教
会
の
聖コ

ー
ル
ア
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト

歌
隊
指
導
者
た
ち（

（19
（

が
夜
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
傍
を
通
り
掛
か
り
、
新
年
を
寿こ

と
ほ

ぐ
唄
を
捧
げ
た
。
す
る
と
雪
の
中
に
骨
が
一
山
見
つ
か
っ
た
。
彼
ら
の
内
の
一
人
だ
け

が
、
そ
れ
で
小ナ

イ
フ刀

の
鞘さ

や

を
一
対
拵こ

し
らえ

よ
う
と
、
二
本
拾
っ
た
。
な
に
し
ろ
ル
ー
ラ
に
は
火ひ

ざ
ら皿

と
煙パ

イ
プ管

の
製
造
工
場
の
他
に
小
刀
作
り
が

た
く
さ
ん
い
た
の
で
。
こ
の
御
仁
は
翌
日
隠ポ

ケ
ッ
トし

の
中
に
太
い
黄き

ん金
の
延
べ
棒
を
二
錠
見
つ
け
た
。
彼
が
聖
歌
隊
の
仲
間
た
ち
に
こ
の
話

を
す
る
と
、
一
同
は
憑つ

か
れ
た
よ
う
に
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
へ
駆
け
つ
け
た
が
、
そ
こ
に
は
雪
し
か
な
く
、
骨
は
か
け
ら
も
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
例
の
幸
せ
な
御
仁
は
こ
の
黄
金
の
お
蔭か

げ

で
裕
福
に
な
っ
た
。
ま
た
あ
る
者
た
ち
─
─
こ
れ
は
楽
士
連
だ
っ
た
─
─

は
緑
の
小
枝
を
授
か
っ
た
の
に
、
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
一
人
だ
け
が
小
枝
を
帽
子
に
挿
し
て
い
る
と
、
そ
れ
が
黄
金
に
な
っ
た
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
「
緑
の
小
枝
に
行
き
当
た
っ
た（

（19
（

」〔
＝
幸
せ
に
な
っ
た
〕
わ
け
。
─
─
フ
ァ
レ
ン
ロ
ー
デ
の
牛
飼
い
が
番
を
し
て
い

る
群
れ
に
し
ば
し
ば
見
知
ら
ぬ
綺
麗
な
牝め

う
し牛

が
い
る
の
に
気
付
い
た
。
こ
の
牝
牛
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
さ
っ
ぱ
り
分

か
ら
な
か
っ
た
。
朝
に
な
る
と
い
て
、
夕
方
に
は
い
な
く
な
る
の
だ
。
と
う
と
う
牛
飼
い
は
牝
牛
の
跡
を
跟つ

け
た
。
す
る
と
な
ん
と
、

牝
牛
は
榛は

ん

の
木き

と
柳
の
繁し

げ

み
に
姿
を
消
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
裂
け
目
に
入
っ
た
。
牛
飼
い
が
や
は
り
そ
の
後
を
追
っ
て

行
く
と
、
扉
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
叩
い
た
。
す
ぐ
に
乙
女
が
現
れ
て
「
何
の
御
用
」
と
訊き

い
た
。
─
─
「
わ
っ
し
ゃ
あ
、
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家
畜
番
の
お
代
を
い
た
だ
き
て
え
と
思
い
や
し
て
。
あ
な
た
様
が
毎
日
群
れ
に
お
遣
わ
し
に
な
る
こ
の
牝
牛
の
で
が
す
」
と
牛
飼
い
は

臆
面
も
な
く
答
え
た
も
の
。
姫
君
は
男
に
古
い
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
を
一
枚
よ
こ
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
さ
、
こ
れ
が
あ
な
た
の
手
間
賃
。

で
も
ね
、
あ
な
た
が
せ
が
ん
だ
り
し
な
か
っ
た
ら
、
い
つ
か
ず
っ
と
た
っ
ぷ
り
上
げ
た
の
に
」。
綺
麗
な
牝
牛
は
そ
れ
き
り
二
度
と
巖

か
ら
出
て
は
来
ず
、
牛
飼
い
の
牧
場
に
行
か
な
か
っ
た
。

四
八
〇
　
ちレ

ー

ト

テ

プ

フ

ヒ

ェ

ン

っ
ち
ゃ
な
富
籤
壺

ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ンの

あ
る
峡
谷
を
低
い
灰
色
の
塔
が
見
下
ろ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
こ
こ
に
あ
っ
た
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク

城
の
遺
構
で
あ
る
。
周
辺
の
住
民
は
こ
の
塔
を
そ
の
恰か

っ
こ
う好

か
ら
ちレ

ー

ト

テ

プ

フ

ヒ

ェ

ン

っ
ち
ゃ
な
富
籤
壺
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
変へ

ん
げ化

が
出
る
。
燃
え

る
樽た

る

が
山
か
ら
ご
ろ
ご
ろ
転
げ
落
ち
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
し
、
山
麓
の
タ
ー
ル
村
の
近
く
に
は
評
判
の
良
く
な
い
場
所
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
巖い

わ

が
一
つ
あ
り
、
巖が

ん
と
う頭

に
は
二
挺ち

ょ
うの

小ナ
イ
フ刀

が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
か
つ
て
二
人
の
兄
弟
が
お
互
い
に
突
き
刺
し
合
っ
た

の
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
謹デ

ア
・
エ
ル
ン
ス
テ

厳
方
伯
─（

（20
（

─
嚙か

ま
れ
傷
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
子
息
─
─
の
時
代
、
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城
周
辺
は
騒

乱
状
態
、
い
や
、
流
血
状
態
だ
っ
た
。
方
伯
は
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家（

（20
（

と
私フ

ェ
ー
デ闘

を
行
っ
た
。
伯
爵
家
は
以
前
か
ら
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル

ク
を
占
拠
し
て
お
り
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
ゴ
ー
タ
に
至
る
ま
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
邦く

に

に
侵
攻
、
一
方
方
伯
側
は
都
市
ザ
ル
ツ
ン
ゲ
ン
お

よ
び
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ア
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
殿
た
ち
を
味
方
に
付
け
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
領
を
ヴ
ェ
ラ
河
谷
と
ブ
ー
ヘ

ン（
（20
（

に
至
る
ま
で
蹂じ

ゅ
う
り
ん躙

し
た
。
次
い
で
方
伯
は
エ
ア
フ
ル
ト
市
民
と
同
盟
を
結
び
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
諸
都
市
か
ら
多
く
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵

を
動

員
、
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
を
包
囲
し
た
。
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
は
と
い
う
と
、
大
軍
を
率
い
フ
ラ
ン
ケ
ン
か
ら
山
地
を
越
え
て
襲
来
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
軍
に
凄
ま
じ
い
攻
勢
を
掛
け
た
。
方
伯
は
進
退
窮き

わ

ま
り
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
間
違
い
な
く
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
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た
。
な
に
し
ろ
夥

お
び
た
だし

い
人
数
が
討
ち
死
に
し
た
の
だ
か
ら
。
方
伯
は
指
揮
官
の
徴し

る
し

も
冑

か
ぶ
と

飾
り
も
取
り
捨
て
、
一
兵
卒
に
身
を
窶や

つ

し
て
騎

乗
、
そ
れ
か
ら
な
ん
と
も
勇
猛
果
敢
な
市
民
兵
で
、
痩や

せ
ぎ
す
だ
が
骨
太
の
、
フ
リ
マ
ー
ル
の
ハ
ン
ス
な
る
男
が
や
は
り
同
じ
よ
う
な

馬
に
乗
り
、
終
始
方
伯
の
傍
を
離
れ
ず
、
方
伯
に
近
づ
こ
う
と
す
る
敵
が
あ
る
た
び
、
戦せ

ん
ぷ斧

を
振
る
っ
て
叩
き
の
め
し
た
の
で
辛
う
じ

て
助
か
っ
た
。
た
だ
し
方
伯
は
と
ど
の
つ
ま
り
甚
大
な
損
害
を
蒙
っ
て
敗
退
、
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
守
備
隊
は
欣き

ん
き
じ
ゃ
く
や
く

喜
雀
躍
、
ち
っ

ち
ゃ
な
富
籤
壺
に
勝
利
の
旗
を
掲
げ
、
緑
な
す
森
ま
た
森
へ
と
靡な

び

か
せ
た
。

四
八
一
　
麵バ

ッ
ク
オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ

麭
焼
き
竈
洞
窟

シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城じ

ょ
う
し址

附
近
に
ヴ
ァ
ル
ト
ベ
ル
ク
な
い
し
マ
ル
ト
ベ
ル
ク
と
い
う
高
山
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
れ
は
数
数
の
伝
説

が
付
き
纏ま

と

う
ま
こ
と
に
風
変
わ
り
な
高た

か
ね嶺

で
、
近
く
の
山
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
は
こ
れ
と
と
こ
と
ん
異
な
っ
て
い
る
。
あ
ち
ら
の

魂ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ロ
ッ
ホ

哭
洞
窟
に
対
す
る
に
、
こ
ち
ら
に
は
麵バ

ッ
ク
オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ

麭
焼
き
竈
洞
窟
が
あ
り
、
か
つ
て
は
洞
内
か
ら
多
量
の
砂
金
を
産
し
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
人
ど
も
が
持
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
他
に
も
ま
だ
山
の
周
囲
に
は
塞ふ

さ

が
れ
た
古
い
縦た

て
あ
な坑

や
横
坑
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
な
に
し
ろ
そ

こ
に
は
見
つ
け
る
術す

べ

を
心
得
て
い
る
連
中
が
い
ま
だ
に
貴
金
属
を
た
っ
ぷ
り
隠
し
て
い
る
の
だ
。
三ト

リ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ゾ
ン
タ
ー
ク

位
一
体
の
日
曜
日
、（

（20
（

夏げ

し至
、
お

よ
び
洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
に（

（20
（

は
か
し
こ
に
不
思
議
な
花
が
咲
き
、
こ
れ
を
見
つ
け
た
者
に
地
下
の
世
界
を
開
示
し
て
、
裕
福
に

し
て
く
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
で
魂
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
既
に
大
勢
が
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
麵パ

ン麭
焼
き
竈が

ま

洞
窟
だ
が
、
こ
れ
は
だ

れ
に
で
も
見
つ
か
る
し
、
深
い
け
れ
ど
も
潜
り
込
ん
で
行
け
る
。
た
だ
し
黄き

ん金
は
見
つ
か
ら
な
い
。
森

オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ル
ス
タ
ー

番
頭
ケ
ー
ニ
ヒ
老
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
彼
自
身
に
よ
っ
て
ル
ー
ラ
の
山
林
資
料
集
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
若
く
て
猟
師
の
徒
弟
だ
っ
た

折
、
ケ
ー
ニ
ヒ
は
し
ば
し
ば
広
大
な
ル
ー
ラ
山
林
管
区
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
家
路
を
辿た

ど

る
途
中
出
逢
っ
た
見
知
ら
ぬ
男
が
バ
ッ
ク
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オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ
へ
の
行
き
方
を
訊た

ず

ね
た
。
ケ
ー
ニ
ヒ
は
こ
の
余よ

そ
も
の

所
者
─
─
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
だ
っ
た
─
─
を
望
み
の
場
所
へ
案
内
し

て
や
っ
た
。
男
は
洞
窟
に
潜
り
込
ん
で
行
っ
た
が
、
や
が
て
袋
一
杯
、
洞
窟
に
あ
っ
た
灰
黄
色
の
砂
を
持
っ
て
出
て
来
た
。
そ
れ
か
ら

案
内
人
に
紙
包
み
の
粉
を
く
れ
て
、
い
わ
く
「
こ
の
洞
穴
に
は
莫
大
な
宝
が
あ
る
。
洞
穴
の
中
で
黒
褐
色
の
砂
粒
を
探
し
な
。
そ
れ
を

坩る
つ
ぼ堝

に
入
れ
、
こ
の
粉
を
い
く
ら
か
加
え
る
ん
だ
」。
こ
う
し
て
余
所
者
は
ケ
ー
ニ
ヒ
と
別
れ
た
。
し
か
し
ケ
ー
ニ
ヒ
は
若
者
の
こ
と

と
て
こ
う
し
た
言
葉
に
も
粉
に
も
特
に
注
意
を
払
わ
ず
、
粉
を
し
ま
っ
て
、
家
の
自
分
用
の
櫃ひ

つ

に
抛ほ

う

り
込
ん
だ
。
何
年
も
経
っ
た
が
、

全
然
思
い
出
し
も
し
な
か
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
彼
は
ま
た
し
て
も
山
林
管
区
で
一
人
の
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
に
出
く
わ
し
た
。
南ヴ

ァ
ー
レ

国
者
は
、

バ
ッ
ク
オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ
は
ど
こ
か
、
と
訊き

い
た
。
ケ
ー
ニ
ヒ
は
こ
の
男
も
案
内
し
て
や
っ
た
。
す
る
と
こ
の
男
も
や
は
り
洞
窟
の

財
宝
の
こ
と
を
話
し
、
黒
褐
色
の
砂
粒
に
言
及
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
ケ
ー
ニ
ヒ
は
、
自
分
も
ち
ょ
っ
と
試
し
て
み
よ

う
、
と
考
え
、
洞
穴
に
入
っ
て
件く

だ
ん

の
砂
粒
を
探
し
、
見
つ
け
、
持
っ
て
帰
る
と
、
家
で
例
の
粉
を
探
し
た
。
長
い
こ
と
探
し
回
っ
た
あ

げ
く
、
よ
う
や
く
紙
包
み
を
発
見
し
た
も
の
の
、
紙
は
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
て
、
粉
は
大
部
分
こ
ぼ
れ
て
お
り
、
ほ
ん
の
僅
か

な
量
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ケ
ー
ニ
ヒ
は
こ
れ
を
つ
ま
ん
で
、
砂
粒
と
一
緒
に
坩
堝
に
入
れ
、
か
っ
か
と
火
を
燃
や
し
て
溶
か
す

と
、
大
き
な
黄
金
の
粒
が
採
れ
た
。
後
に
大
骨
折
っ
て
ま
た
い
く
ら
か
〔
黒
褐
色
の
〕
砂
粒
を
見
つ
け
、
例
の
粉
な
し
で
坩
堝
に
入
れ

た
と
こ
ろ
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
ち
っ
ぽ
け
な
黄
金
の
粒
を
得
た
。

四
八
二
　
山ガ

イ
ス
バ
イ
ン
ロ
ッ
ホ

羊
脚
洞
窟

大
き
な
ヴ
ァ
ル
ト
ベ
ル
ク
に
あ
る
バ
ッ
ク
オ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ッ
ホ
の
近
く
に
、
こ
れ
ま
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
に
塞ふ

さ

が
れ
た
（
呪
封
さ
れ
た
）

ガ
イ
ス
バ
イ
ン
ロ
ッ
ホ
が
あ
る
。
宝
の
山
だ
が
、
決
し
て
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
牝め

や

ぎ

山
羊
の
後
ろ
脚
を
用
い
て
塞
が
れ
、
見
え
な
く
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さ
れ
て
い
る
の
で
、
山ガ

イ
ス
バ
イ
ン
ス
ロ
ッ
ホ

羊
脚
洞
窟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
四
年
に
一
度
、
そ
れ
も
二
日
間
し
か
開
か
な
い
。
聖ヴ

ァ

ル

プ

ル

ギ

ス

タ

ー

ク

ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
祝
日

と（
（20
（

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
で
あ
れ
ば
洞
穴
を
目
に
し
た
者
は
中
へ
入
れ
る
。
近
世
で
も
あ
の
森

オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ル
ス
タ
ー

番
頭
ケ
ー

ニ
ヒ
は
狩
り
を
し
て
い
る
時
洞
穴
が
口
を
開
け
て
い
る
の
を
発
見
、
洞
内
で
粗あ

ら
か
ね金

の
塊
─
─
そ
れ
を
元
に
一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
三
十
プ
フ

ン
ト（

（20
（

の
黄こ

が
ね金

と
四
十
五
プ
フ
ン
ト
の
白し

ろ
が
ね銀

が
抽
出
さ
れ
る（

（20
（

─
─
が
燦き

ら

め
い
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
森
番
頭が

し
らは

一
人
っ
き
り
だ
っ
た
。

彼
は
、
全
山
林
管
区
を
嵌は

め
て
い
る
手
袋
の
ご
と
く
知
り
抜
い
て
い
る
自
分
が
過
去
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
歩
き
回
っ
た
場
所
で
、
洞

穴
の
口
を
発
見
し
た
の
が
な
ん
と
も
訝い

ぶ
か

し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
配
下
の
助
手
た
ち
を
呼
ん
だ
が
、
だ
れ
に
も
声
が
聞
こ
え

な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
と
合
流
す
る
ま
で
ち
ょ
っ
と
引
き
返
し
た
。
急
い
で
発
見
を
報
せ
た
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
ガ
イ
ス

バ
イ
ン
ロ
ッ
ホ
は
そ
の
間
に
後
ろ
脚
を
突
っ
張
り
〔
＝
逆
ら
い
〕、
巖い

わ

も
洞
窟
も
霧
景
色
さ
な
が
ら
消
え
失
せ
て
い
た
。

四
八
三
　
蛇
の
羹ス

ー
プ汁

ヴ
ァ
ル
ト
ベ
ル
ク
山
麓
に
も
泉
が
湧
い
て
い
て
、そ
の
名
を
白ジ

ル
ヴ
ァ
ー
ボ
ル
ン

銀
の
泉
と
い
う
。あ
る
年
の
黄き

ん金
の
日
曜
日（
三ト

リ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ゾ
ン
タ
ー
ク

位
一
体
の
日
曜
日
）、

そ
の
畔ほ

と
り

で
休
ん
で
い
た
シ
ュ
メ
ー
ア
バ
ハ
村（

（20
（

の
牛
飼
い
が
、
異
国
風
の
身
な
り
を
し
た
男
が
一
人
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
担
い
で
森
か

ら
出
て
来
て
、
新
緑
も
鮮
や
か
な
日
当
た
り
の
良
い
牧
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
を
目
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
近
く
の
巖い

わ

に
こ
れ
ま
で
一

度
も
気
付
か
な
か
っ
た
洞ほ

ら
あ
な穴

を
見
つ
け
た
。
余よ

そ
も
の

所
者
は
牛
飼
い
に
挨
拶
し
て
荷
物
を
拡
げ
、
傍
に
来
る
よ
う
牛
飼
い
を
手
招
き
し
、
迷

惑
は
掛
け
な
い
か
ら
ひ
と
つ
手
伝
っ
て
は
く
れ
ま
い
か
、
と
頼
ん
だ
。
そ
し
て
小
さ
な
焚
き
火
を
燃
や
さ
せ
、
自
分
は
榛

は
し
ば
みの

枝
を
削
っ

て
先
が
二ふ

た
ま
た股

に
な
っ
た
笞む

ち

を
拵こ

し
ら

え
た
。
そ
れ
か
ら
芝
生
の
上
に
布
を
一
枚
拡
げ
、
携
え
て
い
た
白
い
杖
で
環わ

を
三
つ
描
き
、
小
さ
い
笛

を
取
り
出
し
、
奇
妙
な
節
回
し
を
吹
い
た
。
す
る
と
巖い

わ

の
裂
け
目
や
繁
み
の
中
か
ら
夥

お
び
た
だし

い
数
の
蛇
や
地
虫
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
現
、
あ
げ
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く
の
果
て
に
は
巨
大
な
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
ま
で
や
っ
て
来
て
、
こ
れ
は
召
喚
者
の
真
ん
前
に
お
み
こ
し
を
据
え
、
か
っ
と
口
を
開
け
た
。
他
の
連

中
は
い
や
ら
し
く
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
音
を
立
て
な
が
ら
、
て
ん
で
に
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
─
─
と
い
う
の
も
蛇
の
召
喚
を

行
っ
た
の
は
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
─
─
は
が
た
が
た
体
を
震
わ
せ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
高
い
楡に

れ

の
梢
に
全
身
銀
白
色
で
黄こ

が
ね金

の
冠
を

被
っ
た
蛇
が
姿
を
見
せ
、
住
ま
い
の
樹
か
ら
く
ね
く
ね
と
降
り
、
牧
場
を
横
切
っ
て
、
拡
げ
ら
れ
た
布
に
上
が
っ
た
。
す
る
と
召
喚
者

は
素
早
く
跳
び
つ
き
、
布
を
ぱ
っ
と
折
り
畳
み
、
冠
を
奪
っ
て
隠
し
て
し
ま
い
、
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
ぐ
さ
り
と
突
き
留
め
て
殺
し
、
ま
た
笛
を

吹
く
と
、
長
虫
ど
も
は
這は

い
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
は
捕
ら
え
た
蛇
の
女
王
を
殺
し
、
切
り
刻
む
と
、
持
っ
て
い

た
小こ

な
べ鍋

で
こ
と
こ
と
煮
て
濃
厚
な
羹ス

ー
プ汁

を
調
理
し
た
。
そ
う
し
て
の
ん
び
り
蛇
料
理
を
楽
し
も
う
と
坐す

わ

り
込
み
、
さ
さ
、
一
緒
に
ど
う

ぞ
、
と
牛
飼
い
を
招
待
し
た
。
最
初
の
内
牛
飼
い
は
頑か

た
く

な
に
断
っ
て
い
た
が
、
と
う
と
う
説
得
さ
れ
、
無
理
に
我
慢
し
て
汁
は
一ひ

と
さ
じ匙

味

わ
っ
た
。
あ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
子
ど
も
の
昔
話
で
は（

（20
（

、
寄
っ
て
来
た
家

ハ
ウ
ス
ウ
ン
ク

蛇
が
子
ど
も
の
乳ミ

ル
ク
ス
ー
プ

入
り
汁
を（

（21
（

一
緒
に
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
乳ミ

ル
ク

し
か
飲
ま
な
い
で
い
る
と
、
子
ど
も
が
蛇
に
向
か
っ
て
「
エ
ス
・
ネ
ッ
ト
・
ヌ
ー
・
ニ
ュ
ー
、
エ
ス
・
ア
・
ノ
ッ

ケ（
（21
（

」（
汁
ば
っ
か
飲
ま
に
ゃ
あ
で
、
実み

の
麵パ

ン麭
も
喰く

い
な
）
と
言
っ
た
わ
け
だ
が
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
も
牛
飼
い
に
や
は
り
蛇
肉
を
食
べ

る
よ
う
し
き
り
に
勧
め
た
。
牛
飼
い
は
こ
れ
を
徹
頭
徹
尾
拒
み
抜
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
、
蛇
の
目
玉
の
よ
う
な
脂
肪
の
玉

が
一
杯
浮
い
て
い
る
上
等
の
羹ス

ー
プ汁

の
お
蔭か

げ

で
、
牛
飼
い
自
身
の
目
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
周
囲
の
全
て
が
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
輝
き

に
照
ら
し
出
さ
れ
、
口
を
開
け
た
山
の
洞
窟
─
─
こ
れ
は
山ガ

イ
ス
バ
イ
ン
ス
ロ
ッ
ホ

羊
脚
洞
窟
だ
っ
た
─
─
の
中
に
金
銀
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
の

だ
。
二
人
は
出
掛
け
て
行
っ
て
、
そ
れ
を
我
が
物
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
何
も
か
も
さ
っ
と
風
に
吹
か
れ
た
よ
う
に
消
え
失
せ
た
。「
お

ぬ
し
が
蛇
肉
自
体
も
食
べ
て
い
れ
ば
な
あ
」
と
立
ち
去
り
が
け
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
が
言
っ
た
。「
あ
ん
た
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
の
洞
穴

が
開
い
て
い
る
の
が
目
に
見
え
て
、
何
度
も
何
度
も
中
に
入
っ
て
、
宝
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
に
。
だ
が
、
だ
め
さ
。
ご
き
げ

ん
よ
う
、
い
つ
か
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
わ
し
を
訪
ね
て
来
な
さ
い
。
願ヴ

ュ
ン
シ
ュ
テ
ュ
ー
ヒ
ラ
イ
ン

い
の
叶
う
布
切
れ
を
一
枚
あ
げ
る
で
な
、
こ
れ
を
頭
に
巻
い
て
お
く
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と
い
い
」。
そ
の
後
牛
飼
い
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
願
っ
た
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
行
っ
た
。
一
度
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
へ
も
出
掛
け
た
。
そ
の
時
あ

の
蛇
の
羹ス

ー
プ汁

を
拵こ

し
ら

え
た
男
が
、
門
衛
が
立
っ
て
い
る
大
理
石
造
り
の
大
邸
宅
で
裕
福
な
貴ノ

ビ
レ族

の
恰か

っ
こ
う好

を
し
て
い
る
の
に
逢
っ
た
。
男
は

牛
飼
い
を
愛
想
良
く
も
て
な
し
て
、
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
を
く
れ
た
。

四
八
四
　
ララ

イ

フ

シ

ュ

タ

イ

ク

ス

ハ

ル

デ

イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
の
斜
面

市マ
ル
ク
ト
フ
レ
ッ
ケ
ン

場
町
村
で（

（21
（

あ
る
ル
ー
ラ
の
向
こ
う
側
の
ラ
イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
に
は
大
き
な
森
林
草
地
の
ララ

イ

フ

シ

ュ

タ

イ

ク

ス

ハ

ル

デ

イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
の
斜
面
が
あ

る
。
こ
れ
は
日
に
よ
っ
て
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
だ
諸
人
の
思
い
出
の
中
に
生
き
て
い
る
か
の
ル
ー
ル
〔
＝
ル
ー
ラ
〕
の

森オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ル
ス
タ
ー

番
頭
ケ
ー
ニ
ヒ
老
が
そ
う
し
た
体
験
を
し
た
。
晩
秋
の
あ
る
日
の
こ
と
、
ケ
ー
ニ
ヒ
は
、
ララ

イ

フ

シ

ュ

タ

イ

ク

ス

ハ

ル

デ

イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
の
斜
面
に
設
け

た
塩
舐な

め
場（

（21
（

の
一
つ
の
傍
で
何
か
肥
え
た
猟
獣
を
撃
ち
留
め
よ
う
と
、
ラ
イ
フ
シ
ュ
タ
イ
ク
山
の
山
腹
を
歩
い
て
い
た
。
森
の
中
に
は

切
り
拓ひ

ら

か
れ
た
林
道
が
あ
り
、
こ
れ
を
伝
っ
て
行
け
ば
迷
う
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
高
み
で
路
は
草
地
を
右
手
に
見
て
過
ぎ
、
そ

れ
か
ら
ま
た
森
に
入
る
の
で
あ
る
。
森
番
頭が

し
らケ

ー
ニ
ヒ
は
朝
九
時
に
ル
ー
ル
を
出
発
、
初
め
は
ぼ
ん
や
り
歩
い
て
い
た
。
す
る
と
突
然

森
の
真
っ
只
中
に
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
り
ゃ
あ
左
に
来
過
ぎ
ち
ま
っ
た
、
と
考
え
、
斜ハ

ル
デ面

の
近
く
ま
で
引
き
返
す
こ
と
に
し
た

の
だ
が
、
斜ハ

ル
デ面

が
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
し
て
も
迷
っ
て
右
手
に
来
過
ぎ
ち
ま
っ
た
、
と
引
き
返
し
、
林
道
に
注
意
し
続
け
た
。
と
こ

ろ
が
一
向
塩
舐
め
場
に
行
き
当
た
ら
な
い
。
ケ
ー
ニ
ヒ
は
町
切
っ
て
の
熟
練
し
た
山
歩
き
人
で
あ
る
上
、
こ
の
路
は
五
百
回
以
上
も
歩

い
た
の
だ
が
、
朝
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
森
の
中
を
さ
ま
よ
い
、
結
局
こ
の
日
は
塩
舐
め
場
に
辿た

ど

り
着
け
な
か
っ
た
。
翌
日
─
─
彼

自
身
が
し
ば
し
ば
語
っ
た
の
だ
が
─
─
ケ
ー
ニ
ヒ
は
一
歩
も
迷
わ
ず
に
塩
舐
め
場
を
見
つ
け
た
。
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訳
注

（1）	
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン　

M
ühlhausen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
三
注
参
照
。

（2）	
ブ
ラ
イ
ト
ジ
ュ
ル
ツ
ェ　

Breitsülze.　

こ
の
泉
源
と
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
と
の
落
差
は
僅
か
二
メ
ー
ト
ル
。

（3）	
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
修
道
院　

K
loster Reifenstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
三
注
参
照
。

（4）	

鷲
ア
ー
ド
ラ
ー
ト
ゥ
ル
ム

塔　
A

dlerthurm
.　

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
市
壁
に
聳
え
る
防
禦
塔
の
一
つ
。
現
存
。

（5）	

ゴ
ー
タ　

Gotha.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
で
大
き
さ
五
番
目
の
都
市
。
ゴ
ー
タ
郡
郡
庁
所
在
地
。

（6）	

ポ
ッ
ペ
ロ
ー
デ
（
廃
村
）
の
泉　

der Brunnen zu Popperode (W
üstung).　

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
西
方
約
四
キ
ロ
、
廃
村
ポ
ッ
ペ
ロ
ー
デ
の
端
に
あ

る
。

（7）	

二ド
ッ
ペ
ル
フ
ェ
ス
ト

重
祭
典　

D
oppelfest.　

未
詳
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。
な
お
泉
に
感
謝
す
る
祭
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（8）	

罔み
ず
は
の
め

象
女
ら
が
頭か

し
ら

を
ば
光
の
花
冠
が
飾
る
よ
う
、
／
泉
の
面お

も
て

を
差
し
覗の

ぞ

き
、
汝な

れ

の
面
を
葉は

む
ら叢

で
飾
れ
。U

t lym
phae N

ym
phas nim

bus coronat, / A
d 

fontem
 frontem

 fronde corones.　

噴
泉
の
水
面
を
覗
け
ば
、
影
を
映
し
て
い
る
科リ

ン

デ
の
木
の
葉
叢
が
、
さ
な
が
ら
花
冠
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
、
と
の
呼

び
掛
け
か
。

（9）	

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
戦
争
当
時　

Zur Zeit der M
ühlhäuser K

riege.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
三
参
照
。

（10）	

ア
ン
メ
ル
ン　

A
m

m
ern.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
郡
の
小
さ
な
町
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
タ
ー
ル
の
一
部
。
数
世
紀
に

亘
り
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
管
轄
下
の
小
村
だ
っ
た
。

（11）	

言
葉
を
返
す
と  antw

ortete.　

秘
め
ら
れ
た
宝
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
時
に
は
、
一
切
口
を
利
い
て
は
い
け
な
い
。
一
方
宝
を
守
っ
て
い
る
魔
物

は
あ
の
手
こ
の
手
で
無
言
の
行
を
破
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

（12）	

ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト　

W
infried.　

ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
（
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
）。
英
国
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
生
ま
れ
。
教
皇
に
依
嘱
さ
れ
、

ド
イ
ツ
諸
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
献
身
、
た
め
に
「
ド
イ
ツ
人
の
使
徒
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
も
再
再
登
場
。

（13）	

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ミ　

Sturm
i.　

ラ
テ
ン
名
ス
ト
ゥ
ル
ミ
ウ
スSturm

ius
。
八
世
紀
の
宣
教
師
。
フ
ル
ダ
修
道
院
の
創
立
者
で
初
代
院
長
。

（14）	

デ
ィ
ー
メ
ル
ラ
ン
ト　

D
iem

elland.　

ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
の
支
流
で
延
長
一
一
〇
・
五
キ
ロ
の
河
川
デ
ィ
ー
メ
ル
─
─
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
と
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン

＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
を
流
れ
る
─
─
の
流
域
を
い
う
。

（15）	

イ
ル
ミ
ン
柱ゾ

イ
レ　

Irm
insäule.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
六
二
、三
一
一
等
参
照
。

（16）	

デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク　

D
esenberg.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
五
で
は,D

eesenbergʻ
と
綴
っ
て
い
る
。

（17）	

現
在
の
ヘ
ア
シ
ュ
テ
レ
行
政
区　

das heutige A
m

t H
erstelle.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ク
ス
タ
ー
郡
の
都
市
ベ
ー
フ
ェ
ル	
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ン
ゲ
ン
の
南
東
地
区
。
ヘ
ア
シ
ュ
テ
レ
は
七
九
七
年
カ
ー
ル
大
帝
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

（18）	

エ
ッ
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ゲ
と
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト　

Eschw
ege und W

anfried.　

共
に
隣
り
合
っ
た
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
ヴ
ェ
ラ
＝
マ
イ
ス
ナ
ー
郡
の
小
都
市
。
な

だ
ら
か
で
緑
豊
か
な
ヴ
ェ
ラ
河
谷
に
あ
る
。

（19）	
ゲ
ル
ン
ロ
ー
デ　

Gernrode.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
都
市
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
の
一
部
。

（20）	

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁　

Teufelsm
auer.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
二
参
照
。

（21）	

ト
レ
フ
フ
ル
ト　

Treffurt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
小
都
市
。
市
庁
舎
を
初
め
美
し
い
木フ

ァ
ッ
ハ
ヴ
ェ
ル
ク

骨
建
築
の
数
数
が
あ
る
。
町
を
ヴ
ェ

ラ
川
が
貫
流
し
て
い
る
。

（22）	

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク　

Creuzburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
小
さ
い
町
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
最
古
の
町
の
一
つ
。
近
隣
の
町

に
は
ト
レ
フ
フ
ル
ト
、
ミ
ー
ラ
、
ク
ラ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヘ
ア
レ
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
、
イ
フ
タ
、
リ
ン
グ
ガ
ウ
が
あ
る
。

（23）	

騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー　

Ritter Tannhäuser.　

Ｄ
Ｓ
一
七
一
参
照
。
ま
た
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
快
楽
の
日
日
を
過
ご
し
た
と
い
う
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
ク

Venusberg

、
ま
た
の
名
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
ゴ
ー
タ
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
間
に
実
際
に
存
在
す
る
。

（24）	

ギ
ー
ビ
ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Giebichenstein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
六
参
照
。

（25）	

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯　

Ludw
ig der Springer.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
三
参
照
。

（26）	

福
音
書
に
あ
る
あ
の
美
し
い
罪
の
女　

jener schönen Sünderin im
 Evangelio.　

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
指
す
。
四
福
音
書
、
な
か
ん
ず
く
ル
カ
伝

八
章
二
節
、
二
十
四
章
十
節
に
登
場
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
聖
公
会
、
東
方
教
会
の
い
ず
れ
も
が
聖
女
と
し
て
い
る
。

（27）	

ハ
ル
シ
ュ
タ
ル　

H
arstall.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
騎
士
階
級
の
一
族
。

（28）	

ミ
ー
ラ　

M
ihla.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
小
さ
い
町
。

（29）	

ベ
ル
カ　

Berka.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
町
ベ
ル
カ
／
ヴ
ェ
ラ
。
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
と
の
州
境
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
。

（30）	

エ
ル
ベ
ル　

Elbel.　

ド
イ
ツ
語
・
古
期
英
語
「
エ
ル
フ
」Elf, elf 

と
関
係
が
あ
る
の
で
は
、
と
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（31）	

た
だ
し
そ
の
名
は
マ
ッ
ク
ス
で
も
カ
ス
パ
ー
ル
で
も
な
く　

hieß aber w
eder M

ax noch K
aspar.　

ヴ
ェ
ー
バ
ー
作
曲
の
オ
ペ
ラ
『
魔
弾
の
射
手
』

D
er Freischütz

に
登
場
す
る
二
人
の
猟
師
は
マ
ッ
ク
ス
（
男
性
主
人
公
）
お
よ
び
カ
ス
パ
ー
ル
。

（32）	

殿エ
ー
デ
ル
ヒ
ル
シ
ュ

様
牡
角
鹿　

Edelhirsch.　

学
名
ケ
ル
ヴ
ス
・
エ
ラ
フ
スCelvus Elaphus.　

体
長
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
体
高
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
体
重
二
五
〇
キ
ロ
に

も
及
ぶ
堂
堂
た
る
牡ロ

ー
ト
ヒ
ル
シ
ュ

赤
鹿Rothirsch

。
ア
ナ
ト
リ
ア
、
カ
フ
カ
ー
ズ
地
方
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
に
掛
け
て
広
く
分
布
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
猟

人
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
大
物
猟
獣
の
代
表
で
、
す
ぐ
後
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
六
に
も
枝
分
か
れ
し
て
い
る
ほ
ど
の
見
事
な
角
で
あ
れ
ば
、

狩
り
の
記ト

ロ
フ
ィ
ー

念
品
と
し
て
大
い
に
珍
重
さ
れ
た
。
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（33）	

魔
弾
の
射
手　

Freischütz.　
「
自
在
射
手
」。
狙
わ
な
く
と
も
必
ず
的
に
命
中
す
る
弾
丸
の
射
手
。
こ
の
よ
う
な
弾
丸
は
悪
魔
と
契
約
し
て
鋳
造
す
る
。

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
六
、二
七
八
、三
一
七
参
照
。

（34）	
ア
イ
ゼ
ナ
ハ　

Eisenach.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
西
部
の
中
都
市
。
い
わ
ゆ
る
ル
タ
ー
・
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
一
つ
（
ル
タ
ー
は
一
四
九
八
─
五
一
年
こ
こ

に
住
ん
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
修
道
院
に
通
い
、
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
だ
）。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
北
縁
、
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
川
河
畔
に
位
置
す
る
。
十
二
世
紀

末
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ伯

家
の
首
邑
と
な
る
。
町
の
上
方
に
聳
え
る
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
（
ル
タ
ー
は
こ
の
城
で
一
五
二
一
─
二
二
年
新
約
聖
書
を
ギ

リ
シ
ア
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
一
参
照
）
で
と
り
わ
け
有
名
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
お
け
る
第
四
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

方
伯
ヘ
ル
マ
ン
一
世
（
在
位
一
一
九
〇
─
一
二
一
七
）
の
宮
廷
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
宮ミ

ン

ネ

ザ

ン

グ

廷
恋
愛
歌
と
詩
歌
道
の
中
心
と
さ
れ
た
。
一
二
〇
六
年

に
は
か
の
伝
説
的
な
「
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
歌
合
戦
」der Sängerkrieg auf der W

artburg

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
二
参
照
）
が
催
さ
れ
た
、
と
い
う
。
こ
れ

ま
で
も
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
名
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
再
再
登
場
。

（35）	

フ
ン
族
の
王
エ
ッ
ツ
ェ
ル　

Etzel, der H
unnenkönig.　

ア
ッ
テ
ィ
ラ
大
王
。
た
だ
し
歴
史
的
事
実
で
は
な
く
、『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
参
照
。

（36）	

デ
ィ
ス
パ
ル
グ
ム
の
数
数　

D
ispargen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
五
参
照
。

（37）	

ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
泉

ブ
ル
ン

修
道
院
を
建
立
す
る　
das K

loster Reinhardsbrunn gründete.　

Ｄ
Ｓ
五
五
五
参
照
。

（38）	

可
憐
な
薔ば

ら薇
を
手
折
っ
た
唄
の
あ
の
少
年
と
同
様　

w
ie dem

 K
naben im

 Liede, der das Röslein brach.　

も
と
よ
り
ゲ
ー
テ
の
詩
「
曠あ

れ
の野

の
薔
薇
」

H
eidenröslein

の
薔
薇
と
少
年
の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
苦
痛
を
堪
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
手
折
っ
た
少
年
で
は
な
く
、
手
折
ら
れ
た
薔
薇
の

は
ず
だ
が
。
そ
り
ゃ
可
憐
な
薔
薇
は
、
叶
わ
ぬ
ま
で
も
、
と
無
体
な
少
年
を
一
刺
し
し
は
し
た
け
れ
ど
…
…
。

（39）	

グ
ラ
ー
プ
フ
ェ
ル
ト　

Grabfeld.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
南
部
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
都
市
。
な
お
こ
の
地
の
飢
饉
は
Ｄ
Ｂ

五
八
二
で
語
ら
れ
て
い
る
。

（40）	

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク　

W
artburg.　

元
来
の
意
味
は
「
見
晴
ら
し
の
良
い
城
」
な
い
し
「
監
視
の
城
」。

（41）	

宣
誓
補
助
人　

Eideshelfer.　

ド
イ
ツ
古
代
法
に
お
い
て
宣
誓
人
の
信
憑
性
を
証
明
す
る
人
。

（42）	

皇
帝
は
こ
の
人
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
に
任
命
し
た　

den m
achte der K

aiser zum
 Landgrafen in T

hüringen.　

再
再
注
で
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
名
は
同
じ
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
は
違
い
な
い
が
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
代
間
違
え
て
い
る
。「
こ
の
人
」
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
の
孫
に
当

た
る
。「
こ
の
人
」
の
曾
祖
父
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
髭デ

ア
・
ベ
ル
テ
ィ
ゲ

も
じ
ゃ
伯Ludw

ig der Bärtige, Graf von Schauenburg

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
四

参
照
）
が
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家Ludow

inger

（
存
続
は
一
〇
四
〇
―
一
二
四
七
。
往
古
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
豪
族
）
の
始
祖
。
祖
父
の
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ

ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
（
一
〇
四
二
─
一
一
二
三
）
の
子
息
で
あ
る
父
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
一
三
一
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ロ
タ
ー
ル
三
世
（
在

位
一
一
二
五
─
三
七
）
に
よ
っ
て
初
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ伯Landgraf von T

hüringen

（
在
位
一
一
三
一
―
四
〇
）
お
よ
び
帝
国
直
属
諸
侯
の
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位
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
物
語
の
主
人
公
「
鉄
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
」Ludw

ig der Eiserne

は
方
伯
と
し
て
は
第
二
代
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
（
生
誕

一
一
二
八
。
在
位
一
一
四
〇
─
七
二
）、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
で
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
な
る
。「
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
」
は
ま
ず
第
一
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
貴
族
間

の
私フ

ェ
ー
デ闘Fehde

を
禁
ず
る
皇
帝
の
国ラ

ン
ト
フ
リ
ー
デ
ン

内
平
和
令Landfrieden

（
日
本
で
は
豊
臣
秀
吉
の
「
惣
無
事
令
」
に
比
さ
れ
る
か
）
を
遵
守
さ
せ
る
任
務
を
負
う
。

帝
国
内
の
小
国
の
君
主
で
あ
る
公

ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク爵H

ezog

並
の
権
力
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
尤
も
、
伯グ

ラ
ー
フ爵Graf

で
は
な
い
諸
勢
力
よ
り
上
位
に
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
た
ち
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
＝
ト
ン
ナ
、
ホ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
他
）
は
方
伯
と
同
等
の
権
利

を
持
っ
て
い
た
、
と
の
説
も
あ
る
。
し
か
し
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
物
語
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」Johann K

arl A
ugust M

usäus: M
elechsala. > 

Volksm
ärchen der D

eutschen. 1782-86.

（
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
、
所
収
）
で

は
、
主
人
公
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
は
第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
従
う
身
分
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世

の
下
で
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
は
隣
邦
ヘ
ッ
セ
ン
に
も
領
土
を
拡
張
し
た
（
ヘ
ッ
セ
ン
は
一
一
三
七
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
帰
属
）。

（43）	

温
良
な
性
格　

von m
ildem

 W
esen.　

初
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
一
一
四
〇
年
に
逝
去
す
る
と
、
ド
イ
ツ
王
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世
は

十
二
歳
の
嗣
子
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
方
伯
位
を
授
与
し
た
。
し
か
し
成
年
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
四
年
間
母
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
ヘ
ッ
セ
ン
の
地ガ

ウ
グ
ラ
ー
フ

域
伯

に
し
て
グ
ー
デ
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
ギ
ゾ
四
世
の
息
女
）
が
摂
政
と
し
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
後
見
し
た
。
治
世
中
途
ま
で
臣
下
に
対
し
穏
和
に
振
る
舞
っ
た
の

は
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
。

（44）	

ル
ー
ル
村　

O
rt Ruhl.　

後
の
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
も
再
再
「
ル
ー
ル
」Ruhl

と
し
て
登
場
す
る
が
、
一
般
に
は
「
ル
ー
ラ
」Ruhla

。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
西

部
の
山
の
町
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
の
間
に
あ
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

北
辺
、
標
高
四
四
〇
─
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
大

気
清
澄
な
保
養
地
。
町
の
紋
章
は
鉄か

な
し
き砧

の
上
で
鎚
を
振
る
っ
て
い
る
鍛
冶
屋
。

（45）	

こ
れ
す
な
わ
ち
金
貨
の
こ
と　

näm
lich die Goldstücke.　

し
か
し
な
が
ら
十
二
世
紀
西
欧
で
は
金
貨
は
一
般
に
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
。

（46）	

鎖く
さ
り
か
た
び
ら

帷
子　

Panzerrock.　

直
訳
す
れ
ば
「
装
甲
上
着
」。
別
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
方
伯
は
自
今
常
に
こ
れ
を
着
用
し
て
身
を
守
っ
た
と
か
。
そ
こ
で
、
行

住
坐
臥
着
用
で
き
る
上
着
状
の
装
甲
と
い
え
ば
鎖
帷
子
以
外
に
は
あ
る
ま
い
、
と
考
え
、
こ
う
訳
し
た
。
日
本
の
そ
れ
と
異
な
り
、
西
欧
の
鎖
帷
子
に
は

厚
く
柔
ら
か
な
毛
織
り
の
裏
地
が
付
い
て
い
た
、
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
皮
膚
に
は
痕
が
残
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
ハ
ラ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ヒ
ェ

ン
─
─
十
二
世
紀
後
半
の
一
齣こ

ま

」H
arald von Eichen. Eine Skizze aus der 2. H

älfte des 12. Jahrhunderts.

（
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
。

「
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
十
九
巻
第
四
号
、
平
成
二
十
年
三
月
）
な
る
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
処
女
作
の
四
短
編
の
一
つ
が
あ
る
。
こ
れ
に
、
謀
叛
を
起
こ
し
た

貴
族
た
ち
と
の
合
戦
前
夜
、
方
伯
は
天
幕
で
横
臥
中
暗
殺
者
に
襲
わ
れ
る
が
、
鎖
帷
子
の
お
蔭
で
無
疵
で
済
む
、
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
処

女
作
は
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』T

hüringische Volksm
ärchen. 1823.

な
る
タ
イ
ト
ル
で
纏
ま
っ
て
お
り
、
全
て
鈴
木
の
訳
・
注
・
解
題
が
あ

る
。
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（47）	

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク　

N
um

burg über Freiburg.　

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
は
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
郡

の
小
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
トFreyburg an der U

nstrut

の
こ
と
。
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
は
や
が
て
ザ
ー
レ
川

に
合
流
す
る
。「
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
」
と
音
の
よ
く
似
た
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レN

aum
burg an der Saale

─
─
中
世
、
商
業
・
交
易

都
市
と
し
て
大
い
に
栄
え
、
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
郡
郡
庁
所
在
地
─
─
は
こ
の
合
流
点
近
く
に
位
置
す
る
。「
ヌ
ー
ム
ブ
ル

ク
」
が
「
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
」
だ
と
し
た
ら
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
は
七
キ
ロ
離
れ
て
い
る
し
、
と
も
に
河
谷
に
あ
る
町
な
の
で
、「
見
下
ろ
す
」
と
い
う
の
は

お
か
し
い
。
後
掲
注
に
記
す
よ
う
に
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
城N

euenburg

を
「
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
」
と
誤
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
方
伯

家
の
元
城
塞
だ
っ
た
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
が
建
つ
城
山
は
確
か
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
町
の
南
側
背
後
に
あ
る
か
ら
、「
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
ノ
イ
エ
ン

ブ
ル
ク
」
な
ら
正
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
類
話
の
Ｄ
Ｓ
五
五
七
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
貴
族
ど
も
を
繫
い
で
耕
地
を
犁
き
返
す
」Ludw

ig ackert m
it seinen 

A
dligen

で
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
方
伯
が
叛
乱
貴
族
軍
と
戦
っ
た
場
所
が
「
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
ル
近
く
」bei der N

aum
burg an 

der Saal

と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
」
＝
「
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
」
＝
「
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
」
と
い
う
複
雑
な
誤
解
を
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

（48）	

城
を
見
下
ろ
す
平
地
へ　

über der Burg auf ein flaches Feld.　
「
城
を
見
下
ろ
す
」über der Burg

は
お
か
し
い
。
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
城
は
険
し

い
巖
山
と
は
い
え
な
い
が
こ
ん
も
り
し
た
丘
の
上
に
あ
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
し
て
も
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
河
谷
に
位
置
す
る
町
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
と
混
同

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の
。
更
に
後
に
「（
貴エ

ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー

族
の
畑
は
）
…
…
古
い
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
の
近
く
、
背
後
の
開
け
た
丘
の
上
に
あ
る
」liegt 

nahebei hinter der alten N
um

burg auf freier H
öhe

と
あ
る
の
も
憶
測
を
補
強
す
る
。

（49）	

端は
づ
な綱

と
頭と

う
ら
く絡　

Stränge und H
alftern.　

牛
馬
の
口
に
付
け
て
牽
く
綱
と
牛
馬
の
頭
部
に
付
け
る
用
具
。

（50）	

避ア
ジ
ュ
ー
ル

難
所　

A
syle.　

普
通,A

sylʻ

と
綴
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
「
避ア

ジ

ル
難
所
」asile

か
ら
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
教
会
、
修
道
院
、
都
市
で
は
市
民

の
家
屋
で
す
ら
も
、
罪
を
犯
し
た
─
─
あ
る
い
は
、
犯
し
た
、
と
思
い
込
ま
れ
た
─
─
人
人
の
い
わ
ば
聖

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

域
（
神
聖
な
空
間
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
こ
に

逃
げ
込
ん
で
い
る
限
り
、
あ
る
い
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
な
ら
、
だ
れ
も
そ
の
者
に
手
出
し
で
き
な
い
場
所
）
だ
っ
た
。
司
直
が
き
ち
ん
と
機
能
し
て
い

る
と
は
言
え
な
か
っ
た
時
代
、
王
侯
や
領
主
、
さ
て
は
都
市
の
参
事
会
な
ど
に
よ
る
裁
判
が
開
か
れ
る
ま
で
、
身
を
隠
す
場
所
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
な
い
と
、
過
失
で
人
を
殺
し
た
場
合
で
も
、
被
害
者
の
縁
者
に
復
讐
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
し
、
無
実
の
罪
な
の
に
興
奮
し
た
暴
民
た
ち
の
た
め
私

刑
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
避
難
所
は
、
国
家
が
復
讐
・
私
刑
を
禁
止
し
得
る
だ
け
の
法
体
制
を
整
え
、
警
察
が
治
安
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
行
く
に
従
い
、
消
滅
の
方
向
に
向
か
う
。

（51）	

貴エ
ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー

族
の
畑　

Edelacker.　

現
在
も
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
産
銘
酒
で
あ
る
辛
口
の
白
ワ
イ
ン
「
フ
ラ
イ
ブ
ル
ガ
ー
・

エ
ー
デ
ル
ア
ッ
カ
ー
」Freyburger Edelacker

に
名
を
留
め
て
い
る
。
往
時
こ
の
土
地
は
三
圃
式
農
業
の
休
閑
地
（
放
牧
地
）
で
あ
っ
た
由
。
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（52）	

鉄
デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
　

der eiserne Landgraf.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
、
添
え
名
し
て
鉄
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒLudw

ig II., Landgraf 
von T

hüringen, Ludw
ig der Eiserne geheißen.

。
因
み
に
墓
所
は
殆
ど
全
て
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
と
同
様
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
に
あ

る
。

（53）	
こ
の
方
伯
の
義
兄
は
帝
国
最
高
の
世
俗
君
主
、
す
な
わ
ち
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
だ
っ
た　

D
ieser Landgraf hatte den höchsten irdischen H

errn 
im

 Reiche zum
 Schw

ager, K
aiser Friedrichen, den Rothbart.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
妃
ユ
ッ
タ
（
ユ
ー
デ
ィ
ト
）・
ク

ラ
リ
チ
アJutta (Judith) Claricia

（
一
一
三
三
／
三
四
頃
─
─
九
一
）
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
独

デ
ア
・
ア
イ
ン
オ
イ
ギ
ゲ

眼
公
）
の
息
女
に
し
て
ド

イ
ツ
王
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世
（
在
位
一
一
五
二
─
九
〇
。
ロ
ー
マ
で
の
教
皇
に
よ
る
皇
帝
戴
冠
は
無
か
っ
た
）
の
姪
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
の
異
母
妹
。

（54）	

居
城
キ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン　

K
aiserburg K

iffhausen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
八
注
参
照
。

（55）	

こ
の
城
に
は
ま
だ
城
壁
が
繞め

ぐ

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た　

die w
ar aber noch ohne M

auern.　

城
塞
な
の
だ
か
ら
、
も
と
よ
り
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
伝

説
の
伝
説
た
る
所
以
で
あ
る
。

（56）	

「
新ニ

ウ
ヴ
ェ
・
ブ
ル
ク

た
な
城
塞
」　„niuw

e Burg“.　

中
世
の
幾
つ
も
の
古
文
献
に
「
ヌ
ー
ヴ
ェ
ン
ブ
ル
ク
の
城
」castrum

 N
uw

enburg

な
る
名
で
出
て
来
る
の
は
ノ
イ

エ
ン
ブ
ル
ク
城
で
あ
る
。
前
掲
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
三
注
で
も
言
及
し
た
が
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
家
の
最
古
か
つ
最
も
重
要
な
城
塞

だ
っ
た
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
クN

euenburg
は
「
ヌ
ー
ム
ブ
ル
ク
」
と
も
い
う
、
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（
次
の
話
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
五
冒
頭
で
も
思
い
込

み
が
続
く
）。

（57）	

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク　

Freiburg.　

ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
城
の
建
つ
城
山
の
北
側
下
方
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
クFreyburg

の
町
が
あ
る
の
で
、「
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
城

ヘ
向
か
え
」
を
「
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
へ
向
か
え
」
と
言
っ
て
も
間
違
い
と
は
言
え
な
い
。

（58）	

方バ
ナ
ー旗　

Banner.　

正
方
形
か
長
方
形
の
旗
幟
で
、
旗
幟
の
面
一
杯
に
所
有
者
の
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
所
有
者
は
王
族
、
諸
侯
、
あ
る
い
は
平
騎
士
を
従

え
て
出
陣
す
る
高
位
の
騎
士
に
限
ら
れ
る
。

（59）	

ロ
ー
プ
ダ
ブ
ル
ク　

Lobdaburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
大
都
市
イ
エ
ナ
に
ロ
ー
プ
デ
ブ
ル
クLobdeburg

な
る
城
の
廃
墟
が
あ
る
。
こ
れ
か
。

（60）	

ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク　

N
euenburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
南
部
、
ウ
ン
シ
ュ
ト
ル
ー
ト
川
下
流
東
岸
を
見
下
ろ
す
台
地
上
に
あ
る
。
前
掲
注

「
新ニ

ウ
ヴ
ェ
・
ブ
ル
ク

た
な
城
塞
」
参
照
。
建
て
直
さ
れ
、
拡
張
さ
れ
、
現
在
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
で
最
も
美
し
い
城
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
の
起
こ
り
は

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
が
一
〇
九
〇
年
頃
築
城
し
た
も
の
で
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
の
姉
妹
城
で
あ
る
。

（61）	

ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院　

Reinhardsbrunn.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
三
、
Ｄ
Ｓ
五
五
五
参
照
。

（62）	

代
理
祈
願　

Fürbitte.　

生
者
で
あ
れ
死
者
で
あ
れ
、
そ
の
人
の
た
め
に
聖
母
や
諸
聖
人
に
神
へ
の
執
り
成
し
を
求
め
る
祈
り
。
長
途
の
旅
に
出
た
恋
人

の
た
め
に
、
道
中
の
無
事
息
災
を
祈
っ
て
、
乙
女
が
司
祭
に
祈
禱
を
依
頼
す
る
な
ど
が
代
理
祈
願
の
一
例
。
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（63）	

若
き
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の　

Ludw
igs, des jungen Landgrafen.　

第
三
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
在
位
一
一
七
二
─
九
〇
）
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

温デ
ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯Ludw

ig der M
ilde

、
あ
る
い
は
敬デ

ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
方
伯der From

m
e

と
添
え
名
さ
れ
た
。
一
一
五
一
／
五
二
─
一
一
九
〇
年
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ

ン
・
ク
レ
ー
フ
ェ
と
の
間
に
息
女
一
人
を
儲
け
た
が
、
後
、
近
縁
過
ぎ
る
、
と
の
理
由
で
離
婚
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
本
来
離
婚
は
許
さ
れ
な
い
が
、

よ
ほ
ど
の
理
由
が
あ
る
、
と
教
皇
や
大
司
教
な
ど
が
認
め
て
、
宥
免
状
を
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
王
侯
の
離
婚
で
あ
れ
ば
莫
大
な
喜
捨
と
引
き

替
え
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
「
近
縁
過
ぎ
る
」。
こ
れ
は
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
見
え
透
い
て
い
る
。
一
方
、
領
土
相
続
の
関
係

上
、
実
の
伯
・
叔
父
と
姪
、
伯
・
叔
母
と
甥
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
反
対
の
事
例
も
あ
っ
た
）。
次
い
で
デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
一
世
の
寡

婦
ソ
フ
ィ
ア
と
結
婚
し
た
が
、
こ
れ
は
子
な
し
に
終
わ
っ
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
第
三
次
十
字
軍
（
総
司
令
官
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
王
・
帝
）
に
参
加

し
た
が
、
病
に
冒
さ
れ
帰
国
す
る
際
、
キ
プ
ロ
ス
島
へ
の
航
海
中
死
ん
だ
。
従
っ
て
嗣
子
の
な
い
ま
ま
、
第
四
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
に
は
弟
の
ヘ
ル

マ
ン
（
ヘ
ル
マ
ン
一
世
）
が
な
っ
た
。

（64）	

ア
プ
リ
ア
地
方　

Land A
pulia.　

現
イ
タ
リ
ア
の
プ
ッ
リ
ャ
州
に
当
た
る
。
長
靴
の
踵
の
部
分
。
肥
沃
な
平
地
と
丘
陵
に
富
む
。
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ

フ
ェ
ン
朝
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
は
し
ば
し
ば
こ
こ
に
滞
在
し
た
。

（65）	

ザ
ル
ツ
ァ
の
あ
る
殿　

ein H
err von Salza.　

ザ
ル
ツ
ァ
を
所
領
と
し
て
い
た
騎
士
。
ザ
ル
ツ
ァ
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
郡
庁
所

在
地
の
都
市
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
一
部
。

（66）	

主ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト

塔
と
煖ケ

ム
ナ
ー
テ

房
居
館　

eine Bergfriede und K
em

nate.　
「
ケ
ム
ナ
ー
テ
」
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
七
の
注
に
記
し
た
よ
う
に
「
ド
イ
ツ
中
世
の
城
塞
の
居パ

ラ
ス館

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
注
参
照
）
に
あ
る
煖
炉
を
備
え
た
居
心
地
の
良
い
部
屋
」
だ
っ
た
が
、
十
四
・
五
世
紀
に
は
居
館
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

般
に
今
日
で
は
城
塞
内
の
煖
房
で
き
る
ど
っ
し
り
し
た
石
造
建
築
を
指
す
。「
ケ
メ
ナ
ー
テ
」K

em
enate

。

（67）	

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク　

W
ürzburg.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
ウ
ン
タ
ー
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
美
し
い
都
市
。
マ
イ
ン
川
に
沿
う
葡
萄
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
白
ワ

イ
ン
は
ド
イ
ツ
有
数
の
銘
酒
で
あ
る
。

（68）	

カ
ノ
ッ
サ
に
お
け
る
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世　

K
aiser H

einrich IV. zu Canossa.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
は
聖
職
叙
任
権
闘
争
で
一
旦

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
に
敗
れ
、
破
門
を
解
い
て
も
ら
う
た
め
、
教
皇
が
滞
在
し
て
い
た
ト
ス
カ
ー
ナ
女
伯
マ
テ
ィ
ル
デ
の
カ
ノ
ッ
サ
城
の
門
前
で
、

修
道
士
の
衣
に
身
を
包
み
、
裸
足
で
、
雪
が
降
る
中
断
食
と
祈
り
を
続
け
た
。
一
〇
七
七
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
の
こ
と
。「
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
」

U
m

iliazione di Canossa

。

（69）	

馬ば

す巣
織
り
の
懺ざ

ん
げ悔

襯シ
ャ
ツ衣　

Büßerhem
d.　

懺
悔
の
苦
行
を
す
る
者
が
身
に
着
け
る
馬
の
毛
を
織
り
込
ん
だ
ち
く
ち
く
と
痛
い
粗
毛
の
肌
着
。

（70）	

魂ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク

哭
山　

H
örseelenberg.　

「
魂
た
ち
が
哭な

く
の
を
聴
け
」
山
。

（71）	

代
願　

Fürbitte.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
五
注
参
照
。
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（72）	

ゼ
ッ
テ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト　

Sättelstätt.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
東
部
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
十
五
キ
ロ
ほ
ど
東
、
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
川
河
谷
、

ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
南
東
斜
面
の
麓
に
あ
る
集
落
。
現
在
は
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ブ
ル
ク
＝
ハ
イ
ニ
ヒ
地
方
自
治
体
の
一
部
。

（73）	
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯　

Ludw
ig der M

ilde.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
六
注
参
照
。

（74）	
妖
怪
と
化
し
怖
い
ホ
レ
の
姿
と
な
っ
て　

als Schreckgespenst und Schauerholle.　
「
シ
ャ
ウ
ア
ー
ホ
レ
」（
怖
い
ホ
レ
）
は
名
高
い
「
ホ
レ
夫
人
」

の
一
面
。
ホ
レ
夫
人
（
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
）Frau H

olle

は
日
本
の
山
姥
に
も
比
せ
ら
れ
る
女
の
精
だ
が
、
働
き
者
の
少
女
た
ち
に
は
極
め
て
親
切
な
一

方
、
怠
け
者
に
は
大
層
恐
ろ
し
く
、
残
酷
に
な
る
。
同
様
の
超
自
然
的
存
在
「
ペ
ル
ヒ
タ
」Perchta

に
も
「
美
し
い
ペ
ル
ヒ
タ
」
と
「
醜
い
ペ
ル
ヒ
タ
」

の
両
相
が
あ
る
。「
ペ
ル
ヒ
タ
」
は
「
ベ
ル
ヒ
タ
」「
ベ
ル
タ
」
と
も
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
注
参
照
。

（75）	

ほハ
ッ
ロ
ー
・
ウ
ン
ト
・
フ
ッ
サ

ほ
う
ほ
い
ほ
い　

H
alloh und H

ussa.　

狩
猟
の
掛
け
声
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
一
を
も
参
照
。

（76）	

車
輪
に
〔
手
足
を
〕
編
み
込
ま
れ
た
連
中　

auf Räder geflochten.　

車
裂
き
の
刑
に
処
さ
れ
た
者
た
ち
。「
車
裂
き
の
刑
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ

一
七
二
注
参
照
。

（77）	

イ
ク
シ
オ
ン　

Ixion.　

ギ
リ
シ
ア
神
話
。
人
間
の
分
際
で
女
神
ヘ
ラ
に
通
じ
よ
う
と
し
て
そ
の
夫
た
る
主
神
ゼ
ウ
ス
に
罰
せ
ら
れ
、
燃
え
る
車
輪
に
縛
り

付
け
ら
れ
て
奈タ

ン
タ
ロ
ス落

の
空
中
を
絶
え
間
な
く
回
転
し
て
い
る
。

（78）	

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト　

der treue Eckart.　
,der getreue Eckartʻ

と
も
。
ゲ
ー
テ
の
詩
『
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
』D

er getreue Eckart. (1813) 

や

テ
ィ
ー
ク
の
『
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
と
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』Ludw

ig T
ieck: D

er getreu E
ckart und der T

annhäuser. (1799)

の
主
要
登
場
形
態
。

（79）	

歩
き
づ
め
の
ユ
ダ
ヤ
人　

der laufende Jude.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
参
照
。「
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人
」Ew

iger Jude

の
こ
と
。
こ
れ
も
同
上
参
照
。

（80）	

ヘ
ロ
デ
の
娘　

des H
erodes Tochter.　

サ
ロ
メ
の
こ
と
。
サ
ロ
メ
は
古
代
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
領
主
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
（
ヘ
ロ
デ
大
王
の
子
）
の

義
理
の
娘
か
つ
姪
。
そ
の
母
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
は
ヘ
ロ
デ
・
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
の
弟
の
妻
だ
っ
た
が
、
夫
の
死
後
サ
ロ
メ
を
連
れ
、
亡
き
夫
の
兄
に
再
嫁
し
た
。

サ
ロ
メ
は
義
父
の
前
で
踊
り
、
な
ん
で
も
望
み
の
品
を
、
と
言
わ
れ
、
母
の
示
唆
通
り
、
囚
わ
れ
て
い
る
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
、
と
答
え
た
。
サ
ロ
メ

の
母
は
、
夫
の
兄
と
再
婚
し
た
こ
と
を
ヨ
ハ
ネ
に
責
め
ら
れ
、
彼
を
憎
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
新
約
聖
書
に
は
「
サ
ロ
メ
」
と
い
う
名
は
な
く
。

「
ヘ
ロ
デ
ィ
ア
の
娘
」
と
あ
る
の
み
。
マ
タ
イ
伝
十
四
章
一
─
十
二
節
、
マ
ル
コ
伝
六
章
十
四
─
二
十
九
節
。

（81）	

弟
ヘ
ル
マ
ン　

sein Bruder H
erm

ann.　

第
四
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
一
世
（
在
位
一
一
九
〇
─
一
二
一
七
）。
学
芸
・
芸
術
の
大
い
な
る

庇
護
者
と
し
て
有
名
。
一
一
八
二
年
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
寡
婦
ゾ
フ
ィ
ー
エ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ン
マ
ー
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ク
（
ザ
ク
セ
ン
宮

中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
六
世
の
息
女
）
と
結
婚
、
二
人
の
息
女
を
儲
け
た
。
初
婚
で
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（
一
二
二
一
死
去
）
に
、
次
い
で
ヘ

ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
ポ
ッ
ポ
十
三
世
に
嫁
い
だ
ユ
ッ
タ
（
一
一
八
四
─
一
二
三
五
）
と
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
に
し
て
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
嫁

い
だ
ヘ
ド
ヴ
ィ
ヒ
で
あ
る
。
一
一
九
六
年
バ
イ
エ
ル
ン
公
オ
ッ
ト
ー
一
世
の
息
女
ゾ
フ
ィ
ー
エ
と
再
婚
、
六
人
の
子
女
を
授
か
っ
た
。
内
四
人
を
挙
げ
る
。
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第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
、
第
七
代
（
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
と
し
て
は
最
後
の
）
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
に
し
て
対
立
ド
イ
ツ

王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
、
ア
グ
ネ
ス
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
五
注
参
照
）、
ド
イ
ツ
騎
士
団
長
コ
ン
ラ
ー
ト
。

（82）	
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス　

Papst U
rban.　

ウ
ル
バ
ヌ
ス
四
世
（
在
位
一
二
六
一
─
六
四
）。
当
時
イ
タ
リ
ア
は
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
朝
神
聖
ロ
ー
マ
皇

帝
と
教
皇
と
の
角
逐
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
や
貴
族
た
ち
は
皇ギ

ベ
リ
ン

帝
党
と
教ゲ

ル

フ
皇
党
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
二
世
（
シ
チ
リ
ア
王
と
し
て
は
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
）
の
庶
子
マ
ン
フ
レ
ー
ト
（
シ
チ
リ
ア
王
マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
）
に
対
抗
さ
せ
よ
う
と
フ
ラ
ン
ス
王

ル
イ
九
世
の
弟
ア
ン
ジ
ュ
ー
伯
シ
ャ
ル
ル
（
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
）
を
一
二
六
三
年
七
月
シ
チ
リ
ア
王
（
カ
ル
ロ
一
世
）
に
封
じ
た
が
、
シ
ャ
ル
ル

が
手
間
取
っ
て
い
る
内
に
マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
が
中
部
イ
タ
リ
ア
に
侵
攻
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
は
味
方
の
都
市
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
逃
亡
し
た
が
、
そ
こ
で
一
二
六
四

年
十
月
に
死
ん
だ
。

（83）	

ご
聖
体
の
祝
い　

das Fronleichnam
sfest.　

三ド
ラ
イ
フ
ァ
ル
テ
ィ
ヒ
カ
イ
ツ
フ
ェ
ス
ト

位
一
体
の
祝
日
後
の
木
曜
日
（
復オ

ー
ス
テ
ル
ン
ゾ
ン
タ
ー
ク

活
祭
の
日
曜
日
後
六
十
日
目
）
に
行
わ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
重

要
な
祝
祭
。
聖
体
＝
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
入
れ
た
聖モ

ン
ス
ト
ラ
ン
ツ

体
顕
示
台
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
注
参
照
）
を
司
祭
な
ど
の
聖
職
者
が
捧
持
し
て
教
区
を
信
徒
一
同
と
共
に
巡
る
。

（84）	

蝗い
な
ごの

王　

H
euschreckenkönig.　

ヴ
ル
ピ
ウ
ス
の
『
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
年
代
記
』
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
五
四
二
年
夥
し
い
蝗
の
群
れ
が
リ
ト

ア
ニ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
方
面
か
ら
マ
イ
セ
ン
に
来
襲
、
巨
大
な
水
車
の
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
空
中
を
旋
回
し
て
、
天
日
を
遮
っ
た
。
聖

ザ
ン
ク
トエ

ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
日
（
九
月
一
日
）
に
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
ド
レ
ス
デ
ン
の
間
に
あ
る
ヴ
ル
ツ
ェ
ン
の
町
に
ま
で
達
し
、
膝
丈
ほ
ど
に
ま
で
地
面
を
埋
め
た
。

雀
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
形ぎ

ょ
う
そ
う相

と
い
い
脚
と
い
い
鉤
爪
と
い
い
恐
ろ
し
い
外
観
の
こ
や
つ
ら
の
王
が
こ
こ
で
捕
ら
え
ら
れ
、
描
か
れ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
保

管
さ
れ
た
。

（85）	

托
鉢
修
道
会　

Bettelbrüder.　

荘
園
領
主
化
し
た
既
存
修
道
会
の
腐
敗
に
対
す
る
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
、
私
有
財
産
を
認
め
ず
、
信
徒
の
善
意
の
布
施

だ
け
で
生
活
す
る
こ
と
を
宗
規
と
す
る
中
世
中
期
以
降
の
修
道
会
。
特
に
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
カ
ル
メ
ル
会
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道

会
を
い
う
。
や
が
て
教
皇
に
認
知
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー

権
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
十
四
世
紀
頃
に
は
堕
落
し
て
物
議

を
醸
す
者
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（86）	

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
デ　

W
alter von der Vogelw

eide.　

一
一
七
〇
年
頃
─
一
二
三
〇
年
頃
。
最
も
重
要
な
ド
イ
ツ

叙
事
詩
人
と
さ
れ
る
。
ナ
イ
ト
ハ
ル
ト
、
別
名
ロ
イ
エ
ン
タ
ー
ル
（
十
三
世
紀
前
半
）
や
女フ

ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
と
添
え
名
さ
れ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
イ
セ

ン
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
五
参
照
）
と
並
び
称
さ
れ
る
。

（87）	

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ン
ま
た
の
名
ラ
イ
マ
ー
ル
・
ツ
ヴ
ェ
ー
タ
ー　

Reinhart von Zw
etzen, auch Reim

ar Zw
eter genannt.　

一
二
〇
〇
年
頃
─
一
二
四
八
年
以
降
。

（88）	

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ　

W
olfram

 von Eschenbach.　

一
一
六
〇
／
八
〇
─
一
二
二
〇
年
頃
／
以
降
。



武蔵大学人文学会雑誌　第47巻第 1 号

164

（89）	

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン　

H
einrich von O

fterdingen.　

十
三
世
紀
の
伝
説
的
歌
人
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
在
し
た
と
証

明
し
う
る
典
拠
は
無
い
。
初
期
ロ
マ
ン
派
の
文
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
本
名
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
）
の
断
片
し
か
残
っ
て
い
な
い

小
説
の
題
名
（
邦
訳
『
青
い
花
』）
で
も
あ
る
。

（90）	
職マ

イ
ス
タ
ー匠

ビ
テ
ロ
ル
フ　

M
eister Biterolf.　

未
詳
。

（91）	

徳
高
き
書
記
と
添
え
名
さ
れ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
バ
ハ　

H
einrich von Risbach, der tugendhafte Schreiber genannt.　

未
詳
。

（92）	

ク
リ
ン
ゾ
ル　

K
linsor.　

ク
リ
ン
シ
ョ
ルK

linschor

、
ク
リ
ン
グ
ゾ
ルK

lingsor

、
ク
リ
ン
グ
ゾ
ー
ルK

lingsohr

、
ク
リ
ン
ゲ
ゾ
ルK

lingesor

と
も
。

ド
イ
ツ
神
話
に
登
場
す
る
魔
法
使
い
。
英
国
＝
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
神
話
の
マ
ー
リ
ンM

erlin 

に
似
た
役
割
を
演
ず
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ

シ
ェ
ン
バ
ハ
作
で
あ
る
十
三
世
紀
の
長
大
な
韻
文
物
語
『
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
』Parzival

に
は
シ
ャ
ス
テ
ル
マ
ル
ヴ
ェ
イ
ユ
城
主
テ
ラ
・
デ
ィ
・
ラ
ボ
ロ

公
ク
リ
ン
シ
ョ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
十
四
世
紀
半
ば
成
立
と
お
ぼ
し
き
マ
ネ
ッ
セ
写
本
（
中
世
盛
期
ド
イ
ツ
の
代
表
的
宮ミ

ン

ネ

ジ

ン

ガ

ー

廷
恋
愛
歌
人
百
四
十
人
の
詩
歌

と
歌
人
を
描
い
た
美
し
い
挿
絵
（
細ミ

ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

密
画
）
を
収
め
た
豪
奢
な
彩
色
写
本
）
に
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
歌
合
戦
で
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
に
対
抗
す
る
歌
人
ハ
ン

ガ
リ
ア
王
ク
リ
ン
ゲ
ゾ
ル
と
し
て
登
場
。

（93）	

ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン　

Siebenbürgen.　

現
ル
ー
マ
ニ
ア
中
部
、
北
西
部
の
歴
史
的
地
域
名
。
ド
イ
ツ
語
。
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
は
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ャ
な
い
し
ア
ル
デ
ア
ル
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
語
エ
ル
デ
ー
イ
。

（94）	

ヘ
レ
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
館ホ

ー
フ　

H
ellegrafenhof.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、「
ヘ
ル
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ホ
ー
フ
」H

ellgrevenhof

と

も
。
旧
市
街
の
西
部
、
か
つ
て
の
市
門
で
あ
る
聖ザ

ン
ク
ト
・
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
ト
ー
ア

ゲ
オ
ル
ク
門
に
隣
接
し
て
ヘ
ル
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
館ホ

ー
フ

の
煖ケ

メ
ナ
ー
テ

房
居
館
（
＝
ケ
ム
ナ
ー
テ
）
が
保
存
さ
れ
て
い

る
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
立
図
書
館
本
館
と
し
て
使
用
。
ヘ
ル
グ
レ
ー
フ
ェ
、
な
い
し
ヘ
レ
グ
ラ
ー
フ
ェ
一
族
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
参
事
の
家
系
の
一
つ
だ
っ
た
。

（95）	

聖ザ
ン
ク
ト
・
ユ
ル
ゲ
ン
・
ト
ー
ア

ユ
ル
ゲ
ン
門　

Sankt Jürgenthor.　

物
語
の
整
合
性
と
し
て
は
「
聖ザ

ン
ク
ト
・
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
ト
ー
ア

ゲ
オ
ル
ク
門
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
他
の
資
料
の
記
事
を

用
い
て
、
い
か
に
も
彼
ら
し
く
う
っ
か
り
放
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
は
こ
の
名
の
門
も
あ
り
、
Ｄ
Ｓ
五
六
四
に
登
場
す
る
。

（96）	

き
さ
ま
は
無
学
な
物
知
ら
ず　

D
u bist ein laie snipen snâp –　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（97）	

ヘ
ー
ル
ゼ
ル
川　

die H
örsel.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ェ
ラ
川
の
支
流
の
一
つ
。

（98）	

可
愛
い
小
さ
な
エ
ル
ジ
ェ
ー
ベ
ト　

ihr liebes Elisabethlein.　

ハ
ン
ガ
リ
ア
王
エ
ン
ド
レ
二
世
と
北
イ
タ
リ
ア
の
メ
ラ
ー
ノ
公
女
ジ
ェ
ル
ト
ル
ー
デ

の
間
に
生
ま
れ
た
六
人
の
子
女
の
一
人
エ
ル
ジ
ェ
ー
ベ
トErzsébet
（
一
二
〇
七
─
一
二
三
一
）
は
四
歳
で
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と

婚
約
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
や
っ
て
来
た
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ン
ガ
ル
ンElisabeth von U

ngarn

で
あ
る
。
彼
女
は
一
二
二
一
年
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
に
お
い
て
十
四
歳
で
第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
（
生
誕
一
二
〇
〇
。
在
位
一
二
一
七
─
二
七
）
と
結
婚
、
子
息
ヘ
ル
マ
ン

（
一
二
二
二
─
四
一
）、
息
女
ゾ
フ
ィ
ー
（
一
二
二
四
─
七
五
）、
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
（
一
二
二
七
─
九
七
）
の
三
児
を
儲
け
た
。
夫
は
第
六
次
十
字
軍
に
参
加
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し
た
が
、
途
次
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
長
靴
の
踵
オ
ト
ラ
ン
ト
で
熱
病
死
。
子
息
ヘ
ル
マ
ン
は
第
六
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
二
世
と
な
っ
た
が
、

僅
か
五
歳
だ
っ
た
た
め
、
叔
父
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
の
後
見
を
受
け
、
十
九
歳
で
死
去
。
叔
父
が
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
最
後
で
第
七
代
方
伯
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
ラ
ス
ペ
四
世
と
な
る
。
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
フ
ォ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ンElisabeth von T

hüringen

は
一
二
二
八
年
、
子
息
ヘ
ル
マ
ン
を
後
に
残
し
、

二
人
の
息
女
と
と
も
に
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
を
出
て
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
で
暮
ら
す
が
、
や
が
て
伯
父
の
居
城
バ
ン
ベ
ル
ク
へ
移
り
、
更
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で

一
二
二
六
年
以
降
の
懺
悔
聴
聞
師
で
あ
る
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
（
異
端
審
問
官
で
も
あ
っ
た
こ
の
男
は
彼
が
異
端
告
発
を
行
っ
た
さ

る
諸
侯
の
手
の
者
に
よ
り
一
二
三
三
年
殺
さ
れ
た
）
の
厳
し
い
監
督
の
下
、
自
身
の
資
金
で
建
て
ら
れ
た
病
院
で
働
き
、
一
二
三
一
年
二
十
四
歳
の
若
さ

で
逝
去
。
一
二
三
五
年
列
聖
さ
れ
る
。
彼
女
の
墓
所
の
上
に
ド
イ
ツ
騎
士
団
が
教
会
を
建
立
、
こ
の
聖
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
教
会
は
一
二
八
三
年
完
成
。
現
在

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
教
会
と
な
り
、
聖
遺
物
崇
拝
を
防
ぐ
た
め
、
柩
─
─
「
黄
金
の
聖
遺
物
櫃
」Goldener Schrein

─
─
か
ら
遺
骨

が
取
り
除
か
れ
た
。
遺
骨
は
ウ
ィ
ー
ン
の
聖
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
修
道
院
そ
の
他
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

（99）	

か
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
王
イ
ル
ミ
ン
フ
リ
ー
ト
な
い
し
ヘ
ル
ミ
ン
フ
リ
ー
ト　

der T
hüringer=K

önig Irm
infried oder H

erm
infried　

Ｄ
Ｓ
Ｂ

四
二
二
参
照
。
尤
も
こ
こ
で
は
王
名
は
イ
ル
メ
ン
フ
リ
ー
トIrm

enfried

と
な
っ
て
い
る
。

（100）	

お
妃
様
は
な
に
も
か
も
恵
ん
で
お
し
ま
い
で　

w
ie sie alles verschenke.　

方
伯
の
召
使
い
ど
も
が
こ
う
し
た
こ
と
を
方
伯
に
訴
え
る
筋
書
き
自
体
に

は
無
理
が
な
い
。
饗
宴
の
残
り
物
（
壜
に
残
っ
た
酒
、
大
皿
に
残
っ
た
肉
や
魚
鳥
の
類
）
は
元
来
関
係
下
僕
一
同
の
役
得
な
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
う

し
た
酒
食
を
自
分
た
ち
で
消
費
す
る
ば
か
り
か
、
商
人
に
下
げ
渡
し
て
幾
ら
か
の
金
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
方
伯
妃
が
そ
れ
ら
を
侍
女
た
ち
に
命
じ
て
集

め
さ
せ
、
全
て
貧
民
に
施
す
と
な
る
と
、
こ
れ
は
も
う
口
惜
し
い
限
り
。
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
、
主
君
に
讒
言
し
た
く
な
る
の
も
、
浮
き
世
の
沙
汰
。
し

か
し
な
が
ら
、
妻
の
施
し
を
咎
め
よ
う
と
す
る
方
伯
と
い
わ
ゆ
る
「
薔
薇
の
奇
蹟
」Rosenw

under

の
伝
説
は
、
終
始
幼
馴
染
み
の
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
を

愛
し
、
そ
の
貧
民
・
病
人
救
済
事
業
を
支
持
し
た
若
き
方
伯
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
薔
薇
の
奇
蹟
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
妃
（
在
位
一
二
八
二
─

一
三
二
五
）
で
後
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
派
修
道
女
と
な
っ
た
聖サ

ン
タ

イ
ザ
ベ
ル
に
纏
わ
る
伝
説
に
も
見
え
る
。

（101）	

ニ
ウ
ヴ
ェ
ン
ブ
ル
ク　

N
iuw

enburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
四
、四
五
五
で
似
寄
り
の
名
称
で
出
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
の
根
拠
地
の
一
つ
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク

城
の
こ
と
。

（102）	

方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
妹
ア
グ
ネ
ス　

A
gnes, Landgraf Ludw

igs Schw
ester.　

一
二
二
五
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
レ
オ
ポ
ル
ト
六
世
の
子
息
ハ
イ
ン

リ
ヒ
（
一
二
二
八
死
）
と
結
婚
、
一
二
二
九
年
ザ
ク
セ
ン
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
と
再
婚
。

（103）	

方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Landgraf Ludw
ig.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
六
世
。
方
伯
位
継
承
当
初
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
の
間
に
由
由
し

い
葛
藤
が
生
じ
た
も
の
の
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
調
停
さ
れ
、
彼
の
治
世
下
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
の

支
配
の
栄
華
は
存
続
し
た
。
し
か
し
同
時
に
そ
の
死
に
よ
っ
て
衰
退
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。
前
掲
注
「
可
愛
い
小
さ
な
エ
ル
ジ
ェ
ー
ベ
ト
」
で
記
し
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た
よ
う
に
、
十
六
、七
で
第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
と
な
り
、
二
十
七
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
病
死
。「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
聖デ

ア
・
ハ
イ
リ
ゲ

者
方
伯
」Ludw

ig, der 
H

eilige

と
も
添
え
名
さ
れ
る
が
、
教
会
か
ら
列
聖
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
十
字
軍
参
加
は
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
懺
悔
聴
聞
師
コ
ン
ラ
ー
ト
の
慫
慂
が

あ
っ
た
た
め
と
や
ら
。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
な
る
こ
の
坊
主
が
方
伯
夫
妻
の
人
生
に
介
在
し
な
か
っ
た
ら
、
二
人
は
ず
っ
と
ず
っ
と

幸
せ
だ
っ
た
ろ
う
に
。

（104）	

自
由
通
行
権　

freies Geleit.　
「
自
由
通
行
権
」（「
安
全
通
行
権
」sicheres Geleit

と
も
）
は
現
代
用
語
で
は
外
交
官
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
通
行
権
。

「
護
送
権
」Geleit

と
は
中
世
の
用
語
で
、
し
か
る
べ
き
金
額
と
引
き
替
え
に
君
侯
領
土
内
の
安
全
通
行
が
護
衛
兵
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
こ
と
。

（105）	

関
税
免
除　

Zollfreiheit.　

中
近
世
の
ド
イ
ツ
で
は
、
都
市
に
貨
物
を
搬
入
す
る
場
合
、
市
門
で
税
関
吏
が
こ
れ
を
改
め
て
、
品
目
に
よ
り
関
税
を
課
し

た
。
こ
れ
を
ど
こ
で
も
免
除
さ
れ
れ
ば
商
人
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
。

（106）	

シ
リ
ン
グ　

Schilling.　

七
九
四
年
カ
ー
ル
大
帝
の
貨
幣
改
革
時
の
銀
貨
の
価
。
一
カ
ロ
リ
ン
グ
銀
プ
フ
ン
ト
（
ほ
ぼ
四
〇
六
・
五
グ
ラ
ム
）
＝
二
〇
シ
リ

ン
グ
＝
二
四
〇
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
。
近
世
ド
イ
ツ
の
シ
リ
ン
グ
銀
貨
（
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
と
同
等
）
も
十
二
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
。
一
三
〇
〇
年
頃
の
ケ
ル
ン
で
は
卵

百
箇
が
一
三
二
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
。
林
檎
百
箇
が
七
二
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
。

（107）	

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク　

W
ürzburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
六
注
参
照
。
今
日
も
司
教
座
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
一
六
八
年
同
市
で
開
か
れ
た
帝
国
議
会
に
お
い
て

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
＝
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
）
は
当
時
の
司
教
ハ
ロ
ル
ト
に
公
爵
位
を
授
け
た
。
以
来
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教

は
「
領
主
司
教
」Fürstbischof

と
名
乗
り
、「
フ
ラ
ン
ケ
ン
公
」H

erzog in Franken

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
伝
説
で
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
略
奪
行
為
に
及
ん
だ
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
騎
士
た
ち
ば
か
り
か
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
に
も
私フ

ェ
ー
デ闘

を
宣
言
し
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
か
。

（108）	

以
前
こ
の
連
中
の
先さ

き
が駈

け
と
も
い
う
べ
き
あ
の
御
仁
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
伯
父
に
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
返
却
し
た
よ
う
に　

w
ie jener ihr Vorgänger an Ludw

igs 
O

hm
 den W

ein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
六
参
照
。「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
伯
父
」
と
は
鉄

デ
ア
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

方

伯
。

（109）	

ル
ブ
シ
ュ
城　

Schloß Lebus.　

レ
ブ
スLebus

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
ル
ブ
シ
ュLubusz

）
な
る
町
は
現
在
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
メ
ル
キ
シ
ュ
＝
オ
ー

ダ
ー
ラ
ン
ト
地
方
南
東
部
の
小
さ
い
町
。
こ
れ
か
。
ま
た
ル
ブ
シ
ュLubusz

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
西
部
の
歴
史
的
地
方
名
で
も
あ
る
。
温
暖
肥
沃
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
唯
一
の
ワ
イ
ン
生
産
地
。
こ
の
い
ず
れ
を
指
す
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
の
間
に
は
ザ
ク
セ
ン
諸
邦
な
ど
が
挟
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ

う
し
た
遠
征
は
ま
ず
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

（110）	

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ　

H
einrich Raspe.　

兄
の
第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
十
字
軍
に
参
加
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
赴
く

途
次
、
一
二
二
七
年
オ
ト
ラ
ン
ト
で
病
死
す
る
と
、
兄
と
兄
の
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
子
息
ヘ
ル
マ
ン
二
世
（
第
六
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
。
一
二
二
七

年
に
は
漸
く
五
歳
）
の
摂
政
と
な
る
。
一
二
四
一
年
十
九
歳
で
急
死
し
た
甥
の
後
を
襲
い
、
第
七
代
に
し
て
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
最
後
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
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ン
方
伯
（
在
位
一
二
二
七
─
四
七
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
四
世
（
一
二
〇
四
─
四
七
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
お
よ
び
そ
の
子
息
コ

ン
ラ
ー
ト
四
世
の
対
立
王
（
一
二
四
六
─
四
七
）
で
も
あ
っ
た
。
兄
の
寡
婦
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
緊
張
し
て
い
た
が
、
彼
女
と
娘
た
ち

を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
か
ら
追
い
出
し
た
と
か
、
彼
女
の
子
息
第
六
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ヘ
ル
マ
ン
二
世
を
毒
殺
し
た
と
か
い
う
伝
説
は
根
拠
に
乏

し
い
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
の
息
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
妹
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
・
フ
ォ

ン
・
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ク
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
の
息
女
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
と
結
婚
し
た
が
、
い
ず
れ
も
子
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
甥
に

当
た
る
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
─
─
腹
違
い
の
長
姉
ユ
ッ
タ
と
そ
の
初
婚
の
夫
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
子
息
─
─
を
後
継
者

と
し
て
指
名
し
て
お
い
た
が
、
姪
─
─
兄
と
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
長
女
で
ヘ
ル
マ
ン
二
世
の
妹
─
─
の
ゾ
フ
ィ
ー
（
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
と
結

婚
。
彼
女
の
子
息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
初
代
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
）
は
こ
れ
を
承
知
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
従
姉
弟
（
ゾ
フ
ィ
ー
は
一
二
二
四
生
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は

一
二
一
五
生
）
同
士
が
苛
烈
な
内
戦
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
継
承
戦
争
を
開
始
す
る
。

（111）	

ユ
ッ
タ　

Jutta.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
〇
注
参
照
。

（112）	

マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯　

H
einrich der Erlauchte, M

arkgraf von M
eißen.　

一
二
一
五
頃
─
一
二
八
八
年
。
そ
の
公
正
、
高
貴

な
振
る
舞
い
に
よ
り
、
高
貴
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
。
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（
苦
境
伯der Bedrängte

）
と
第
四
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯

ヘ
ル
マ
ン
一
世
の
長
女
ユ
ッ
タ
の
子
息
。
六
歳
の
折
父
が
死
ん
だ
た
め
母
方
の
叔
父
第
五
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
後
見
の
下

マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
在
位
一
二
二
一
─
八
八
）。
や
は
り
母
方
の
叔
父
第
七
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
四
世
の
没
後
、
か
ね
て
の

そ
の
指
名
通
り
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
を
領
有
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
初
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
（
在
位
一
二
四
七
─
六
五
。）

と
な
っ
た
。
子
息
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
。
従
姉
ゾ
フ
ィ
ー
（
ゾ
フ
ィ
ー
ア
）
と
の
間
で
戦
わ
れ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
継
承

戦
争T

hüringisch-hessischer Erbfolgekrieg

（
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
部
分
と
ヘ
ッ
セ
ン
伯
爵
領
の
支
配
権
を
繞
る
戦
争
。
一
二
四
七
─
五
〇
／

一
二
五
四
─
六
四
）
の
結
果
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
領
有
が
確
立
す
る
と
、
方
伯
領
と
ザ
ク
セ
ン
宮
中
伯
領
を
長
男
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
、
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ

辺
境
伯
領
お
よ
び
ラ
ン
ツ
ベ
ル
ク
辺
境
伯
領
を
次
男
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
支
配
さ
せ
た
。

（113）	

…
…
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯
を
配
偶
と
し
て
い
た　

…
…hatte zum

 Gem
ahl H

einrich den Erlauchten, M
arkgrafen von 

M
eißen.　

誤
り
。
ユ
ッ
タ
の
夫
は
前
掲
注
お
よ
び
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
〇
注
に
記
し
た
よ
う
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ

は
前
掲
注
に
あ
る
よ
う
に
ユ
ッ
タ
の
子
息
で
あ
る
。

（114）	

加
え
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
空
位
時
代
で
あ
り　

zudem
 w

ar die kaiserlose Zeit.　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
在
位
一
二
一
五
─
五
〇
）、
そ
の
子
息

コ
ン
ラ
ー
ト
四
世
（
在
位
一
二
五
〇
─
五
四
）
に
対
立
し
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
は
少
数
の
選
帝
侯
に
よ
り
ド
イ
ツ
王
に
選
出
さ
れ
、
対
立
王
（
在

位
一
二
四
六
─
四
七
）
と
な
り
、
ま
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
が
死
ぬ
と
、
ホ
ラ
ン
ト
伯
ウ
ィ
レ
ム
（
在
位
一
二
四
七
─
五
四
）
が
新
た
に
対
立
王
と
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な
っ
た
の
で
混
乱
が
続
い
た
。
ド
イ
ツ
王
が
二
重
に
選
出
さ
れ
て
対
立
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
君
主
の
位
が
極
め
て
不
安
定
に
な
っ
た
「
大
空
位
時
代
」

Interregnum

（
一
二
五
〇
／
五
四
／
五
六
─
七
三
）
の
始
ま
り
で
あ
る
。
一
二
七
三
年
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
伯
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
ド
イ
ツ
王
に
選
出
さ
れ

る
ま
で
続
く
。
彼
も
皇
帝
戴
冠
は
し
て
い
な
い
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
君
主
で
あ
る
。

（115）	
主し

ゅ
め
の
か
み

馬
頭
ヘ
ル
ヴ
ィ
ー
ク
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ロ
ー
ト
ハ
イ
ム　

der M
arschall H

elw
ig von Schlotheim

.　

主マ
ル
シ
ャ
ル

馬
頭
は
宮
内
大
臣
格
で
主
君
側
近
の
官
職
。

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
だ
っ
た
シ
ュ
ロ
ー
ト
ハ
イ
ム
の
殿
た
ち
は
古
く
か
ら
そ
の
地
位
と
封
土
に
よ
り
か
な
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（116）	

宣
誓
補
助
人　

Eideshelfer.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
一
注
参
照
。

（117）	

こ
の
手
袋
を
取
れ　

nim
m

 diesen H
andschuh.　

決
闘
の
申
込
み
で
あ
る
。

（118）	

市
門
は
開
か
れ
な
か
っ
た　

das T
hor w

ard ihr aber nicht aufgethan.　

こ
の
時
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
は
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高
貴
伯
側
に
属
し
、

こ
の
後
の
叙
述
の
時
に
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
に
加
担
し
て
い
た
わ
け
。
終
局
的
に
は
一
二
六
四
年
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高
貴
伯
の
手
に
帰
し
た
。

（119）	

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ェ
ル
ス
バ
ハ　

H
einrich Velsbach.　

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
参
事
の
一
人
。
伝
説
に
よ
れ
ば
以
下
の
ご
と
し
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
市
参
事
会
は

ゾ
フ
ィ
ー
ア
（
ゾ
フ
ィ
ー
）
と
そ
の
子
息
「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
子
ど
も
」（
後
掲
注
参
照
）
に
味
方
し
て
、
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
か
ら
追

い
出
そ
う
と
し
た
が
、
辺
境
伯
側
は
逆
に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を
急
襲
、
内
通
者
の
助
け
も
あ
っ
て
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を
占
拠
し
た
。
市
参
事
会
員
は
全
員
捕
虜
と

な
り
、
い
く
ら
か
は
斬
首
さ
れ
た
が
、
最
も
熱
心
な
ゾ
フ
ィ
ー
党
だ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ェ
ル
ス
バ
ハ
は
極
刑
と
し
て
投
石
機
で
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城

か
ら
下
方
の
草
地
目
掛
け
て
射
出
さ
れ
た
。

（120）	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
ど
う
し
た
っ
て
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
子
ど
も
の
も
ん
だ
あ　

T
hüringen gehört doch dem

 K
inde von Brabant!　

「
ブ
ラ
バ
ン
ト
の

子
ど
も
」das K

ind von Brabant

と
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
ゾ
フ
ィ
ー
の
子
息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
一
二
四
四
─
一
三
〇
八
）
の
こ
と
。
開
戦
時
僅
か
三
歳
。

初
代
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
に
な
っ
て
も
添
え
名
し
て
「
子
ど
も
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」H

einrich das K
ind

と
い
わ
れ
た
。

（121）	

戦
役
は
九
年
間
に
も
亘わ

た

っ
て
続
い
た　

N
eun Jahre lang dauerte der K

rieg.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
ン
継
承
戦
争
は
一
二
四
七
年
か
ら

一
二
六
四
年
（
同
年
九
月
十
・
十
一
日
「
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
の
和
約
」Langsdorfer Frieden

）
ま
で
十
七
年
間
掛
か
っ
た
（
一
二
五
〇
年
一
旦
和
睦
し

た
が
、
一
二
五
四
年
再
度
開
戦
）。
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
ゾ
フ
ィ
ー
は
子
息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
た
め
に
全
遺
領
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ヘ
ッ
セ

ン
伯
爵
領
の
支
配
権
は
確
保
し
た
。
か
く
し
て
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
が
誕
生
。
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
を
得
て
、
以

降
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
の
称
号
を
も
帯
び
た
。

（122）	

何
人
も
の
子
息　

m
ehrere Söhne.　

二
人
。

（123）	

ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯
の
子
息
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト　

A
lbrecht, H

einrich des Erlauchten Sohn.　

そ
の
所
業
か
ら
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ろデ

ア
・
エ
ン
ト
ア
ル
テ
テ

く
で
な
し
伯

A
lbrecht der Entartete

と
綽
名
さ
れ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
在
位
一
二
六
五
─
九
四
）、
父
の
死
後
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
一
二
八
八
─
九
二
）
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を
も
継
ぐ
。
女
官
ク
ニ
グ
ン
デ
（
ク
ン
ネ
）・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
（
一
二
四
五
─
八
六
）
を
愛
人
と
し
た
の
で
、
三
男
一
女
を
産
ん
で
い
た
正
妻

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
一
二
七
〇
年
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
か
ら
逃
亡
し
、
最
終
的
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
へ
向
か
い
、
六
週
間
後
死
亡
。
そ

こ
で
ク
ニ
グ
ン
デ
を
後
妻
と
し
、
彼
女
と
の
間
に
で
き
た
子
息
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
ア
ピ
ッ
ツ
）
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
領
を
継
が
せ
よ
う
と
し
た
が
、

た
め
に
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
子
息
た
ち
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
デ
ィ
ー
ツ
マ
ン
と
紛
争
が
起
こ
る
。
最
終
的
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
テ
ュ
ー
リ
ン

ゲ
ン
方
伯
・
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
と
な
り
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
子
息
か
ら
年
金
を
受
け
取
っ
て
暮
ら
し
、
一
三
一
四
年
エ
ア
フ
ル
ト
で
死
す
。
な
お
ク
ニ
グ

ン
デ
（
ク
ン
ネ
）
の
死
後
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
ア
ル
ン
ス
ハ
ウ
ク
伯
爵
家
出
身
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
三
度
目
の
結
婚
を
し
た
。
こ
の
女
性
が
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト

と
そ
の
子
息
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
間
を
調
停
し
た
も
の
ら
し
い
。

（124）	

マ
ル
ガ
レ
ー
テ　

M
argarethe.　

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
（
一
二
三
七
─
七
〇
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
と
そ

の
四
番
目
の
妃
イ
ザ
ベ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
グ
ラ
ン
ト
の
娘
。
一
二
五
四
年
な
い
し
五
六
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
と
結
婚
。
二
人

の
間
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
一
二
五
六
─
八
二
。
シ
レ
ジ
ア
で
行
方
不
明
）、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
添
え
名
し
て
「
嚙
ま
れ
傷
」der Gebissene

。
一
二
五
七
─

一
三
二
三
）、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（
一
二
六
〇
─
一
三
〇
七
）、
ア
グ
ネ
ス
（
一
二
六
四
以
前
─
一
三
三
二
・
九
以
後
）
が
生
ま
れ
た
。
一
二
七
〇
年
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
ヴ
ァ
イ
ス
フ
ラ
ウ
エ
ン
修
道
院
で
死
去
。

（125）	

献シ

ェ

ン

ク

酌
侍
従　

Schenk.　

酌し
ゃ
く
に
ん人

。
酌

し
ゃ
く
の
か
み

頭
。
中
世
王
侯
の
宮
内
職
の
一
つ
。
酒
蔵
や
ワ
イ
ン
畑
を
管
理
す
る
役
職
。
王
侯
の
側
近
に
仕
え
る
。
信
頼
さ
れ
る

下ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
が
任
命
さ
れ
た
。
や
が
て
貴
族
の
位
と
も
な
り
、
世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

（126）	

騎リ
ッ
タ
ー
ハ
ウ
ス

士
の
館　

Ritterhaus.　

現
存
。
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
へ
の
入
口
の
西
側
に
あ
る
。
十
五
世
紀
後
期
に
建
て
ら
れ
た
木
骨
建
築
で
、
お
そ
ら
く
召
使
い

や
衛
兵
の
宿
舎
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
虜
囚
と
さ
れ
た
騎
士
た
ち
の
牢
獄
も
あ
っ
た
。

（127）	

ク
ラ
イ
ン
ベ
ル
ク
城　

Burg K
rainberg.　

ク
ラ
イ
エ
ン
ブ
ル
クK

rayenburg

は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
城
の
廃
墟
。

一
一
五
五
年
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
の
城
砦
と
し
て
そ
の
名
が
出
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族
が
同
修
道
院
か
ら
封
土
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

帝
国
内
で
高
い
評
価
を
受
け
、
避ア

ジ
ュ
ー
ル

難
所
だ
っ
た
。
一
一
七
〇
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
妃
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
を
匿
っ
た
の
は

有
名
。

（128）	

尚エ
ル
ツ
カ
ン
ツ
ラ
ー

書
長
官　

Erzkanzler.　

中
世
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
の
称
号
。

（129）	

ア
ピ
ッ
ツ　

A
piz.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
注
参
照
。

（130）	

皇
帝
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ　

K
aiser A

dolf von N
assau.　

ナ
ッ
サ
ウ
伯
。
ロ
ー
マ
王
・
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
二
九
二
─
九
八
）。
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
死
後
、
そ
の
子
息
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
の
対
立
王
と
し
て
選
帝
侯
ら
か
ら
推
戴
さ
れ
た
が
、

領
土
拡
張
を
推
進
、
ド
イ
ツ
諸
侯
の
反
感
を
買
い
、
一
二
九
八
年
廃
位
さ
れ
た
上
、
対
立
王
に
選
挙
さ
れ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
（
在
位
一
二
九
八
─
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一
三
〇
八
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
注
参
照
）
と
戦
っ
て
敗
死
。

（131）	

ク
ン
ネ
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク　

K
unne von Eisenberg.　

ク
ニ
グ
ン
デ
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
注
参
照
。

（132）	
頬
に
嚙
ま
れ
傷
の
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Friedrich m
it dem

 W
angenbiß.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
に
あ
る
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
幼
時
母
マ
ル
ガ

レ
ー
テ
に
片
頬
を
嚙
ま
れ
、
そ
の
傷
が
残
っ
た
由
─
─
尤
も
真
偽
は
不
明
─
─
で
、「
嚙
ま
れ
傷
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
」Friedrich der Gebissene

と
綽
名

さ
れ
た
。
ま
た
向
こ
う
見
ず
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich der Freidige

と
も
。
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
在
位
一
二
九
二
─
一
三
二
三
）、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

方
伯
（
在
位
一
二
九
八
─
一
三
二
三
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
。
一
三
二
一
年
─
─
一
二
五
七
年
生
ま
れ
な
の
で
こ
の
時
六
十
四
歳
─
─
脳
卒
中
を
起
こ
し

て
肉
体
が
麻
痺
、
一
三
二
三
年
十
一
月
十
六
日
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
没
。
い
ず
れ
の
所
領
・
称
号
も
そ
の
子
息
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
二
世
）
が
継
い
だ
。

（133）	

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
抑
え
城
ク
レ
ン
メ　

die Zw
ingburg K

lem
m

e zu Eisenach.　

現
存
（
た
だ
し
荒
廃
）。
十
三
世
紀
半
ば
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
現
旧
市
街
北
端

に
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
民
へ
の
抑
え
と
し
て
築
か
れ
た
水

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ブ
ル
ク

城
。
築
城
者
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
妃
ゾ
フ
ィ
ー
な
い
し
そ
の
敵
対
者
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
。

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
民
に
対
す
る
威
嚇
お
よ
び
力
の
象
徴
と
し
て
の
軍
事
拠
点
だ
っ
た
。
一
三
〇
六
年
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
に
買
い
取
ら
れ
、
破
却
さ
れ
た
が
、
後

再
建
さ
れ
た
。

（134）	

ガ
ウ
ル
ア
ン
ガ
ー　

Gaulanger.　

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
市
外
の
地
名
だ
っ
た
よ
う
だ
。
フ
ァ
ウ
ル
ア
ン
ガ
ー
と
か
グ
ー
ル
ア
ン
ガ
ー
と
記
し
た
伝
説
も
あ
る
ら

し
い
。「
ガ
ウ
ル
ア
ン
ガ
ー
」
は
「
馬
の
皮
剝
場
」。
か
つ
て
廃
馬
を
殺
し
て
皮
を
剝
ぐ
作
業
場
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（135）	

テ
ン
ネ
ベ
ル
ク　

Tenneberg.　

テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城Burg / Schloß Tenneberg

は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
家
の
中
世
の
城
塞
の
一
つ
。
方
伯
家
に
と
っ

て
の
重
要
性
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
次
い
だ
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
家
の
菩ハ

ウ
ス
ク
ロ
ス
タ
ー

提
修
道
院
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
三
、四
五
五
、四
五
六
、 

五
五
五
な
ど
参
照
）
は
直
線
距
離
で
五
キ
ロ
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
三
世
）
の
時
代
、
同
修
道
院
の
防
禦
拠
点
と
な
っ
た
。

（136）	

小
さ
い
側ツ

ェ
ル
タ
ー

対
歩
馬　

Zelterlein.　

側ツ
ェ
ル
タ
ー

対
歩
馬
と
は
、
側ツ

ェ
ル
ト

対
歩Zelt

（
パ
スPaß

と
も
）
─
─
同
じ
側
の
両
脚
を
片
側
ず
つ
ほ
ぼ
同
時
に
上
げ
る
歩
調
─
─

で
進
む
よ
う
に
仕
込
ま
れ
た
馬
。
こ
れ
だ
と
静
か
な
騎
行
に
な
る
の
で
聖
職
者
や
女
性
の
乗
用
馬
と
し
て
好
ま
れ
た
。
パ
レ
ー
ド
や
旅
行
の
場
合
は
、
王

侯
貴
族
で
あ
れ
商
人
で
あ
れ
、
婦
人
で
な
く
と
も
こ
の
方
が
快
適
だ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

（137）	

彼
の
全
て
の
意
図
が
実
の
甥
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
の
弑し

ぎ
ゃ
く逆

の
凶
手
に
よ
っ
て
挫く

じ

か
れ
る
と
い
う
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
た　

D
a geschah es, 

daß all seinem
 W

ollen ein Ziel gesetzt w
ard durch seines N

effen, H
erzog Johanns von Schw

aben, m
euchelm

örderrische H
and.　

神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
は
、
叛
乱
を
起
こ
し
た
ス
イ
ス
の
所
領
に
軍
を
進
め
よ
う
と
し
た
途
次
、
一
三
〇
八
年
五
月

一
日
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
シ
ュ
（
現
ス
イ
ス
の
ア
ー
ル
ガ
ウ
カ
ン
ト
ン
）
近
郊
で
実
の
甥
（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
弟
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
に
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン

公
だ
っ
た
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
の
子
息
）
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
（
一
二
九
〇
─
一
三
一
三
？
）
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
お
よ
び
注
参
照
。

（138）	

楽デ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
と
の
添
え
名
も
あ
る　

den m
an auch den Freudigen nennt　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
が
誤
り
。
ま
た
の
添
え
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名
は
「
向
こ
う
見
ず
」「
勇
者
」der Freidige

で
あ
っ
て,der Freudigeʻ

で
は
な
い
。

（139）	
主
の
憐あ

わ

れ
み
の
日
曜
日　

Sonntag M
isericordias.　

復
活
祭
後
の
第
二
日
曜
日
で
あ
る,Sonntag M

isericordias D
om

iniʻ

の
こ
と
。
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
後
の
第

一
日
曜
日
か
ら
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
前
の
日
曜
日
ま
で
六
回
の
日
曜
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
聖
書
に
由
来
す
る
ラ
テ
ン
語
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
約

聖
書
詩
篇
八
十
九
篇
二
節
「
わ
れ
ヱ
ホ
バ
の
憐あ

は
れ
み憫

を
と
こ
し
へ
に
う
た
は
ん
」„M

isericordias D
om

ini in aeternum
 cantabo.“

か
ら
。

（140）	

跣せ
ん
そ
く足

修
道
士　

Barfüßer.　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
カ
ル
メ
ル
会
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
会
な
ど
托
鉢
修
道
会
の
修
道
士
。
清
貧
を
旨

と
し
、
裸
足
、
あ
る
い
は
靴
下
無
し
の
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
歩
い
た
の
で
、
こ
の
呼
称
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
士
を
指
し
て
い
る
。

（141）	

楽デ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

der Landgraf Friedrich der Freudige.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
の
二
箇
所
の
注
参
照
。

（142）	

十
人
の
乙
女
た
ち　

D
ie zehn Jungfrauen.　

新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
二
十
五
章
一
─
十
三
節
。
灯
火
を
持
っ
て
花
婿
を
迎
え
に
出
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
十

人
の
乙
女
と
天
国
の
譬
え
。
五
人
は
利
巧
で
灯
火
の
油
を
き
ち
ん
と
用
意
し
て
い
た
が
、
五
人
は
愚
か
で
油
の
用
意
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
夜
中
に
花
婿

が
来
る
と
、
眠
っ
て
い
た
乙
女
た
ち
は
皆
起
き
た
が
、
内
愚
か
な
五
人
は
慌
て
て
油
を
買
い
に
外
へ
出
て
行
っ
た
。
帰
っ
た
時
に
は
邸
の
門
は
閉
ざ
さ
れ

て
い
て
、
開
け
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
ん
で
も
、
返
辞
は
「
ま
こ
と
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
我
は
汝
ら
を
知
ら
ず
」
だ
っ
た
。

（143）	

「
ま
こ
と
の
信
仰
の
た
め
に
燃
え
る
洋ラ

ン
プ灯

を
携
え
る
よ
う
」　„bornte lam

peln tragen czu eim
e rechten bekenntnisse.“　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（144）	

見エ
ッ
ケ
・
ス
ポ
ー
ン
ス
ス
・
ヴ
ェ
ニ
ト

ヨ
、
花
婿
来
タ
レ
リ　

Ecce sponsus venit.　

ラ
テ
ン
語
。

（145）	

選
ば
れ
し
我
が
子
ら
よ
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。
云う

ん
ぬ
ん云

。Sit w
illekom

 ir vzerw
elten kinder m

yn! usw
.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（146）	

聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ
、
聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ
、
聖サ

ン

ク

ト

ゥ

ス

ナ
ル
カ
ナ　

Sanctus, sanctus, sanctus!　

ラ
テ
ン
語
。

（147）	

栄グ

ロ

リ

ア

・

エ

ト

・

ホ

ノ

ル

光
ト
誉
レ
ノ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ　

Gloria et honor.　

ラ
テ
ン
語
。

（148）	

キ
リ
ス
ト
の
苦
難
の
死
を
介
し
て
乞
い
求
め
る　

durch seinen bittern Tod ihn bittend.　

あ
な
た
は
わ
た
く
し
た
ち
罪つ

み
び
と人

の
た
め
に
十
字
架
に
上

り
、
苦
難
の
死
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
で
す
か
ら
、
な
に
と
ぞ
わ
た
く
し
た
ち
罪
人
を
お
赦
し
く
だ
さ
い
、
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

（149）	

我
ら
の
愚
か
し
さ
を
赦ゆ

る

し
た
ま
え
。
／
我
ら
を
汝
の
大
い
な
る
恵
み
に
与あ

ず
か

ら
し
め
た
ま
え
。
／
汝
の
御
母
マ
リ
ア
ム
が
／
我
ら
憐
れ
な
る
者
ら
を
し
て
汝

の
尊
さ
に
加
わ
ら
し
め
ん
こ
と
を
。Vns hat vorsum

it unse tum
pheyt, / nu laz vns genize dyner grozen barm

eherczigkeyt / vm
m

e 
M

ariam
, die liben m

utir dyn, / vn laz vns arm
en czu dynir w

ertschaft in!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（150）	

然ア
ー
メ
ンリ

、
然ア

ー
メ
ンリ

、
汝デ

ィ
コ
・
ヴ
ォ
ー
ビ
ス

ラ
ニ
告
グ
、
我ネ

ス

キ

オ

・

ヴ

ォ

ス

ハ
汝
ラ
ヲ
知
ラ
ズ　

A
m

en am
en dico vobis nescio vos!　

ラ
テ
ン
語
。「
ア
ー
メ
ン
」
を
除
け
ば
、
新
約
聖
書
マ
タ

イ
伝
二
十
五
章
十
二
節
。

（151）	

わ
た
し
は
そ
な
た
ら
が
何
者
な
る
や
知
ら
ぬ
。Ich enw

eiz niht, w
y ir sit.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（152）	

憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、
憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、
憐ミ

セ

レ

ー

レ

レ
ミ
タ
マ
エ
、
ソポ

ー

プ

ロ

・

ト

ゥ

オ

ナ
タ
ノ
民
草
ヲ　

M
iserere, m

iserere, m
iserere populo tuo.　

ラ
テ
ン
語
。
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（153）	

天ア
メ
ツ
チ地

ハ
移
ロ
イ
行
ク
ト
モ
、
我ワ

レ

ヨ
リ
出イ

デ

シ
詞コ

ト
バ

ハ
永ト

コ
シ
ナ
エ久

ニ
続
カ
ン　

Coelum
 et terra transibunt, verbum

 autem
 m

eum
 in aeternum

 perm
anet!　

原
文
ラ
テ
ン
語
は
上
記
の
通
り
だ
が
、coelum

はcaelum

の
誤
り
。
新
約
聖
書
ル
カ
伝
二
十
一
章
三
十
三
節
に
同
義
の
文
が
あ
る
。

（154）	
ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ
と
ル
シ
フ
ェ
ル　

Beelzebub und Lucifer.　
「
ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ
」
は
キ
リ
ス
ト
教
神
話
に
お
け
る
魔
物
で
、
民
衆
の
間
で
は
悪
魔
の
別

名
。
旧
約
聖
書
列
王
紀
畧
下
一
章
二
節
、
三
節
に
「
エ
ク
ロ
ン
の
神
バ
ア
ル
ゼ
ブ
ブ
」
と
し
て
出
る
。「
バ
ア
ル
ゼ
ブ
ブ
」Baal Zebub

は
「
蠅
の
王
」
と

訳
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
本
来
の
名
は
「
バ
ー
ル
・
ゼ
ブ
ル
」Baal Zebul

（
崇
高
な
る
主し

ゅ

）
で
、
こ
れ
を
ヘ
ブ
ラ
イ
人
が
卑
小
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

エ
ク
ロ
ンEkron

は
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
海
岸
平
野
に
定
住
し
て
い
た
「
ペ
リ
シ
テ
人び

と

」（
フ
ィ
リ
ス
テ
ィ
ア
人
）
の
五
市
連
合
を
構
成
す
る
自
治
都
市
の
一

つ
で
、
バ
ー
ル
・
ゼ
ブ
ル
は
そ
こ
の
都
市
神
だ
っ
た
わ
け
。
初
期
ユ
ダ
ヤ
時
代
に
こ
の
カ
ナ
ン
の
神
は
偽
神
、
偶
像
神
の
呼
称
と
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ

る
。「
ル
シ
フ
ェ
ル
」（
こ
の
片
仮
名
表
記
は
イ
ス
パ
ニ
ア
語Lucifer

な
い
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
語Lúcifer

の
発
音
近
似
値
）
は
、
ロ
ー
マ
神
話
に
お
い
て
は
暁

の
明
星
（
金
星
）
の
人
格
化
「
ル
ー
キ
フ
ェ
ル
」Lucifer

で
あ
り
、「
光
明
を
齎
す
者
」
の
意
。
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
、
か
つ
て
大
天
使
だ
っ
た
が
、
思

い
上
が
っ
て
神
と
対
立
し
、
天
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
堕
天
使
長
と
さ
れ
、
従
っ
て
サ
タ
ン
の
別
名
で
あ
る
。

（155）	

正
し
き
裁
き
は
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
／
呪
わ
れ
た
る
者
ど
も
は
我
が
許も

と

よ
り
去
り
、
／
深
き
地
獄
に
落
ち
、
／
悪
魔
ど
も
の
仲
間
と
な
る
が
よ
い
。

Recht gerichte sal gesche. / D
ie vorvluchten m

uzzen von m
y ge / in dy tifen helle / vn w

erde der tufele geselle.　

原
文
は
上
記
の
通

り
。

（156）	

プ
レ
レ
、
ヘ
レ
、
プ
レ
レ
！　

Prelle here prelle!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（157）	

お
母
上
様
、
お
黙
り
あ
れ　

Sw
igit vrow

e m
utir m

yn.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（158）	

「
怒デ

ィ
エ
ス
・
イ
ラ
エ

り
の
日
」　D

ies irae.　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
鎮レ

ク
イ
エ
ム

魂
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
聖
歌
の
一
つ
。

（159）	

イク

エ

ム

・

パ

ト

ロ

ー

ヌ

ム

・

ロ

ガ

ト

ゥ

ル

ス

カ
ナ
ル
庇
護
者
ヲ
捜
シ
求
メ
ル
ベ
キ
ヤ　

quem
 patronum

 rogaturus.　

ラ
テ
ン
語
。
こ
の
歌
詞
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
「
大
聖
堂
」

D
om

の
場
面
で
苦
し
み
嘆
く
グ
レ
ー
ト
ヒ
ェ
ン
の
科
白
と
平
行
し
て
歌
わ
れ
る
合
唱
の
一
節
で
も
あ
る
（
三
八
二
六
行
）。

（160）	

哀
し
い
か
な
、
哀
し
い
か
な
！　

O
 w

e vn o w
e!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（161）	

い
で
や
諸も

ろ
び
と人

よ
、
我
ら
が
イ
エ
ス
の
見
張
り
〔
＝
大
天
使
聖
ミ
カ
エ
ル
〕
の
忘
れ
ざ
り
し
こ
と
を
、
憐
れ
な
る
者
ら
の
た
め
に
悼い

た

め
。
／
我
ら
の
罪
は
我

ら
を
大
い
な
る
心
痛
に
陥

お
と
し
いれ

、
／
我
ら
は
地
獄
で
大
い
な
る
苦
し
み
を
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
／
汝
ら
女
た
ち
は
我
ら
の
不
幸
を
泣
き
、
善
事
を
行
う

よ
う
よ
く
注
意
せ
よ
。N

u clagit arm
en alle, daz vnser je w

art gedacht. / Vns haben vnse sunde in groz herczeleit gebracht. / W
y 

m
uzzen in der helle grozen kum

m
er dol (dulden) / yr vrow

en w
eynet vnse vngevelle vnd hutit vch, so tut ir w

ol.　

原
文
は
上
記
の
通

り
。

（162）	

死し
び
と人

の
方
が
む
し
ろ
教
会
へ
の
寄
進
の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
／
我
ら
が
神
の
怒
り
を
受
け
る
の
は
当
然
！　

Eyn tot baz hulfe dem
 eyn 
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selgerete? / W
y verdinent gotis czorn!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（163）	
か
く
て
我
ら
は
／
お
ま
え
ら
は
永と

わ遠
に
破
滅
ぞ
！　

D
es sint w

y / syt ir ew
igklichen vorlorn!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（164）	
選
帝
侯　

K
urfürst.　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
言
明
の
結
果
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
は
、
ル
タ
ー
を
法

律
の
保
護
外
に
置
き
、
帝
国
か
ら
追
放
す
る
、
と
宣
告
し
た
（
一
五
二
一
年
五
月
二
十
五
日
）
が
、
ル
タ
ー
の
主
君
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
賢デ

ア
・
ヴ
ァ
イ
ゼ

明
侯
─
─
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
（
在
位
一
四
八
六
─
一
五
二
五
）
─
─
は
あ
ら
か
じ
め
、
一
五
二
一
年
五
月
四
日
か
ら
一
五
二
二
年
三
月
一
日
ま

で
約
十
箇
月
に
亘
っ
て
、
秘
か
に
ル
タ
ー
を
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
匿
わ
せ
た
。
ル
タ
ー
は
こ
の
や
む
を
得
ざ
る
休
息
を
、
新
約
聖
書
を
ド
イ
ツ
語
に
翻

訳
す
る
か
ね
て
か
ら
の
計
画
を
実
行
す
る
の
に
用
い
た
。

（165）	

メ
ー
ラ　

M
öhra.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
郡
の
小
村
。
か
つ
て
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
両
親
─
─
ハ
ン
ス
と
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
─
─

は
メ
ー
ラ
に
住
ん
で
い
た
（
た
だ
し
一
四
八
三
年
─
─
ル
タ
ー
の
生
ま
れ
た
年
─
─
ハ
ン
ス
は
家
族
を
連
れ
て
メ
ー
ラ
を
去
っ
て
い
る
）。
一
五
二
一
年
ル

タ
ー
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
（
ル
タ
ー
は
同
地
の
大
学
で
教
え
て
い
た
。
一
五
〇
二
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
を
創
立

し
た
の
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢デ

ア
・
ヴ
ァ
イ
ゼ

明
侯
で
あ
る
）
へ
帰
る
途
中
、
メ
ー
ラ
へ
寄
り
道
し
て
村
の
広
場
で
説
教
し
た
。

（166）	

郷ユ
ン
カ
ー士

イ
ェ
ル
ク　

Junker Jörg.　

ル
タ
ー
の
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
滞
在
は
極
秘
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
時
期
「
郷

ユ
ン
カ
ー

士
イ
ェ
ル
ク
」

と
の
仮
名
を
使
っ
た
。
イ
ェ
ル
ク
は
ゲ
オ
ル
ク
の
短
縮
形
の
一
つ
（
北
ド
イ
ツ
で
は
ユ
ル
ゲ
ンJürgen

、
ス
イ
ス
で
は
ユ
ル
クJürg

が
現
在
一
般
）
で
、

十
五
・
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
男
子
名
と
し
て
大
い
に
好
ま
れ
た
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
龍
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
は
、
龍
退
治
で
名
高
い
聖

ザ
ン
ク
トゲ

オ
ル

ク
を
示
唆
し
て
い
る
わ
け
。

（167）	

騎リ
ッ
タ
ー
ハ
ウ
ス

士
の
館　

Ritterhaus.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
注
参
照
。

（168）	

あ
い
さ
、
あ
た
し
は
ま
だ
若
く
っ
て
、
／
や
さ
し
く
素
直
で
き
り
ょ
う
の
え
え
／
あ
ま
っ
こ
だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
／
だ
れ
も
が
あ
た
し
に
惚
れ
た
ん
さ
。

Ja diew
eil ech noch jungk w

oar, / da ech en zoartes, nettes, schienes Fräuchen w
oar, / hatt’ m

ech jiederm
oann liep!　

原
文
は
上
記

の
通
り
。

（169）	

あ
あ
、
主し

ゅ

イ
エ
ス
様
、
こ
い
つ
あ
嚙か

む
だ
べ
か　

ach H
err Jehchen! bießt hä dann?　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（170）	

神ゴ

ッ

ト

・

ヘ

ル

フ

様
が
お
助
け
く
だ
さ
る
よ
う
に　

Gott helf.　

,H
elf Gott!ʻ

と
も
。
傍
に
い
る
だ
れ
か
が
く
し
ゃ
み
を
し
た
り
、
し
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
時
、
親
切

に
唱
え
て
や
る
縁
起
直
し
の
言
葉
。
現
在
で
は
「
おゲ

ズ
ン
ト
ハ
イ
ト

大
事
に
」Gesundheit!
が
普
通
。『
徒
然
草
』
四
十
七
段
の
「
く
さ
め
」（
お
そ
ら
く
「
糞く

そ

食は

め
」
な

る
呪ま

じ
な

い
）
に
相
当
す
る
。

（171）	

マ
リ
ー
エ
ン
谷タ

ー
ル　

M
arienthal.　

現
在
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を
南
北
に
貫
く
国

ブ
ン
デ
ス
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

道
一
九
号
線
の
一
部
、
か
つ
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
通
り
の
名
称
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の

北
部
に
位
置
す
る
。
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（172）	

イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク　

Inselberg.　

大
グ
ロ
ー
サ
ー
・イ

ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
（
標
高
九
一
六
・
五
）。
中
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
北
西
半
の
最
高
峰
。

（173）	

レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
、
レ
ン
シ
ュ
テ
ー
ク
、
レ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
、
リ
ン
ネ
ヴ
ェ
ー
ク　

der Rennsteig, Rennsteg, Rennw
eg, Rinnew

eg.　

テテ

ュ

ー

リ

ン

ガ

ー

・

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

、
テテ

ュ

ー

リ

ン

ガ

ー

・

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
片シ

ー
フ
ァ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

岩
山
脈
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

に
亘
る
ほ
ぼ
一
七
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
尾
根
道
に
し
て
境
界
道
。
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
を

起
点
と
し
小
村
ブ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
終
点
。

（174）	

タ
バ
ル
ツ　

Tabarz.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
小
さ
な
町
。
保
養
地
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
北
西
部
に
位
置
し
、
大

グ
ロ
ー
サ
ー
・イ

ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク

と
は
四
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
隔
た
っ
て
い
な
い
。

（175）	

ザ
バ
ル
ツ　

Sabarz.　

ど
う
や
ら
存
在
し
な
い
よ
う
だ
。

（176）	

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人　

Venetianer.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
四
後
半
お
よ
び
注
参
照
。

（177）	

粗エ
ー
ル
ツ
メ
ン
ナ
ー
ヒ
ェ
ン

金
ち
び
す
け　

Erzm
ännerchen.　

「
粗あ

ら
か
ね金

（
金
属
の
粗
鉱
）
を
探
す
ち
っ
こ
い
や
つ
ら
」
く
ら
い
の
蔑
称
。

（178）	

南ヴ
ァ
ー
レ

国
者　

W
ahle.　

ロ
マ
ン
（
ラ
テ
ン
語
系
）
民
族
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
人
、
イ
タ
リ
ア
人
に
対
す
る
呼
称
。

（179）	

ラ
ウ
ハ
谷タ

ー
ル　

Lauchathal.　

ラ
ウ
ハ
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
町
の
一
部
。
近
く
に
テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城
が
あ
っ
た
。
タ
バ
ル
ツ
は

ラ
ウ
ハ
の
す
ぐ
南
、
ル
ー
ラ
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
二
）
は
ラ
ウ
ハ
の
西
方
に
位
置
す
る
。

（180）	

レ
ー
ン
山
地　

Rhön.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
州
境
に
跨
る
広
大
な
中
級
山
岳
地
帯
。
お
よ
そ
一
五
〇
〇
平
方
キ

ロ
。

（181）	

ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ　

Brotterode.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
な
町
ブ
ロ
ッ
テ
ロ
ー
デ
＝
ト
ゥ
ル
ー
ゼ

タ
ー
ルBrotterode-Trusetal

の
一
部
。
因
み
に
「
ロ
ー
デ
」
は
中
部
ド
イ
ツ
、
北
ド
イ
ツ
の
地
名
に
多
く
含
ま
れ
る
。「
ロ
ー
デ
ン
」roden

（
開
墾
）

に
よ
っ
て
得
た
土
地
の
意
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
九
〇
「
ア
ー
ゾ
ル
フ
ェ
ロ
ー
ト
」
も
、
ア
ー
ゾ
ル
フ
な
る
男
が
開
墾
し
た
の
で
こ
の
名
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

（182）	

尋
ク
ラ
フ
タ
ー

　

K
lafter.　

約
六
フ
ィ
ー
ト
。

（183）	

「
カカ

ル
レ
ス
・
ク
ヴ
ィ
ン
テ
ス

ー
ル
五
世
の
御み

は
た旗

」　„Funn von K
arles quintes“　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（184）	

皇
帝
カ
ー
ル
五
世　

K
aiser K

arl V.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
五
お
よ
び
注
参
照
。

（185）	

刑
事
裁
判
権　

Blutgericht.　

史
的
詳
細
は
不
明
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（186）	

旗き

し幟
掲
揚
権　

Fahnenrecht.　

史
的
詳
細
は
不
明
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（187）	

こ
の
教
会
建
立
が
始
め
ら
れ
し
は
、
ル
テ
ル
ス
な
る
修
道
士
が
／
教
皇
攻
撃
の
文
書
を
初
め
て
記
せ
る
時
。
さ
れ
ど
ル
テ
ル
ス
の
口
は
す
ぐ
さ
ま
塞ふ

た

が
れ

た
り
。D

iese kirche ist angefangen w
orden zu baw

en als ein m
ünch nam

en Lutherus w
ider die papisten angefangen zu schreiben, 

dem
e aber das m

aul bald gestopft w
erden sol.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。「
教
皇
攻
撃
の
文
書
を
初
め
て
記
せ
る
時
」
と
は
ル
タ
ー
が
、
一
五
一
七
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年
、
い
わ
ゆ
る
「
九
十
五
箇
条
の
論
題
」95 T

hesen

を
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
附
属
教
会
の
門
扉
に
貼
り
出
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（188）	
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス　

Landgraf Philippus von H
essen.　

ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
（
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

大
方
伯
。
在
位
一
五
〇
九
／
一
八
─

一
五
六
七
）。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
宗
教
改
革
と
文ル

ネ
ッ
サ
ン
ス

芸
復
興
時
代
の
最
も
重
要
な
諸
侯
に
し
て
政
治
指
導
者
の
一
人
。
一
五
二
四
年
い
ち
早
く
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
（
福
音
派
）
の
主
張
に
賛
意
を
表
し
、
一
五
二
六
年
に
は
方
伯
領
内
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
統
一
す
る
。

（189）	

一
八
四
八
年
組
〔
の
議
員
〕
同
様　

trotz einem
 1848er.　

一
八
四
八
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
召
集
さ
れ
た
国
民
議
会
の
議
員
た
ち
に

対
す
る
保
守
派
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
諷
刺
。

（190）	

きフ
リ
ッ
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ト

ん
き
ら
花
嫁　

Flitterbraut.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（191）	

研シ
ュ
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
レ

磨
用
風
車　

Schleifm
ühle.　

こ
こ
で
は
「
風
車
」
と
し
た
が
、「
水
車
」
の
場
合
も
あ
る
。
風
力
な
い
し
水
力
を
利
用
し
て
、
石
材
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の

材
料
・
原
料
を
研
磨
し
た
り
、
切
断
し
た
り
す
る
施
設
。

（192）	

衣
装
を
手
に
取
っ
て
、
い
な
く
な
り
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。N

ahm
en die K

leider, fuhren von darinnen, kam
en nie zurück.　

民
間
信

仰
で
は
、
家
精
は
報
酬
を
貰
え
ば
奉
仕
を
止
め
て
よ
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
九
「
家
の
精
」D

ie W
ichtelm

änner- Erstes M
ärchen

も
そ
の

一
例
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
褐ブ

ラ
ウ
ニ
ー

色
小
人Brow

nie

も
し
か
り
。

（193）	

ク
ロ
ア
チ
ア
人　

Croaten.　

現
バ
ル
カ
ン
半
島
北
西
部
に
居
住
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
話
す
南
ス
ラ
ブ
族
。
十
五
世
紀
後
半
に
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝

国
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
。
祖
国
を
追
わ
れ
、
剽
悍
な
騎
兵
と
し
て
傭
兵
稼
業
を
営
む
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
遠
隔
の
ド
イ
ツ
の
地
に
彼
ら
に
纏

わ
る
伝
説
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
も
仕
え
て
い
る
。

（194）	

驢
馬
に
化
け
て
旅
人
を
襲
う
古
代
ロ
ー
マ
の
妖
怪
エ
ン
プ
ー
サ　

das röm
ische Em

pusa in Eselgestalt die Reisenden.　

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
女
怪

で
あ
る
。
冥
府
の
女
神
ヘ
カ
テ
ー
と
妖
精
モ
ル
モ
の
美
し
い
娘
で
、
男
と
交
わ
っ
た
あ
と
そ
の
肉
を
喰
ら
っ
た
り
、
眠
っ
て
い
る
青
年
を
誘
惑
し
て
、
そ

の
血
を
頂
戴
し
た
り
す
る
。
変
身
に
長
け
、
犬
、
驢
馬
、
牡
牛
、
美
女
に
化
け
た
り
す
る
と
い
う
。

（195）	

低
地
諸
地
方
の
伝
説
に
登
場
す
る
男
な
い
し
女
の
夢マ

ー
ル魔

の
よ
う
に　

ähnlich dem
 oder der M

ahr in den Sagen des N
iederlands.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ

一
五
〇
お
よ
び
注
参
照
。

（196）	

悪
魔
と
か
精
霊
に
は
掟
が
ご
ざ
い
ま
し
て
ね
。
／
は
い
っ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
出
て
行
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
。ʼS ist ein Gesetz der Geister 

und Gespenster: / W
o sie hereingeschlüpft, da m

üssen sie hinaus.　
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
一
四
一
〇
─
一
一
行
。

（197）	

ル
ー
ラ
川　

Ruhlaw
asser.　

ル
ー
ラ
の
町
の
上
部
を
貫
流
す
る
細
流
ロ
ラ
川Rolla
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ロ
ラ
川
は
エ
ル
ベ
に
注
ぐ
。

（198）	

聖コ
ー
ル
ア
ジ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト

歌
隊
指
導
者
た
ち　

Choradjuvanten.　

教
会
聖
歌
隊
首
席
歌
手
の
歴
史
的
呼
び
名
。
一
般
に
教
会
か
ら
そ
の
仕
事
に
対
し
な
に
が
し
か
の
謝
礼
を
受

け
て
い
た
。
こ
こ
で
複
数
に
な
っ
て
い
る
の
は
疑
問
。
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（199）	

「
緑
の
小
枝
に
行
き
当
た
っ
た
」　kam

 

…
…auf einen grünen Zw

eig.　
「
緑
の
小
枝
に
行
き
当
た
る
」auf einen grünen Zw

eig kom
m

en

は
「
出

世
す
る
」「
成
功
す
る
」
の
意
の
慣
用
句
。

（200）	
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
謹デ

ア
・
エ
ル
ン
ス
テ

厳
方
伯　

Landgraf Friedrich der Ernste.　

マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
在
位
一
三
二
三
─
四
九
）
に
し
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
在

位
同
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
。
謹

デ
ア
・
エ
ル
ン
ス
ト
ハ
フ
テ

厳
侯
と
添
え
名
さ
れ
た
。「
嚙
ま
れ
傷
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
」、
す
な
わ
ち
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
に
し
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
子
息
。

（201）	

ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家　

die Grafen von H
enneberg.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

と
マ
イ
ン
川
の
間
を
所
領
と
し
た
伯
爵
一
門
。
十
一
世
紀
末
か
ら

一
六
六
〇
年
ま
で
存
在
。
十
六
世
紀
後
半
に
は
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
を
支
配
し
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
フ
ロ

イ
ン
ト
に
仕
え
た
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
二
三
年
「
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
古
代
研
究
協
会
」
を
創
設
、
死
の
三
年
前
ま
で
そ
の
初
代
協
会
長
の
座
に
あ
っ
た
。

（202）	

ブ
ー
ヘ
ン　

Buchen.　

現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
ネ
カ
ー
ル
＝
オ
ー
デ
ン
ワ
ル
ト
郡
の
都
市
か
。

（203）	

三ト
リ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ゾ
ン
タ
ー
ク

位
一
体
の
日
曜
日　

Trinitatissonntag.　

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
後
の
最
初
の
日
曜
日
。

（204）	

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日　

Johannistag.　

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
生
誕
を
祝
う
大
祭
。
六
月
二
十
四
日
。

（205）	

聖ヴ

ァ

ル

プ

ル

ギ

ス

タ

ー

ク

ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
祝
日　

W
alpurgistag.　

五
月
一
日
。

（206）	

一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
三
十
プ
フ
ン
ト  ein Centner 30 Pfund.　

一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ーZentner

＝
一
〇
〇
プ
フ
ン
ト
。
一
プ
フ
ン
ト
は
カ
ー
ル
大
帝
（
＝
シ
ャ

ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
の
時
代
四
〇
六
・
五
グ
ラ
ム
と
定
め
ら
れ
た
。
現
ド
イ
ツ
で
は
一
プ
フ
ン
ト
＝
五
〇
〇
グ
ラ
ム
。

（207）	

そ
れ
を
元
に
一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
三
十
プ
フ
ン
ト
の
黄こ

が
ね金

と
四
十
五
プ
フ
ン
ト
の
白し

ろ
が
ね銀

が
抽
出
さ
れ
る　

von dem
 ein Centner 30 Pfund Gold und 45 

Pfund Silber ausgiebt.　

こ
の
文
の
脈
絡
は
不
明
。
実
際
に
は
粗
鉱
は
掘
り
出
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
こ
う
も
詳
し
い
数
値
が
得
ら
れ
る
わ
け

は
な
い
。

（208）	

シ
ュ
メ
ー
ア
バ
ハ
村　

Schm
erbach.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
村
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
以
降
小
都
市
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
（
北

東
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
南
西
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
中
間
に
位
置
す
る
）
の
一
部
。

（209）	

あ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
子
ど
も
の
昔
話
で
は　

w
ie bei jenem

 K
inde auf dem

 T
hüringer W

alde.　

こ
の
昔
話
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
五
「
ウ
ン

ケ
の
話
」
第
一
話M

ärchen von der U
nke. I.

と
し
て
類
話
が
あ
る
。
古
高
ド
イ
ツ
語
・
中
高
ド
イ
ツ
語
「
ウ
ン
ク
」unc

は
蛇
「（
ラ
テ
ン
語anguis

〈
蛇
〉
と
関
係
あ
り
）。
ま
た
「
ウ
ン
ケ
」
は
地
方
に
よ
り
「
リ
ン
ゲ
ル
ナ
ッ
タ
ー
」Ringelnatter

（
頭
部
に
冠
の
よ
う
な
環
状
文
様
の
あ
る
無
毒
の
蛇
）

を
指
す
。
こ
の
他
に
「
ア
ウ
ク
」auk

か
ら
由
来
す
る
「
ウ
ン
ケ
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
蟇
蛙
。

（210）	

乳ミ
ル
ク
ス
ー
プ

入
り
汁　

M
ilchsuppe.　

こ
こ
で
は
ご
く
素
朴
な
、
パ
ン
（
で
き
れ
ば
白
パ
ン
）
を
刻
む
か
砕
く
か
し
て
、
温
め
た
ミ
ル
ク
に
入
れ
た
も
の
。
現
代
で

は
単
純
な
レ
シ
ピ
に
よ
る
も
の
で
も
、
ヌ
ー
デ
ル
や
シ
ュ
ペ
ッ
ツ
レ
の
よ
う
な
麺
類
、
卵
入
り
団ク

ネ
ー
デ
ル子

等
等
、
実
と
す
る
も
の
は
多
様
な
上
、
砂
糖
を
入
れ
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た
り
、
酸
乳
を
使
っ
た
り
色
色
。
老
人
子
ど
も
向
き
で
は
あ
る
が
、
寒
い
朝
に
は
だ
れ
に
も
喜
ば
れ
よ
う
。

（211）	
エ
ス
・
ネ
ッ
ト
・
ヌ
ー
・
ニ
ュ
ー
、
エ
ス
・
ア
・
ノ
ッ
ケ　

eß nett nu N
ü, eß a N

ocke!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（212）	
市マ

ル
ク
ト
フ
レ
ッ
ケ
ン

場
町
村　

M
arktflecken.　

市
場
を
開
く
権
利
を
持
っ
て
い
る
町
村
。

（213）	
塩
舐な

め
場　

Salzecke.　

,Leckeʻ

と
も
。
猟
獣
の
お
気
に
入
り
の
場
所
と
な
る
よ
う
に
、
草
食
獣
が
大
い
に
好
む
塩
を
置
い
て
お
く
場
所
。
岩
塩
の
大
き

な
塊
や
、
塩
と
粘
土
を
混
ぜ
て
団
子
状
に
し
た
も
の
を
雨
に
当
た
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
て
設
置
す
る
。

結
び
に
一
言

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
五
で
べ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
泉
を
讃
え
る
素
晴
ら
し
い
碑
文
と
し
て
記
し
て
い
る
ラ
テ
ン
語
で
は
、
い
つ
も
な
が
ら
青

山
学
院
大
学
文
学
部
西
村
哲
一
教
授
─
─
親
愛
な
る
元
同
僚
西
村
淳
子
教
授
の
ご
配
偶
─
─
か
ら
ご
懇
篤
な
ご
説
明
と
、
あ
る
い
は
こ

う
も
あ
ろ
う
か
、
と
の
ご
解
釈
を
戴
い
た
。
二
行
目
が
言
葉
足
ら
ず
な
た
め
至
極
分
か
り
難
い
こ
と
を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ

る
。
訳
者
の
推
量
で
あ
る
が
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
の
詩
句
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
創
作
で
、
分
か
り
難
い
の
も
そ
れ
に
帰
せ
ら
れ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
ご
多
忙
な
時
期
に
か
よ
う
な
瑣
事
を
ご
相
談
し
た
の
は
申
し
訳
な
い
限
り
で
は
あ
る
が
、
拙
訳
が
頓
挫
し
な
い
で
済
ん

だ
の
は
、
ひ
と
え
に
ご
寛
容
の
賜
物
で
あ
る
。

ま
た
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
中
山
淳
子
先
生
は
、
分
載
試
訳
（
そ
の
八
）（
そ
の
九
）
目
次
の
誤
り
を
克
明
に
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

訳
者
の
杜
撰
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
あ
り
が
た
い
ご
好
意
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。

訂
正

　

分
載
試
訳
（
そ
の
四
）

一
九
五
ペ
ー
ジ　

後
ろ
か
ら
三
行
目
。〔
＝
ビ
ー
ル
莫
迦
〕
を
削
除
。
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二
六
〇
ペ
ー
ジ
注
86　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ち
っ
ぽ
け
な
町
ル
ー
ラ
の
ず
ぶ
ろ
く
ど
も
が
彼
ら
の
「
麦ビ

ー
ル酒

驢
馬
」〔
＝
ビ
ー
ル
莫
迦
〕

を
担
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に　

w
ie die V

ollzapfen im
 thüringischen Städtchen Ruhla ihren Bieresel.　

未
詳
。
し

か
し
、
多
分
、
昔
こ
の
町
で
へ
べ
れ
け
に
酔
っ
て
迷
惑
行
為
に
及
ん
だ
者
は
、
罰
と
し
て
、
町
が
制
定
し
た
「
麦ビ

ー
ル酒

驢
馬
」
と
呼
ば
れ

る
重
荷
を
あ
る
距
離
背
中
に
乗
せ
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
し
ば
し
ば
故
郷

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
言
及
す
る
。
な
お
ル
ー
ラ
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

に
現
存
。
→　
〔
＝
ビ
ー
ル
莫
迦
〕
を
削
除
。
更
に
「
未
詳
。

し
か
し
…
…
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
を
削
除
。
代
わ
り
に
「
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
八
参
照
。
ル
ー
ラ
で
夜
遅
く
ビ
ー
ル
を
た
ら
ふ
く
飲

ん
で
酒
場
か
ら
帰
宅
す
る
連
中
は
、
時
折
驢
馬
の
恰
好
を
し
た
妖
精
に
負
ぶ
さ
ら
れ
た
り
、
頸
に
抱
き
つ
か
れ
た
り
す
る
。」
を
補
う
。

　

分
載
試
訳
（
そ
の
六
）

二
二
二
ペ
ー
ジ
（
目
次
）
に
以
下
を
補
う
。
二
六
五　

ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
亡
霊
た
ちD

ie Geister auf Christburg. 　
　
　

*D
S535. A

ndreas von Sangerw
itz, K

om
tur auf Christburg. 

　

分
載
試
訳
（
そ
の
八
）

五
ペ
ー
ジ
（
目
次
）　

三
八
一　

緑
の
科リ

ン

デ

の
木
と
枯
れ
た
科リ

ン

デ

の
木　

の
次
に D

ie grüne und die dürre Linde. 　

を
補
う
。

六
ペ
ー
ジ
（
目
次
）　

三
九
二　

*D
S134 

→ *D
S98

　

分
載
試
訳
（
そ
の
九
）

一
〇
一
ペ
ー
ジ
（
目
次
）　

三
九
七　

*D
S35 

→ *D
S355

一
〇
三
ペ
ー
ジ
（
目
次
）　

四
二
五　

*D
S552 D

as Jagen im
 fem

den W
alde. 

→ *D
S552 D

as Jagen im
 frem

den W
alde.


